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秋出県には先人の残した多くの文化財があります。これらの文化遺産

は現代に生きる私たちの責任で保護し、未来に継承していくべきもので

あります。

このほど建設省東北地方建設局秋田工事事務所により、秋田市上北手

から昭和田了豊川に到る秋田外環状道路建設事業が計問されました。路線

は周知の遺跡である片野 I遺跡にもかかることが判明し、秋田県教育委

会では、工事に先立つて発掘調査を実施し 1たしました。

その結果、縄文時代の住居跡・土坑 e 焔し穴遺構 e古代の住居跡など

が検出され、大きな成果を上げることができました。

本書はこの成果をまとめたものでありますが、県民各位の文化財に対

する御理解と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存じます。

最後になりましたが、建設省東北地方建設局秋田工事事務所、秋田市

教育委員会、ならびに地域住民の皆様など、調査にあたり御指導・御協

力下さった多くの方々に対し厚く御礼申し上げます。

平成8年 3月31日

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



伊日

1. 秋田県教育委員会が主体となって調査を行った秋田外環状道路建設事業に係

る片野I遺跡の発掘調査報告書である。

2.本書においては、各年度の発掘調査担当者が担当区

3.付編について

し、編集は症内昭男が行っ

海綿骨針含有土器について、奈良大学西田泰民氏より していただき263頁から270頁に

まとめた口

放射性炭素年代測定は学習院大学に依頼し、測定結果は286頁にまとめた

また、残存脂肪分析は(掬ズコーシャに、花粉分析 e プラントオパール分析は、古環境研究

所に委託した報告である。

4. 本報告書に掲載した 2万5千分の lの地形回は、建設省国土地理院発行のものを、 5万分

の1の地形図は、大日本帝国陸地測量部測図(大正15年印刷)を複製したものである。

5.遺跡における層柏の色調観察には、小山・竹原著『新版標準土色帖Jl (1973) を使用した。

凡例

l.本報告書の挿図ならびに図版は、次の要項に従って作成されている。

1 )遺構の記述について

遺構実i~~図は、構成上不定縮尺である。

遺構実測図の中の矢印は、国家座標第X系座標二iヒをしめす。

住居跡・土坑・陥し穴遺構については、( )内が現場での注記番号であり、本書では

新たな番号をつけて編集した。

2 )遺物の記述について

11 

に掲載した遺物は、発掘調査によって得た資料のすべてではない。

実測図は次の縮尺に統…しである。

[土製品]土器:1/3、その他の土製品(円盤状土製品等) : 1/2 

[石製品]石器(石倣・石匙・石箆等) : 1/2、磨製石器・ 11業イゴ器・砥石:1/3、

実測図では欠損部を示す表現として、斜線を入れた。

遺構外出土遺物の挿図番号は各節における通し番号としたが、 A.L.M区の土器は挿

図内番号を示し、( )内に通し番号を加えた。挿図番号の下には、グリッド名・

(アラピア数字)を付記し

写真図版の縮尺は、土器以外は実測図と同じである。
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第 l章 lまじめに

第l箆調査に至る経過

第 1節調究に至る経過

秋田外環状道路は、秋田市内の交通混雑の解消をはじめ、交通量の増加にともなう国道沿線

の生活環境の改善等を目的として、建設省東北地方建設局秋田工事事務所から計画が提出され

たものである口

昭和61年4月には、秋田市上北手古野から南秋田郡昭和町豊川龍毛にかけて26.2kmの路線

が決定された。その路線決定にしたがって、秋田県教育委員会では、ルート上の遺跡分布調査

および範囲確認調査を継続的に行い、 6ケ所の遺跡を確認した。

とりあげる片野I遺跡は秋田市東北部で、確認された遺跡で、平成3年に範囲確認

調査を実施し、平成4年ー 5年.6年の 3カ年をかけて発掘調査を実施したものである。

※現在秋田外環状道路の名称は、昭和 1. Cから秋田北 1. Cの間をきしている。

第2節調査要項

遺跡名称 片野I遺跡※遺跡記号5KTNI

所 在 地 秋田県秋田市上新城中字片野283外遺跡状況 山林、原野

調査対象面積 28，200m 2 

調査翻積 平成4年12，900m 2、平成5年10，000m2、平成 6年5，300m2 

遺跡性格 縄文時代狩猟地・貯蔵施設群、弥生時代遺物散布地、古代住居跡

遺跡時期 縄文時代、弥生時代、古代

調査 自 的 秋田外環状道路建設事業にかかる事前調査

調査期間 平成4年5月11日-10月9日平成 5年5月10日-11月5日

平成 6年6月27日一10月31日

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 平成4年庄内昭男 (秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主査)

小畑巌 (秋田県埋蔵文化財センタ

磯村亨 (秋田県埋蔵文化財センタ
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第 Z卒遺跡の立地と環境

第2 遺跡。〉立地と環境
第 l節遺跡周辺の地形

片野 I遺跡の位置は、北緯39
0

46' 50" ・東軽140
0

6' 40庁にある口

日本海に沿った秋田県中央部の地形を東側からみると、標高200m以上の山地、標高50~

100m前後の丘陵地、標高10m前後の低地、海岸にjCleった砂丘地に分けられる。遺跡の位置する

秋田市上新城道川地区から下新城笹岡地区にかけては、仁別山地山麓からのびる標高30~90m

の豊川丘陵地が、沖積地に半島状に突き出し、上新城上谷地地区にある片野I遺跡はその張り

出しの中間地点に当たる。上新城上谷地地区をみると、南側は沖積地に面し、北側には西に伸

びる深い沢、東側にも沖積地に開く五百刈沢が入り、独立した丘陵地形を史している。 沖積地

に面した南側はいく筋ものこまかい沢が入り込み、鋸l者状の出入りがある。調査した遺跡は丘

陵地の頂上部から中腹に立地しており、 76.8mを頂点とするE陵頂部から南に走る小支谷がい

くつかあり、起伏にとんだ地形となっている。

第 1図 遺跡周辺の地形分類
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第 2節周辺の遺跡

第 2節周辺の遺跡

ここでは、片野I遺跡の歴史的環境を理解するために、秋田市北西部の新城J1I、道川流域の

遺跡について概観したい。

第 2・3図は、片野 I遺跡と周辺の遺跡群を秋田県遺跡地図(秋田県教委:1990)および秋

田市遺跡詳細分布報告書(秋田市教委:1989) に基づいて地図上におとしたものである。

縄文時代の遺跡

この時代の遺跡は、北東へ約1.5km離れた上新城五十丁地区において、上新城中学校 (16)、

松木台1I.田(15. 32)、小林 1. m (17' 18)、堂ノ前日 (19)、杉1I1奇12・13・15号 (36. 

37 . 38)で確認されている。他に、保多野地区において、大保 (23)、保多野 1. II ・25)、

堂ノ前田 .N (20・21)、桂沢、道川地区において、山ノ下 1 (42)、貝布沢 (47)、中地

区において片野II (50)、下新城小友地区において、長田国(5 )、羽田台工(8 )、谷地耳

(28)、外旭川笹岡地区において尼館 (51)で遺物が採集されている。この中で時期を特定で

きるのは、晩期中頃の大洞C2式土器が採集されている桂沢と、発掘調査された上新城中学校

遺跡である。上新城中学校遺跡は、昭和29年に学校建設工事の際に晩期を中心とした遺跡であ

ることが確認され、昭和30年、昭和54年、昭和63-平成3年と発掘調査が行われている。調査

の結果、 j善が周る集落と、その外側に土墳墓、土坑が存在する遺跡、であることが判明している。

晩期後半の大洞A式の時期の遺物が大多数を占めており、大澗BC式の時期が中心の片野I遺

跡とは様相を異にする。

また片野 Iでは中期後葉から後期前葉の土器群が多く出土しているが、周辺で拠点となる

落遺跡は確認されておらず、南東に約15km離れた御所野台地において当該期の集落遺跡とし

て、下堤B・E.G遺跡、湯ノ沢B.C遺跡、野畑遺跡、坂ノ上A.E遺跡が調査されている。

弥生時代の遺跡

上新城地区においては松木台遺跡で弥生後期の土器が採集されている口北西に約 6k111離れ

た金足小泉地区の砂丘地においては、潟向 1.盟・ Nが遺物散布地として知られている。また、

御所野合地において、地蔵田B遺跡で柵に閉まれた集落跡や土墳墓、遠賀川系土器を使った土

器棺墓が確認され、南東に約18km離れた風無台台地において、石坂台H、風無台五で天王山

式土器が確認されている。

古代の遺跡

上新城五十丁地区の末沢窯跡群 (27)、谷地E・大沢I.1I窯跡 (29・30)、小林窯跡 (31)、

3 



第2主主 遺跡の立地と環境

ド新城岩城地区の布馬之丞窯跡 (34) は須恵器焼成の窯跡であり、大沢I窯跡では瓦の焼成も

行われているものとみられる。

五 I~- 丁地区において、小林 I .立 (33) ・郎、松木台E、保多野地尽において、谷地 I

(14)、堂ノ前田.lV、大保、保多野I.豆、下新城小友地区において、猿田沢I'lI (1・

2 )、家ノ前 I. 1I (3 . 4)、長面 I. V (7 . 6)、羽鳥沼 I (26)、塩田沢(9 )、末沢

(10)、羽田台1I (11)、末沢I・立 (12・13)、岩城地区において堂ノ前 (35) で須恵器、土

師器が採集されている口これらの遺跡は、窯跡の周辺に分布していることから、土器生産に関

連する遺跡群である可能性が高い。その他、道川地立の桑ノ木 I. 1I (39・40)、山ノ flI

(41)、牛沢 (43)、雷 I. 1I (44' 45)、五六沢 (46)、中地区の五百刈沢 (48)、鼻コシリ

(49)、片野立、外旭)11笹岡地区の尼館で古代の遺物が採集されている。

縄文@古代の複合遺跡

谷地耳、保多野I. 1I、大保、堂ノ前rn.lV、小林I. rn、松木台E、片野E、尼館が縄文

と古代の複合遺跡である。

参考文献

秋田市教育委員会

秋田市教育委員会

秋田市教育委員会

秋田市教育委員会

秋田市教育委員会

奈良修介-豊島昂
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第l節遺跡の概観

第 l節遺跡の概観

片野 I 遺跡は、秋田市上新城 I~Iこi字片野283外に所在している。

秋田市の東北部にある遺跡までの交通手段を説明すると、最寄りの駅は JR奥羽本線土1I1奇駅

であり、駅から東北方向へ 4km程離れている。秋田駅からは上新城行きのパスを利用し、中

入口でおりるとよい。バス停から南に向いた111側に遺跡がある凸

遺跡のある丘陵地の裾部には老人福祉施設幸楽園と片野の集落があり、集落を横断する

が通っている口 rll道から20-30m高い丘陵地全体が調査対象地である。起伏のある丘陵地を概

観すると道路計画杭NO.26の東側に頂上部があり、東西を区画している。東側と西側にそれぞ

れ尾根状の高まりがあり、その裾ーには南側の沖積地に向かつて開く沢が入っている。

遺跡の調査前の現況は、原野であった。戦前は上谷地・中集落の芋刈場として使用していた

が、戦後は上谷地・中・片野の集落の人達が畑地として開墾したとのことであった。なお丘陵

地の中程に東から西に下る沢が入っており、その中位面は昭和30年頃まで水田として使用され

ていた。

第2節調査の方法

上調査医の設定

に進めるために調査対象地 4X4mのグリッドを設定した口

遺跡内に所在する道路計画センター杭NO.27を原点として国家座標第X系座標北を求め、こ

の座標北のラインを南北基線Y軸とし、これに直行するラインを東西基椋Xljirhとし

原点NO.27を基準交点MA50とし、 Y軸に 2桁の算m X軸に 2 アルアァベット

を付し、各グリッドの南東隅の杭で両者を組み合わせてグリッド名とした口市二!とは 7から91ま

で、東i出は 1B から RC の~l~古;が付された。

2.発掘方法および記録作成

地71~ と範囲確認調査の結果

いった。

遺構確認は黒褐色土および地L11

し、 AからMま を任意に設定し を進めて

った。 遺物 ら地UJまで掘り下

げる間に出たものに番号を付して取り上げた。遺構内のものは一括して取り上げたものもある。

〈遺物の記録〉遺物の記録作成・取り上げは次の方法で、行ったり南東隅の杭を基準としてグ

リッド内における位置を記録し、区域内における遺物番号を付して取り
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第3章調査の概要

〈実測図の作成〉精査した遺構は、調査区内に打設した方眼杭を基準として簡易な遣り

によって図面を作成した。 遺構の平面図 a 断面図は、 1/10・1/20の縮尺で作成した。

遺跡全体の土層図は、区域'wに作成した口二上層図は 1/20の縮尺で、色調 e土質 e 堅さ・混

在粒子等の特徴を記載した

現場の写真は 6x4.5と3.5mm判のカメラを用い、広角・探準レンズを適宣使用した口

現場撮影用のフィルムは、モノクロおよびカラーリバーサルの 2種類を使用した。撮影コマ数

は874である。 遺物の写真擁影は35mm判のカメラを使用し、モノクロで、行った。

L 遺物整理の方法

く遺物の整理〉出土した遺物は55X34x 15cmコンテナで80箱である。遺物は素材の種類から

大きく土製品と石製品・金属製品・木製品に分けられ、土製品は素焼きの焼き物である土器・

須恵器"ロクロ土師器と、わずかな陶磁器である。石製品は石器と石器素材である。金属製品

として銭貨が 2点ある。木製品には箸の他杭材・棒材・披材がある。

これらの遺物はすべて洗浄した。土器は洗浄後に接合作業を行った D なお土製品と石製品には、

グリッド名 e層位@出土年月日を注記した口金属製品はプラスチックケース内に、木製品は水

浸けの状態で保管している。

く土器・石器の実測図作成> 4分の 1以上遺存する土器を 1/1で国化した。ま

片と銭貨の拓影をとる。また石製品・木製品もすべて 1/1で図化した。

第3節調査日誌

な土器破

:平成4年=5月11日 ベルトコンベアー他器材の備え付けを行い、調査準備をする 0

5月12E3 A区のNO.34~36中心杭周辺から粗掘りを開始する。

5月27日 o G81グリッド周辺で、注口土器、台付鉢等縄文時代晩期の遺物が出土する。
6月2日 A区の粗掘りと並行してD区の粗掘りを開始。 D区から縄文後期の土器が出土する。

6月10日 A区の粗掘りを終える。

6月17日 D区は組掘りを終えるの地UJrmを したが、遺構は検出されず、地形測量を行う。

6月18日 C区の馬の背状の丘陵部の粗掘りを開始する。斜面には 11I高1-2111のトレンチを入

れ、遺物の有無を確認する c 丘陵部南東下の平坦地である B区の粗掘りも開始する。

6月24日 A区の調査を終える。検出された遺構は土坑1基、ピット群である。

7月2日 丘陵上の平坦面で焔し穴遺構3基が検出される。

7月14日 B.C区の粗掘りを終え、遺構の精査を進める。

7月17日 NO.30計画杭より南側のE.F区をあらたに拡張して調査することになった。
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第3節調査日誌

7月27臼 E.F区の粗掘りを開始する。

7月306 F区NC57グリッドより攻:1犬耳飾が出土する D

8月27日 F!Zの粗掘りを終え、地山面を精査して行く口

9月10日 E区の粗掘りを終え、検出された遺構の精査を行う。

9月17日 E区.FI互の全景の写真撮影を行う。

9月20日 B-E区の遺構の実測図作成を行う口

10月9日 遺構の実測、地形測量を終え、現場作業の全工程を終了したc

=平成 5年=5月11日 G匿において調査区内の伐採木除去を開始。ベルトコンベアーを

5月17日 G区東側より粗掘りをはじめた。山頂から下の沢へ向けて表土を除去して行く口

5月21日 G区東側の沢部で天王山式土器片出土、土器が出土した褐色土層面で精査して行く。

5月31日 MAラインのベルトセクションの土層図を作成する。褐色土層面で全面精査を行う。

6月10日 KC47・48グリッドで、陥し穴遺構と思われる落ち込みを確認する。

6月14日 褐色土層を除去、地山富までの掘り下げを行う。同時に遺構の半裁をはじめる。

6月29日 全景写真撮影のため地山面を精査して行く。

7月1日 遺構の写真撮影を終え、調査区域をH . 1区に移す。遺構の実測作業は継続する。

7月6日 ベルトコンベアーの配置を終え、 H. 1区の南側から粗掘りをはじめる。

7月201:::1 G区の地形図作成口 H区北側中腹部分で古代の住居跡の掘り込みを確認する 0

8月36 H区道路際で陥し穴遺構を確認、 I区は湿地に近い場所まで掘り進む。

8月9日 盛土を取り除いた I区の混地北側の掘り下げ、日区の尾根上位の粗掘りを行う。

8月24日 HI玄の粗掘りの一部を終え、陥し穴遺構・住居跡の掘り下げをはじめる。

8月30日 I!Zの湿地上位の粗掘りを終え、湿地のプランを確認する。掘り下げを開始する 0

9月1日 I!Zの湿地より上位の斜面部は、遺構確認をかねて精査を行う c

9月6日 H区の遺構精査、斜面の精査を終える。南東部分の高台にトレンチを設定する。

9月10日 湿地の掘りドげを継続しているが、さらに北と西に調査区を拡張していく

9月16日 南東部分の高台のトレンチ精査を終え、 j区の粗掘りを始める。

9月24日 I区の掘り下げが進み、下の木材を出して行く。調査区北側斜面の粗掘りを行う口

9月28El 1医の木村ーを出して精査が完了し、写真撮影を行う。

10月7日 j区の東西ベルトセクション図を作成して、土層観察用ベルトを除去する。

10月8日 I区内の土層圏作成のため写真撮影を行う。

10月12日 J 区内中央護地の黒褐色土層面で出土遺物の取り上げを行い、周辺を精査して行く。

また確認していた陥し穴遺構の掘り下げを行う口

10月18日 山裾に確認した溝状の落ち込みを掘りドげて行く。
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第3寧調査の概要

10月20日 I区内の材を取り上げて行く。 J区内では焼石焼土周辺の精査を行う。

10月28日 I区の木材の取り上げ、 J区の溝および焼石焼土周辺の掘り下げを終了した。区域

内の精査をした後に、写真撮影を行った。

10月初日 器材等のあと片付けをすませ、調査を終了し

6年二 6月27日 ベルトコンベアー他器材の備え付けを行う。作業員は健康診断を

6月28日 刈払い後の潅木や草を片付け、 K区南側の急斜面部分ではトレンチ調査を開始する口

6月30日 南側斜面では遺物が少量出土しただけであった。黒褐色土の落ち込みが見られた部

分はトレンチを拡IjJ話する口南側丘陵上部の粗掘りを開始する。順次北側へ進行する c

7月4日 K G18グリッドの中央部において、漸移層で土坑を確認する。

7月6日 粗掘りと遺構精査を何時に進めて行く。遺構周辺の出土遺物の記録を取りながら精

査して行く o K C18グリッド周辺に天王山系の土器が数点出土。 JG17グリッド周

辺では縄文中期前半の土器片が多い。丘陵上部で土坑など遺構を確認する。

7月12日 精査中の遺構にフラスコ状土坑を確認する。粗掘りは中央沢部に進行する D

7月15日 南側丘陵部で、|白地形図を作成する。また随時基本土層図の作成も進めている。

7月21日 地山の乾燥、また地山土が埋め込まれた土坑が多いという遺構の特徴により、遺構

検出に手間取る。南側丘陵の南東斜面では北陸系の土器片を含めた遺物が出土する。

7月27日 南側丘陵の北側斜面に粗掘りを進める。遺物が多く出土する口この後の見通しを得

るため、北側丘陵上部のトレンチ調査を開始する。焔造成時の盛土を確認する口

8月8日 フラスコ状土坑の断面観察、埋土の由来を検討するため遺構の断ち割りを行う口

8月30日 調査の主体を北側丘陵および間の沢部に移すため、ベルトコンベアーの再配置を行

う。北側丘陵の粗掘りを開始する D 沢部の土層図を作成する。

9月6日 南側丘陵上部で、地山に40cm程の深さでトレンチを入れる c 降雨後、遺構の壁の

線が確認される c このため南側丘陵部の遺構になりそうな褐色部分を再精査する 0

9月7日 北側丘陵の斜面のトレンチ調査を開始する。

9月13B L IX . M区のトレンチ調査を開始する。

9月27日 K区北側丘陵上部での遺構精査開始口

10月3日 晴天に恵まれ航空写真撮影を行う。

10月7日 L. M区の粗掘り開始。 L区はトレンチ調査で遺物の出土した周辺のみを広げた。

10月28日 M匿の旧地形図を作成する o K区では掘り下げ後の全景写真撮影を行う。

10月31日 遺構図面の補足、旧地形|到の補足を行う。器材を撤収し、調査を完了する。

10 
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第 l節各調査区の地形と

の

第l節調査庄の地形と層位

調査対象地の範囲が広く、起伏にとんだ地形であることから現況の地形を考慮し、沢を境と

して各区域に分けて調査を進めた。なお潟西層が地形の表層基盤となっており、遺構確認は黒

褐色土 e 暗褐色土の表土を除去して、潟西層上面の明黄褐色土層で、行った口

<A区の地形と層位>A区は、 C区の丘陵中腹が北に張り出た舌;1犬部にあたる口東側には深く

切り込む沢が入り込んでおり、西側にも V宇;1犬の沢が入り、下の水田に下がる急斜面となって

いる。沢の影響を受けて平坦面は狭い。平坦面の堆積土は黒褐色土で、 50cm前後堆積してい

た。 沢につながる斜面では黒褐色土の堆積が厚く、 60cm-80cmで、あった。

<B.C区の地形と層位>西に頂点をもっ馬の背状の丘陵地で、東に向かつて下っている。一

段の鞍部を経て西側の{頃斜が緩やかになっている。丘陵地を覆う堆積土は浅く、暗褐色土が

30cm前後堆積していた。 B区はC区の裾部にあたり、南には狭く深い沢があり、沢に向って

傾斜している。斜面下部には黒褐色土が1m前後堆積していた。

<D区の地形と層位>D区は東と酉の二つの丘陵地に挟まれた北に抜ける沢の頂部にあり、 A

区の東側の沢につながっている c 調査前は畑として活用されて平坦であったが、丘陵地から流

れこんだ黒褐色土が厚く堆積しており、最深部は80cmで、あった口

<E区の地形と層位>E区は北にのびる丘陵中腹の平坦部とD区に下る斜面である。北西に延

びる張り出しも含めた。中腹を覆う黒褐色土の厚さは40cm前後で、あった。

くF区の地形と層位>F区はE区の南にある丘陵中腹の平坦部であり、南側が深く入る沢に面

している。中央が窪んでおり、堆積していた黒褐色土の厚さは60cm前後で、あった。

<c医の地形と層位>東に張り出す丘陵部の頂上部で小山状を呈している c 畑地として開墾さ
れており、表土は浅く暗褐色土が30cm!%"後堆種していた。

くH. 1区の地形と層住>東側の沖積地に延びる大きな沢の{頃斜地にあたる口五区は斜面の高

位部にあり、 I広は低位部の窪地にあたる。 H区表土の黒色土は浅く、 30cm前後で、地LUに達

した。 1区では沢の中央に 1m前後の盛土があり、盛土を除去した下が昭和30年頃まで耕作さ

れていた水田であった。水田耕作土の黒色土が50cm"1前後の深さであり、さらに下には深さ

1.5mの泥炭層が確認された。

<J区の地形と層位>西に下る緩やかな斜面で、南は急斜面で五百刈沢の深い沢で区画されて
いる。窪地が中央にあり、黒褐色土の堆積が50cm前後で、あった。丘援の裾を走る溝状の落ち

込みがあり、地割れの痕跡とみられた。

<KI乏の地形と層位>西に延びる丘陵地頂上部の中央に浅い沢が入札二つの小山のようにみ

11 



第4章調査の記録

える。頂上部の黒色土の堆積は薄く、 20cm前後で、地山 し、沢部は 1m前後の堆積があった。

<L . lVI区の地形と層{立>L . lVI区は拡幅計画に伴い調査[R域が追加されたものである。 L[R

はA区の北側斜面にあたる。lVI区はA区の北西にあり、斜面中腹の東西に長い平坦部である口

L区の堆積土は黒褐色土で、深さが50cm前後で、あった。 M医では斜面際の堆積が1mで、あった G
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第4:Gi翻査の記録
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第 2-1節 A ・L.M区の検出遺構と出土遺物

第2… l節 A.L.M区の検出遺構と出土遺物
A匿の仁!こi央高{立部から東側に向かう緩やかな沢頭で、小穴群と土坑が確認された口北方向に

下がる急斜面と東側に向かう緩やかな斜面で、縄文時代晩期の土器・石器が多量に出土してお

り、生活用具の廃棄場所として確認された。 L. MIXで検出された遺構はない。

小穴群一第7図

<位置・確認状況>OF77・78、oG77グリッドにまたがって検出された。地山直上の漸移層

で、円形に巡るピット群として確認した。

く平面形 e 規模>P2~5 窃 P 7 ~ 12. P 15を結んだ線で直径3.6mの円形、 P1 ・ P3~

5・P7 -14を結んだ殺で長在4.1111.短径2.8mの楕円形を呈する。 15個を

直径19.8-34.2cmで、あり、確認面からの深さが14-48cmで、ある。

<埋土の状況>いずれも黒褐色土が充填していた。

く断面の形状>いずれもほぼ垂直に落ち込み、箱形を呈する。

したが、

<遺物>上面に縄文時代晩期の土器破片が散布していたが、ピット内からの出土遺物はない。

第1号土坑 (SK01) -第7図一

<位置・確認状況>OE77・78、oF77・78グリッドにまたがって検出された。地山直上の漸

移麗で、培褐色土の落ち込みとして確認した。

<平田形・規模>関口部はいびつな円形を呈し、長径1m60cmで、ある。確認面から最深部まで

34cmで、ある。実測図では南側が垂直に落ち込んでいるが、地山を掘り過ぎたためであり、実

際はなだらかに落ち込んでいたものと思われる。

<埋土の状況>下位から底面の壁際には褐色土 (4層)が堆植し、その上に黒褐色土(3 

が凹レンズ状に入り、上位は暗褐色土(1層)が覆っていた。褐色土と暗褐色土の間には地山

ブロックが密に混入する褐色土(2層)が扶まっていた。

<断面の形状>北側の断面は、関口部からはほ垂直に蕎ち込みL字状を呈し、南側の断面は、

ノの字状を呈していたと推定される。

<底面の状況>底面はほぼ平担であるが、北から南に向かつてやや傾斜している。

<遺物・その他〉土坑内からの出土遺物はない。

濯物包含層について-第8図

平坦部の肩部から 5m程下の傾斜面で、縄文時代晩期の遺物が多量に出土している。 oG81 

杭からoG82杭にかけての土層図を示したが、遺物は I層とした黒褐色土層からはごく

あり、 H層とした黒色土下層にまとまる傾向が見られた。
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第4章調査の記緑
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第 2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物
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第8図 A区の斜間層位と遺物分布

第2-2節 A・L・ M区の遺構外出土遺物

A.L.M区は北に向いた丘陵中腹斜面であり、それぞれが近接していることから、

物を一括して土器と石器、土製品と石製品に分けて分類し、説明を加えた 0

=A.L.耐震わ土器出 土器は時期で分類し、器形ー部位、文様の特徴を記し、最後に型

式分類を行った。第10図から第33園まで実測図を掲載し、説明は挿図名と挿図内番号で、行った。

[A :縄文時代中期前葉の土器群J-第10図1・2

10-1・2は半載竹管による沈毅および|径沈糠で文様が描かれている。

[B :縄文時代中期後葉から後期前葉の土器群] 第10図3・4

10-3は経線で区画された無文の文様帯があり、縄文地との境となっている。

10-4は沈線により文様が描かれている口

[C :縄文時代後期中葉の土器群J-第101:K15-

10-5は口縁部の突起であり、刺突列が付されている。

[D :縄文時代晩期前葉から後葉の土器群J-第10図6-9、 第11図~第29図

第E層の黒褐色土から一括して出土した縄文時代晩期の土器群を時期的・型式学的検討を加

えるために土器塙性を検討した。属性としては出土土器の器種・口縁部の形状、口縁端面の形

状、仁i縁装飾の類型、文様帝における単位文様の類型を取り上げ、た。復元土器を図化し、破片

資料は個体認定のため口縁部を主に取り上げた。

17 



第4章調査の記録

本文では、器形の類型毎に基準を設け、口縁部の形状、口縁部の文様を分類し、二つの特徴

を組み合わせて、型式的区分を付記した。なお口縁端面形・口縁装飾の類型等は表にまとめた。

器形の基本枠は、深鉢・鉢・浅鉢.lIIl .壷・注口・香炉形土器があり、これらの内の深鉢・

鉢・浅鉢・血の 4種類は、器高と口縁部の最大径との比率の大きさで区分した。

<深鉢形土器>

口径に対ーする高さの比率は0.8以上でいわゆる胴長の土器である。

口縁部の形状は次のように分類される。

A : J君臨をもたず、緩やかに内湾するかあるいは直線的に立ち上がる口

B:口縁部と胴部との境にくびれをもち、外反する口縁部をもっ。

文様帯は口縁部にまとまり、次のような構成のものに分類できた。

a 地文が縄文で、沈線による平行線あるいは弧状線の組み合わせで文様が描かれている o

b :無文帯に沈線で入組三叉文が描かれている。

c 平行線内に点列か裁痕列が断続的に刻まれて文様帝が描かれている c

d:口啓に平行な沈線がヲ!かれている口

e 上記に該当する装飾文様をもたない。

*復元土器の第10図7はBbに分類され、大洞B式に比定される口破片の14-1 -4はAaに、

14-5 -7はAbに分類され、大洞B式に比定される o 14-8 -11はAcに分類され、大潟B

C式に比定される。 14-12-15はBcに分類され、大洞BC式に比定される。 14-16・17はB

dに分類され、 14-18はBeに分類され、大洞C1式に比定される口第23-27閣には口縁がA

に分類されるいわゆる粗製土器である。第23図で貝殻条痕文、第24・25図で斜縄文、第26・27

図で斜縄文であるが横位に結節が入るものと付加条、網目状撚糸文が施されたものを掲載した。

<鉢形土器，台付鉢形土器>

口径に対する高さの比率は0.8から0.3の範囲にあり、最大径が口稼部か服部上位にある D 精

製土器で復元できた個体数も破片点数も多く、総出土土器の個体数に占める割合が高い。

A:屈曲をもたず、緩やかに内湾するかあるいは直線的に立ち上がる。

B:口縁部と体部との境にくびれをもち、外反する長い口縁部をもっ。

C:口縁部と体部との境にくびれをもち、口縁部が短く外傾あるいは直立する o

D:口縁部と休部との境にくびれをもち、口縁部が内湾気味に外傾する。

文様の構成は口縁部にまとまるものと体部の上半まで下がるものがあり、次のような構成

のものに分類される。

a : 11自の広い羊歯状文が展開される o

b : 111mの狭い羊歯状文が展開される。
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第2-2節 A・L.M区の遺構外出IJ室物

c 無文帯に沈線でK字;1犬文が描かれている。

d :平行線内に点列か載痕列が連続して付される文様帯がある c

e 口唇に沿って平行線だけが引かれており、断続的に刻みが入っている己

f : CI縁部が無文で口唇に隆帯状の飾りが付いている。

*先に復元土器について説明して行く。口径に対して高さの比率の大きいものであり、第11図

1はAaに、 11-2はAdに、 11-3-5はCb . C dに分類され、大柄BC式に比定される口

11-6はAdに分類され、大洞C1式に比定される。第12図には比率の小さいものを掲載した。

12-1はAaに、 12-3 . 4はAd'Cdに分類され、大潟BC式に比定される口 12-2はA

eに分類され、大相C1式に比定される。第12図5-7と第13図l~3には台付および台付に

なると思われるものを掲載した。 12-5 . 6はCbに、 12-7はDaに、 13-1・2はBcに

分類され、大洞BC式に比定される。破片資料の第15図1-3はAaに、 15-4 -21はAbに、

15-22はAeに分類され、大柄BC式に比定される016-1-19はAeに分類され、大ilj]JC 1 

式に比定される。第17. 18図の破片は復元土器にみられない形状 e 文様をもった土器群であるD

17-1はBaに、 17-2はBcに分類され、大混BC式に比定される。 17-4はBdに、 17-

5・6はBfに分類され、大洞BC式に比定される。 17-7・8は口縁部が短く立ち上がり、

無文帯となっている。 7は体部に沈線で、文様が描かれ、 8は縄文が施されている。器形から大

洞BC式に比定される017-9-11はCbに分類され、大洞BC式に比定される。 17-12-14

はCdに分類され、大洞C1式に比定される。 17-15は口縁部が直立し、体部との境は明瞭で

あり、頚部にそって中に刺突列が連続して付された隆帯がある。大洞C2式に比定される口第

四図には口縁部から頚部にかけて羊歯状文が展開されるもの、平行線内に点列か載痕列が連続

する文様帯が展開されているものをまとめた。 18-1 -6は第121玄15に、 18-7 -18は第13図

3に器形および文様のタイフ。が似通っており、大洞BC式から大洞C1式に比定される。 18-

19-24は口縁部がわずかに内湾する形状を里しており、器高の低い鉢になるとみられる。大j同

BC式から大潟C1式に比定される口

<浅鉢形土器・皿形土器>

口径と器高との比率が3分の 1前後のものである。日縁部の形状は次の 3類に分類できる G

A:口縁部が外傾する。

B : Iコ縁部が内湾する。

C:口縁部が内湾し、端部が短く産立する。

文様は口縁部から体部にかけて構成され、次のような構成のものに分類される o

a 蕪文の地に沈線による円弧状の文様を描いている。

b:口唇にそって平行沈線が引かれ、沈線内に載痕列が付されている。体部には沈線で区画さ
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第4章調査の記録

れ、磨消部分と縄文充填部分が分かれており、充填文様の単位11屈が広く展開されている口

c 平行線内に刺突列が付され、体部に縄文が充填された半浮き彫り状の文様帯が展開される D

d :口唇にそって平行沈線が引かれている凸

e 太い沈線が引かれ、間が浮線:1犬に盛り上がる平行陸線となっている。

*第19図1はAaに分類され、大j同B式に比定される。 19-2の復元土器はBbに分類され、

大洞BC式に比定される。 19-3 -12はBb類に分類され、大許可BC式に比定されるむ復元土

器の19 13は口縁部がB類であり、浮き彫り手法による雲形文が器国に広がっており、大洞C

I式に比定される。 20-1-10はBcに分類され、大j同C1式に比定される。 20-11-13はB

dに分類され、大沼C1式に比定される。 20-14-16は深みがある無文の浅鉢で、大潟C1 

に比定される。 20-17-18は形状がAに、 20-19はCcに分類され、大洞C2式に比定される 0

20-20-22は皿形土器に分類され、大洞C2式によヒ定される口 20-23-25はBeに分類され、

大調A式によヒ定される。

<壷形土器>

口縁部の形状は、次の 4類に分類できる。

A:!頭部に屈折点をもち、日縁部が内{頃する。

B:口縁部と頚部に屈折点をもち、頚部が立ち上がり、日縁が短く外傾し、広口になる。

C:頚部に屈折点をもち、緩やかに口縁部が外反する。

D:長頚細首の口縁部で緩く外反する。

文様の構成は口縁部が無文になるものが多く、分類基準を設けない。

*復元土器の第13図5はAに、 13-6はBに分類され、大洞BC式に比定される。 21 3 -13 

はCに分類される口大柄BC式に比定される。 13-2はDに分類され、口唇に浮文が付され、

21 18-21は頚部に沈線による変形工学文が帯状に展開されており、大洞A式に比定される。

第28図2-4に大形の査になる腕部破片を掲載した。

口縁部の形状は次の 2類に分類できる。

A:内傾する頚部の上に、袋状口縁部が付くものであるり

B:内傾する口頭部であり、袋状口縁部が付かないものである。

文様構成は、口縁部から体部にかけて観察し、次のように分類した。

a 沈線による大柄な文様が描かれている。

b:浮き彫り手法により、 K字状文が展開されている。

*復元土器の第13図4はBb類に分類され、大?I司BC式によ七定される。 22-1・4はAに分類

され、大混BC式に比定される。 22-3は口縁の形状は不明であるが、文様は aで、大洞BC
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式に比定される口 22-6-13はBbに分類され、大洞BC式に比定される。 22-19は体部の張

り出しに刻み目が入る隆起部があり、大洞C1式に比定される。 22-20-23は注仁i部である。

<香炉形土器>

第13図7に示したが、体部下半から台部にかけてのものである。体部の張り出しと台部の文

様は平行沈線に点列が刻まれている。 13-8は頭部の突起である。

*13-7は大潟BC式に比定される口

出土製品 e石製品口 A区で出土した土製品と石製品を、第30図に一括して掲載した。

30-1・2はいずれも中空となる土製品であり、 lは亀形を る。 2には 8111m前後の孔が

ている。

30-3は勾玉状土製品で、頭部に孔があり、垂飾品と思われる。細線で文様が描かれている。

30-5 -8はミニチュア土器および手ずくね土器で、ある口 8はコップ状になると思われる。

30-4は土器破片の縁辺を研磨した円盤;1犬土製品で、ある。

30-11は偏平な小石に孔が穿たれており、途中までで貫通していない。

30-9・10は長い石の側面に線状の刻みをいれたものである。

*円盤状土製品は縄文時代後期に、その他は縄文時代晩期に帰属するものである。

[E :弥生時代前期の土器群J-第30図12-18-

L区の第H層から した弥生土器を第30図の下に図示した。

30-12-15は口縁部の破片であり、 12は口唇にそって縄文が施され、下は無文部となっている。

13-15は斜縄文が施されている。

16は頚部の破片であり、沈線が横方向にヲiかれ、下に列点が付されている。

17・18は底部の破片で、 17は底辺にそって沈線が51かれている。 18は底辺部が張り出している。

[F :平安時代の土器群]第31-33図

M区の北斜面でまとまって出土した土器群である。第31-33図に掲載した。

31 1 -3は須恵器の蓋であり、 lは宝珠状のつまみ部で、 2・3の口唇は垂車に下がる。

31-4 -8は須恵器のj不である口 4-7は底辺部が丸みをもち、口縁部が外傾している。底部

の切り離しは回転ヘラ切りである。 8は高台が付いたもので、底部の切り離しは回転ヘラ切り

である。

31-10・11は須恵器撃の破片である。外面に平行状叩き目が、内面に円弧状の当て板痕が残っ

ている。

31 9・12・13はロクロ土師器の杯で、口縁部がゆるやかに内湾している。 13は底部との境が

判然としており、底部の切り離しは回転糸切りである。底辺が削り調整されている。
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31 14-16は小形の斐であり、回転糸切りあるいは静止糸切りで底部が切り離されている。

15・16は底辺部が削り さi'Lている口

32-1 号 2は長腕斐の口稼部で、頚部がくの字状にくぴれ、口縁部が外傾している。口唇が短

く立ち上がる口 32-3 -9は長腕斐の胴部上半の破片であり、 33-1 -6は砲弾形を呈する底

部の破片である。 33-7は平底の破片である。

打製石器・磨製石器・繰荷器で分け、形態的に分類した。第35-58図に実測図を

掲載し、説明は通し番号で行った凸

[1 :打製石器]第35図~第52図

ア:石鍛(1 -10)矢の先につけたもので、両国を連続細部調整によって三角形状の形を作り

出しているものである。 9点出土し、 a 基部が突出する有茎鍛、無茎のものは基部の形状に

よって、 b:平基敵、 c 凸基録、 d: p::]基鍛に分けられる口

イ:尖頭器 (11-14)先端に三角形状の尖頭部を作り出したもので、石鍛より大型のものであ

る。 4点出土し、いずれも無芸で平基が3点、凸基が1点である。 14は側縁が鋸歯状になって

いる口

ゥ:石匙 (15-35)剥片の一端にえぐり込みの調整を両面から施し、つまみ部を作り出したも

のである。 21点出土し、長さと幅の対比から a 縦型、 b:横型の 2種がある。横型のなかで

も厚手の剥片に両国から交互に調整を施し、凸レンズ状の断面形を呈するものを c類とした口

また全体が幅広いもので、つまみ部も ljJffiがあるものを d類とした口

エ:石錐 (36-42)穿孔に用いられた錐であり、 7点出土している。 a つまみ状の頭部が作

り出され、刃部が長いもの、 b:つまみ状の頭部があり、刃部が短いもの、 c 棒状がある。

オ:瞬状石器 (43・44)楕円形の膨らみの一端が鳴状に尖る。 2点出土した。

カ:石箆 (45-52)比較的粗い不連続な両面加工調整によって、整形したものであり、 13点出

土し、 a 側縁が真っすぐな短冊形を記するもの、 b:基部に近い側縁が狭まり援形を呈する

もの、 c 側縁が膨らみ靴ヘラ状を呈するものに分けられる。 45は基部にえぐり込みが入る。

キ剥片石器不整形であるが、形状と調整加工の状況を加味して分類した。 56-64は厚手の

剥片に粗い調整加工を施し、台形か楕円を呈する形に整えたものである口

66-73は縦長の剥片の側縁に調整加工が施されており、先端が尖頭状となるものである。 74-

84は側縁あるいは先端となる一辺に連続する調整剥離を加えているものである。 85-94は側縁

に連続する調整剥離を加えており、曲線状にえぐり込む一辺をもっている。 95-146は縁辺の

一部に微調整剥離を加えているものである。 146-154は厚手で石核になると思われる。

ク:鍬状石器 (155-159)台形状の大71:;素材を使用し、基部の側縁に粗い加工を施し、細い柄
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になる部分を作り出し、幅が広い方の先端を刃部としているものである。 5点出土し、 a 柄

が短く刃部が長方形に近い形のもの、 b:柄が長く、刃部が台形状の援形のものに分けられる。

ケ:その他の大形石器 (160-163)短冊形と菱形を呈するものである。

[2 :磨製石器] 第531玄1.第54図-

ア:磨製石斧(165-179)研磨により斧形に整形したもので、 15点出土ーし、刃部の断面形に

よって、 a 両刃になるもの、 b:片刃になるものがある。 178・179は小形のものである。

イ:石棒 (181-183)は5点出土しており、研磨により棒状に作り出したもので、一端が丸く

なっているものと、棒状になるものに分かれる口

[3 :諜石器J-第55図ー第58図-

擦を素材としており、元の形状をそのまま残し、一部に調整加工痕がある。

ア:凹石 (184-190)は礁の片面あるいは両面に細かい鼓打による凹があるものである。 7点

出土した口 191は磨面をもっ転用品である口

イ:磨石(192-200)礁の片面あるいは両国に磨面があるものであり、 9点出土した。

ウ:石血 (201-203)おおきな自然礁の一面を擦りこんでいる口 3点出土したo

.::L砥石 (204・205)偏平であるが、方形を呈する両面が研)書されている。 2点出土した。

オ:蔽打石 (164)長楕円形の礁の両端に蔽打痕跡がある。

*砥右は古代以降のものであり、その他は出土土器に対応、する縄文時代後期・晩期に帰属時期

が推定される。
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OG81 

lOcm 
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OF81 

OG78 

第2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

2 (222j 
o F82 

3 (223) 
o F81 

5 (225) 
o G77 

※いずれも E層堆積土内出土。
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第4章調査の記録

。 lOcm 

1 (226) 
し，，' 0 G81 

2 (227) 
OH82 

※いずれも E層堆積土内出土。

第24留 A .し・ M区の遺構外出土濯物一土器 (15)
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¥ ヒ二プ山7)

第2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

o G81 

3 (z5n 
OG81 
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※いずれも耳層堆積土内出土O
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第4章調査の記録

ζコ二C二コ

0181 

12(292) 13(293) 
QEo，j (.2 C84 

※いずれも E層堆積土内出土。

。

Bj 
。。 3 (283) 

o G82 

OD76 

長主主7

00m 

14 (291) 

Q E84 

選曾!J17
o G85 

15 (295) 

Q C84 

o G81 

c二コ

6 (286) 
OG81 

。
9 (289) 

OF82 

。山
OG81 

第30図 A・L.M区の遺構外出土遺物…土器・土製品・石製品 (21)一
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RA86 

10crn 

2 (300) 
QH85 

3 (301) 
Q 186 

10(308) 

Q 185 

第2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

R A84.88 

RA84 

RA86 

下二二にこ7s(306) 

11 (309) 

RA86 

RA86 

LL1〈ヨ ¥ぷ二:kd

※いずれも E層堆積土内出土。
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o 

亡三>

U 

第2-2節 A.L.M区の遺構外出土遺物

A
川
川
川
川
川
川
げ
山
首

〈二〉

A
川
川
川
W
川
町

11 

く〉

く〉
八 A ハ
f_-， w .よ
同及、 As 岬耳¥，¥
I!.!J守企 11n ぽ廿介入
院;:('(1¥ ¥111 少吋品
』みζ部 )/11 品問
邑#勾埼 ¥11¥ ;"".'，，¥¥¥ 
i詰1 史、"¥1 ¥UI !I、、ι岩手号… …-
J?' /)て'l:(I 1I1 久間
t _，/_.q IIぷ 1I1 b ~ヤてでや守会刊一一一一山一… w … 
くご二:> 8 

一番 ~& 

く> 14 

※いずれも亙層堆積土内出土。

5cm 

/除問
¥
A
M騨

ζ二〉

〈三::> 9 

くこ::::::> 13 

〈二> 10 

A
川
川
川
川
川
川
川
山
出

I I 1 I 

3 

ホ
川
川
川
山
山
山
門
6 

12 

NO IHj:l也点 器種分童話 長(問問) 甲百(mm)i厚(岡田)議設(ι) ，n 質

1 IOG82 {j 主韓 日 46.0 14.7 5白<1 2.5 頁 G 

2 I 0 G82 石 量在 a 39.7 12，9 4.8 2.0 貰 百.u 

3 10 E76 石 主張 a 35.6 14.4 4.3 1.3 頁 石

4 I 0 G73 石 室住 a 31.8 15.7 5.2 1.9 支 Z“玉-

5 10 Ei6 石 主張 a 29.0 12.3 5.6 l.5 I "Ei 石山

{) I 0 G82 石畿旦 41.1 13.6 6.8 3.1 支 石[

7 IOG82 壬i 幾 b -13.9 10.3 5.1 21.9 頁 石

8 I 0 Ei7 石鍛 b 27.3 15.5 4.2 15.9 頁 山石

9 IOG82 正[鍛 d 21.5 15.2 4.1 1.1 J.l1Jお質

10 0181 1ヨ品~ c 22.0 18.8 4.3 1.3 頁 石ιu 

11 I 0 G77 尖 lilif，;'f b 45.5 27.7 8.5 11.1 11'f 石~. 

12 OG81 尖磁器 c 45.5 23.2 8.2 9.1 頁 石

13 I 0 F82 尖立責務 b 39.8 19.4 48.6 3.9 I J耳 :ぉ

14 1 QD84 尖頭務 b 93.4 22.0 6‘5 12.9 頁 話

第35留 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器(1 )一
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第4章調査の記録

15 〈ご二二二〉
ハ
h
u--仁二二二ニコ

22 
ζご〉 18 

ζ〉
17 くこ二ご〉

ー は
〈ここ〉 23 

くこ二二二:> 19 

21 ζ二〉フ

NO lH土地t:X 務官1分類 長(mm)申耳(mm)I'j.(mm) 重量(g) :u :eI 
15 I Q C84 ~{j JtI;; a 69..3 3:1，5 日.8 11.3 頁 石，" 

16 I OG自l Tiιa  ii .6 45.1 i .1 28.4 11'i n 

17 10 G31 仁[匙 a 65.7 23.6 5.5 伊 7.2，. f山コ

18 IOC79 {ヨ匙 a 50.2 19.3 7.0 句'・臼。頁 お

19 IOA76 1日 Ht a 57.9 32.1 5.8 13.3 1Ii 石

20 I 0 P 81 石匙 d 71.6 72.1 13.1 40.5 頁 石‘"' 

21 OH82 石匙 a 49.0 39.0 9.2 15.2 1i 石

22 I Q C84 :(=i 匙 a 50.4 25.1 13.5 14.0 石

23 OG82 イ[匙 a 35.6 24.1 自I.R 6.5 頁 二S日A宅

20 

ζ二二こ〉
※いずれも H層堆積土内出土。

5crn 。

第36図 A .し・ M区の遺構外出土遺物一石器(2 )ー
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A.L.M区の遺構外出土遺物第2-2節

24 

「 J て二一J

25 

く二二二二二〉

26 

くご二二フ

ペ¥一二二〉

爪
川
川
川
V

NO 出土地点 務稜・分類 長(mm)tP話(mm)i手(mm)重量(g) 石質

21 I 0 G81 :ri匙 c 54.1 78.5 12.7 39.7 頁 ~ゴS 

25 I 0 G81 石匙 c 49.0 73.6 9.1 28.6 N 正山玉

26 I 0 G82 石 是主 c 48.9 67.6 12.7 28.7 頁 岩

27 I 0 G81 ま[匙 E 36.0 65.3 11.1 16.8 頁 石，"， 

28 o D76 石匙 c 44.5 70.7 11.1 23.2 N 石

29 OH86 石匙じ 30.3 72.3 9.9 13.7 N ;百

く三二二二二二コ

ど三三三三三三3
※いずれも H層堆積土内出土。
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よ号詩型号1ML .S 6.0S 9.62 S.2v q 可否 9: 18HO SS 

f!主s 長 0.02 c.H T.SV 1.2S q ;m !l 18::10 Vt 

f!主g 1f I 6"12 1'.86 8.1S L .8S q :ru '.主 滋?f羽V c8 

9: 箆 2.L 9.68 6.8T 1"08 q :wJ ~1 18::10 28 

f.Ii‘ 
蛍 8.01 1.n o.n 6. T8 q :ru 9: OLJ 8 18 

s 11 I nl 8.6 8.29 g.gt q 号百 !主 1880 OS 

E品 !1 (lf)選豆t〔山山)行i(IUW)盟申 {山山)}J !議.J.:H1'lt% li~耳 :F \TI ON 

W:J<j 。
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第2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

C二〉 37 く二〉 38 

口 36 

ーす-w~ 
く~ 39 

ζ〉

-0 9 
40 

。41 

ζ〉 43 くコ
ζご〉

42 

44 

ζコ45
NO tH j:t自.~~~ 昔話後分類 長¥mm) 版(mm)l学(111111)重量(g) イj 資

36 IOHS1 ;fi 割 a 51.1 24.7 14.3 13.3 1'i ~旨

37 IOF81 11 割 b 36.8 21.5 7.0 頁 b 

38 IOG呂3 石銭 b 31.2 20.3 7.3 3.6 11 益‘ 

く〉 46 ;9 I 0 F 82 石;ille a 29.8 14.1 5.9 1.9 I 
zμョ

40 OE77 :{J m佐 a 27.3 17.0 9.9 4.1 1'i t邑

41 IOH81 石錐 c 49.8 13.8 10.4 6.1 主4 石山

42 IOG81 石 $lt b 69.3 23.7 10.3 19.1 貰 主ヨ

※いずれも E層堆積土内出土。
43 IOG17 明状石器 36.2 23.1 12.0 7.5 1'1 石

44 OG82 可可状 li器 36.2 23.1 11.3 7.5 J'f ミ主

。 5cm 
45 IOH81 正i 箆 c 69.2 33.0 15.4 31.4 ]立 '6 

46 OG82 石箆 c 89.4 34.7 17.3 55.3 頁 石

第39図 A・L'M区の遺構外出土遺物一石器(5 )一
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第4章調査の記録

ζ〉 47 

50 

くご〉
51 

。 52 

※いずれも E層堆積土内出土。

5cm 

NO 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

ζ二〉

く二〉

く二〉

~ 
出土地点 告書種分類 長(mm)中高(mm)

OC82 石箆 b 78.1 42.9 

OF81 石 主主 c 68.1 38.3 

o B79 1::i 箆 c 51.6 30.2 
OG82 石箆 b 67.4 63.1 

OG81 石箆 b 45.7 26.8 

OG81 石箆 a 59.5 29.0 

OM81 お箆 a 58.3 33.5 

OG82 1.1 箆 a 37.7 38.3 

o G82 石箆 a 46.0 40.4 

第40関 A ・L.M区の溝橋外出土遺物一石器(6 ) 

54 

48 

49 

55 

53 

厚(mm)震設(g) 石 5立

17.9 50.6 頁 岩

12.2 36.6 1 J'if 岩

10.2 17.5 頁 岩

12.4 48.5 頁 岩

14.9 16.3 頁 岩

17.3 26.41 W 宕

12.7 25.0 潟地質

40.0 18.71 W 宕ー

14.1 31.3 頁 岩



~ 

ζユ

こ二二〉

ζ二二〉

56 

59 

61 

63 

ζ二〉
※いずれも狂層堆積土内出土。

5cm 

第2… 2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

ハ川口
ζ〉 57 

58 

くコ 60 

く====> 62 

亡〉
64 

NO 出土地点 器極分類 長(mm)j阪(mm)厚(mm)亙量(g) 石質

56 I 0 G81・82 箆 ~X I 45.1 32.1 14.0 18.6 頁 石山

57 I 0 H80.81 Eを 状 30.2 21.9 10.4 5.0 頁 革ゴ

581QD83 箆 状 39.8 27.3 12.4 12.7 資 行

59 I 0 G82 i'I1 状 52.9 30.6 12.4 12.0 I :i'[ 石

60 I 0 H81 E程 状 41.0 40.1 17.3 29.5 I j;f 行

61 IOG81 箆 状 40.1 33.9 11.1 16.3 頁 石'"， 

62 IOG81 箆 ;た 40.2 32.9 11.5 17.4 Jjlj 消費

63 I 0 E81 箆 状 40.1 36.0 9.2 15.5 頁 石

64 10 G81 箆 状 37.2 35.1 17.5 33.2 頁
石，w 

65 I 0 H81 箆 状 41.8 33.8 17.8 24.0 I j;f 石

第41図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器(7 )一
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第4章調査の記録

ζコ 66 

。 67 

68 

く二フ
どこ〉

69 

70 

じ

〈コ 72 

71 

て二〉
NO  IJLI:J血A 器極・分類 長(0101)中高(mm)i平(0101)lli設(g) ;0 !員

66 o G82 尖 E買状 66.0 41.2 20.1 52.9 頁 '6 コa 

67 OG77 尖 gJ{ ~夫 SO.O 26.3 20.3 31.6 頁 岩

日目 OG82 尖 E白状 58.5 38.0 13.5 25日 Cf 石

69 I 0 F 81 尖頭状 48.3 28.8 12.7 13.1 Eミ 石

70 I 0 G 82 尖頭 ~R 54.6 25.7 18.3 22.2 頁 石山

71 IOH81 尖 liJl ~犬 52.7 22.5 9.8 9.9 I寄 石

72 OF82 尖 立国i ;1犬 59.6 29.1 12.8 17.8 TI 石

73 OF81 尖立'f{状 34.6 26.4 11.4 10.0 u 二日くコ ※船しい、イ判ず判」れ

cm 

第42図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器(8 )一
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第4章調査の記録

m
w
u
 乙二二一一一~

一-~
乙二三こ〉

てこ二三〉

亡二プ
90 

" //  

y 

くご二二コ

く二二二二プ

87 

89 

く二二〉

92 

乙二〉

てこ二〉 93 

NO 出土地点 告"主主分類 主主(mm)中日(mm)j早(問問):!l!:!IT(g) 石 質

85 OFi6 掻 器 86.6 33.9 9.6 18.8 夏 石

86 OG82 J長 器 42.0 26.1 7.6 7.4 j!~ J肖'u{

87 OGS1 j蚤 苦!fI 42.5 41.7 10.7 22.7 頁 宅ヨ

88 OG81 J蚤 昔話 52.6 29.0 62.8 5.7 頁 岩

89 OG82 t盃 苦iiI 48.4 43.4 69.8 12.4 頁 :E 

90 o G82 強 器 61.7 43.2 13.7 25.2 I :W: 石"' 

91 OG77 4蚤 苦iiI 39.9 31. 7 7.9 8.1 頁

92 OF日l t蚤 M I 65.5 51.4 18.5 33.9 頁 モゴ

93 0181 :tili 昔iiI 39.5 35.7 8.1 8.7 頁 司s-

94 OF81 -lili 苦iiI 47.5 35.5 10.6 12.0 頁 石
cm 

※いずれも立層堆積土内出土。

94 

第44図 A・L.M区の遺構外出土遺物…石器 (10)…
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第2 2節 A・L.M区の遺構外出土遺物
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く二フ
一一
97 

ごZ〉ーマ Qム
くここ〉 99 

〈ここ〉
100 

唾~-v 警諺
101 

仁三二>

くこ二〉

〈ご〉

くこ二〉
-G-G a 

一品-~ 品。
104 

NO m-I地点 得手E分類 長(mm)

95 OG81 t.iJ'i 務 42.7

96 I 0 E76 トE #~ I 65.7 

97 o G82 j丑 昔ffI 47.3 

98 o 181 J蚤 音寺 53.6 

串 0fS
99 0076 掻 器 38.5

100 OH81 J蚤 苦~ I 35.2 

101 OG81 4量 ilif I 38.0 

ヒ二二二:::;:::::.. 105 
102 o G82 iili T.~ I >13.5 

103 A区表t京 4長 務 25.2

※いずれも立層堆積土内出土。 10>1 Q C85 十E 器 1>1.7

105 0日82 tili 器 29.1
C汀l

96 

98 

102 

幅 (mm) !手(mm)

29.1 10.6 

45.6 14.4 

29.4 12.2 

33.8 12.3 

26.0 10.7 

24.7 8.7 

20.8 95.5 

28.8 10.6 

18.8 6.9 

20.2 7.0 

22.7 7.1 

第45図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (11)一

京最(g) '11 質|

11.5 頁 石

39.3 頁 封山

16.8 頁 石山

14‘5 頁

7.1 I 1'[ 石山

7.5 :w 石

6.7 'i'r b 

12.6 頁 伝

3.3 頁 石山

2.6 頁 石

>1.9 1'4 石μ』
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第4章調査の記録

常

-

/フ

亡フ

108 

111 

113 

※いずれも E層堆積土内出土。

5cm 

一

てユ

くこミ

{'rbl.J) 'i"'松太滋弘
一
、、:，..-(、""、

¥ ¥'-シ n守、

… … 

110 

-~窃
112 

〈ミコ
114 

NO w土地点 器種分類 長(mm)中bi(mm) I~正 (mm) 重最(g) 石 質

106 o C79 最IJg-Ti g~ 42.S 3:~. :-1 12. J 14.7 I J耳 山f_j 

107 OG81 !M J十石綴 41.3 38.7 12.3 16.6 頁 石μa 

108 OE81 剥 J'i石器 39.0 10.6 11.2 JO.4 I Jヨ 石a一

109 OG82 制 j十".fi務 46.5 29.6 12.4 14.2 I J'r 石

110 0076 剥片石r，if- 55.8 38.8 12.1 22.2 頁 石

111 OF76 加l片，5r，:r- 99.1 43.0 13.6 43.1 JJ.!l辺質

112 OE81 約IjJ十石器 26.4 24.8 8.1 5.2 耳E 務質

113 OH31 争目 J4-".fゴ若手 64.8 24.5 12.9 18.1 頁 E玉

114 OG82 剥!十石君主 32.9 19.1 9.2 5.6 務 JUi 質

第46図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (12)…
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くこ二フ

くご〉

ζ二二〉

117 

A
M
W
 

第2-2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

121 

123 

125 

※いずれも E層堆積土内出土。

A
v
 

m川
川

W
A
ぜ
り

内
也

八
日
グ

5cm 

く二〉
116 

cこミ 119 

118 

120 

亡二コ

品 a~

く二二コ
124 

NO w土地点 昔善後・分類 長(111m) I~面 (mm) J]t(mm) 重量(g) 石 主主

115 OB79 剥片石器 57.1 40.8 11A 23.7 亥 ミ主

116 OH81 剥}十正:様 27.8 32.5 10.5 10.8 頁 石山

117 OG81 剣片石器 41.1 20.1 9.5 6.9 頁 石

118 OF76 制l 片石 R~ 39.2 29.6 11.0 9.2 頁 岩

119 OH80.81 最IJ片イゴ苦手 31.4 18.6 6.8 3.6 頁 石山

120 OG81 剥片石器 32.6 29.4 9.5 10.1 災 石‘よ白

121 OF82 剥 Ji'1王i* 46.7 41.6 15.5 17.9 支 石

122 OH82 剥}十 15il号 24.1 16.6 6.2 1.9 頁 石山

123 OG81 剥 j十;行総 39.3 31.0 11.2 9.6 資 石

124 OH81 剥 Ji-石器 41.2 37.8 10.8 11.8 頁 容

125 OG82 !{eIJ J十布告書 49.1 38.6 11.3 16.5 頁 石

第47図 A・L.M区の遺構外出土遺物ーお器 (13)一
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第4章調査の記録

126 

く二〉くフ
127 

〈二二〉
128 

129 

-野-GU
て二> くフ

133 

一℃ミ込-V 427 
NO H1二1:JtlllI. 務随分類 長(mm)$iii(mm) !写(mm)室長(g) 石 質

126 OG81 剥!午石苦手 47.3 35.9 15.5 23.3 I :cr 石

ーや-1 9 
くこ二二〉

136 

127 OF81 1M!守1'1器 53.1 43.2 12.8 19.5 ¥ 11 :μ百a 

128 OG82 !f，iJ )¥石鰐 50.5 3:3.2 13.7 20.1 頁 行

129 OG77 剥 Jt ~ï ~寺 66.5 43.1 16.6 25.3 支 石

130 o G82 制片石昔号 42.3 32.9 10.7 12.6 頁 石μa 

131 OH82 最Ijr十1:1r.iF 34.6 44.0 9.3 9.1 頁 石'"' 

132 0181 剥)¥-石総 33.8 28.1 11.2 9.5 頁 6 

133 0077 剥 f'c1:1務 27.5 27.8 10‘5 5.8 頁 正山玉

※いずれも E層堆積土内出土。 134 OG82 剥片石苦手 28.9 28.7 6.2 3.7 頁 石

135 OH81 剥片石器 19.0 27.6 8.0 1.9 支 石
5cm 

136 o G82 約)¥-11器 46.6 24.4 6.4 7.3 頁 石|

第48図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (14)一
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第4章調査の記録

ど/六〉

くコ

ζ二>

一-れ~-一

149 

147 

同
川
川
W

℃二コ

爪
川
川
凶
m

一 一一I ¥ ' ¥.九
i 、 ¥ Ui\/'亡~

一一一一一一
iρy 【号、

一 一一一， ¥ I #'勺'f ，(¥1)¥ 

-、 、屯ζ弐ンノ1'，~ '.，父 、y

154 

※いずれも E層堆積土内出土。

C二コ

5cm 

c> 
151 

くこコ
153 

NO I.!Jj二地点 ?iH重ー分類 長(mm)ITii¥(mm) l宇[(問問}最長そ(耳) T1 質

147 ON79 手I 核 61.4 40.6 31.'1 82.4 頁 岩

148 OH82 石 核 39.5 32.8 14.9 21.0 耳~ 1古賀

149 OG78 石 核 51.9 27.6 15.5 19.6 頁 石山

150 OG82 石J 核 59.5 41.3 17.1 48.0 頁 石

151 OF81 石 核 45.7 30.9 15.4 20.5 頁 石

152 OG79 11 t!i I 42.6 34.5 19.1 25.9 :f!Jj 耳品 質

153 OG81 石 核 49.0 43.3 17.1 25.5 I 11 石，，， 

15'1 OH81 石 後 40.4 37.6 17.1 19.7 I :W -石u 

第50図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (16)

64 



第2 2節 A・L.M区の遺構外出土遺物

戸二二〉

く二〉

ζ二〉
157 

158 

ζ二コ
※いずれも E層堆積土内出土。

lOcm 

第51図 A・L'M区の遺構外出土遺物…石器 (17)一
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第4章調査の記録

159 

乙二コ
160 

〈三〉

く〉
161 

164 

163 

NO 出土地点 務稜分類 長(mm)幅(mm)I享(mm)霊長そ(g) 1ヨ 質

159 OH81 鍬状イイ器 58.6 81.2 33.6 163.0 I ].1[ 石，U 

160 o E77 尖頭状 103.9 40.4 13.2 44.2 頁 石山

161 OG81 打製石斧 149.8 46.5 22.6 138.2 凝灰岩
※いずれも H層堆積土内出土。

162 o E76 尖張状 126.1 72.4 34.9 264.7 頁 省，"， 

163 o G76 高主 6 I 68.3 56.2 47.1 220.2 頁 石

lOcm 164 OG78 ず問dえ 石 70.5 52.4 37.3 182.6 凝灰岩

第52関 A・L'M区の遺構外出土遺物一石器 (18)
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o 

ζコ167 

にコ

165 

第 2 2節 A ・L.M豆の遺構外出土遺物

C 

170 

。にコ 172 

※いずれも E層堆積土内出土。

10cm 

168 

。

166 

にコ

第53図 A.し'M区の遺構外出土遺物一石器 (19)

169 

171 

NO  llU♂地点 総額分鷲i 長(mm)中高(mm)f京(mmJ if(ijそ(g) 石!貧

165 o G76 }器製石斧 163.0 54.9 32.9 445.1 凝灰岩

166 OF76 j答!製石斧 a 137.8 55.4 28.1 326.0 安山岩質

167 OG79 縫製石斧 94.4 41.3 21.0 118.2 凝灰岩

168 OG77 II!i製石斧 a 102.0 47.3 29.3 245.8 凝灰岩

169 OG81 尊重製石斧 a 76.4 39.9 25.0 116.5 凝灰岩

170 OF82 1藍製石斧 a 78.0 69.1 29.6 246.8 凝灰岩

171 OC79 障室製石斧 130.0 52.4 31.5 304.6 1安山お一質

172 R A87 磨製干王子手 106.5 5304 30.5 294.9 :{E 術省
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に
L

く二コ

第2-2節 A.L.M区の遺構外出土遺物

戸三7可
、ミーJγ

189 

NO 出土地点 器稜分類 長(mm)中品(mm)!手(mm)室長ま(g) 石質

184 o F79 問 石 87.5 79.1 63.1 606.9 安山岩

185 o F76 問 石 98.7 86.2 55.2 679.1 安山省

186 o G82 凶 1i I 82.8 71.8 48.4 366.7 花街宕

187 o F82 間 石 98.2 92.8 30.8 290.6 i疑灰者

188 OC81 11lJ 石 122.9 76.6 48.9 558.4 安山岩

189 OD77 凹 I 108.3 63.0 44.9 298.8 安山岩

※いずれも H層堆積土内出土。

lOcm 

第55図 A・L.M!Zの遺構外出土漬物…石器 (21)
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第4章調査の記録

Cコ190

193 

192 

磨面

194 

NO 出土地点 線被分類 長(mm)幅(mm))'j[(問m)重:設(g) 石 'lA 

190 OG78 問 1J I 81.5 76.4 34.9 205.0 凝灰岩

191 o F77 問 石 89.7 80.4 91.2 1030.7 安 ill 岩

192 OG81 l審 石 93.0 82.0 77.3 938.9 ;{I: Ii柏岩

※いずれも H層堆積土内出土。 193 OG77 l!'i お 131.0 100.2 74.7 1485.2 花尚岩

194 RA87 ぽ玄 一行 96.7 91.0 62.9 677.5 1'1;叙滋賀

第56図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (22)一
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第2 2節 A.L.M区の遺構外出土遺物

195 196 

磨面

コ
199 

~と二一 NO 出土地点 器fill.分類 長(mm)中日(mm)1手(mm)重縁(日) 石 質

195 OG77 時雪 石 114.8 92.9 901.9 流紋岩

196 OG81 磨 石 91.1 85.5 60.4 589.8 安山岩

198 
197 o F76 陸き T:i I 106.1 98.1 52.1 497.6 花街岩

※いずれも豆層堆積土内出土。 198 o B78 1持 石 120.3 84.7 63.1 796.6 安山岩

199 o E76 障室 1:i I 114.6 94.6 76.9 1254.3 安 iμ 岩

lOcm 200 OG81 理重 fi I 91.8 77.2 39.9 411.5 安 llJ 者

第57図 A・L.M区の濃構外出土遺物一石器 (23)
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第4章調査の記録

201 

202 

ζ二二三
NO tH土地点 器緩分類 長(mm)阪 (mm) J!ji(mm) 霊長(g) li 質

201 OF77 ~'í ll1ll 174.1 163.5 74.0 2156.7 安山岩仁一~ 204 

※いずれも H層堆積土内出土。
202 o E76 正i ll1ll 202.3 146.9 50.8 2206.5 ヨミ山岩

203 OG79 石 111ll 133.4 92.9 49.3 564.9 砂 正玉

。 204 PA82 砥 "fi I 83.9 72.3 30.0 215.2 凝灰岩

205 OH82 m 石 71.7 57.6 23.1 117.5 凝灰岩

第58図 A・L.M区の遺構外出土遺物一石器 (24)
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第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

馬の背状の丘陵部とその下の南斜面が調査対象地であり、 A区とは東の沢で、 D.E.F区

とは、南に入る沢で区画されている。丘陵頂上部では、遺構密度が低いながら焼土遺構を伴う

落ち込み 1基、土坑6基、陥し穴遺構7基が検出された。丘陵下斜面では焔し穴遺構10基、古

代の住居跡 1軒が検出された。

丘陵部から}I慣に検出遺構の説明をし、また遺構毎に遺構内出土遺物の説明も加えた。

犠土遺講を枠う落ち込み-第60図一

<位置 a 確認状況>NE66グリッド内に検出された口表土を除去した段階で焼土遺構をみつけ

周辺を精査して確認した。掘り込みの確認面は地山の明黄褐色土層面である。

<平面形@規模>北西に倒木痕跡があったこと、掘り込みが浅かったことからはっきりしたプ

ランをつかむことができなかったが、楕円形を呈すると考えられる。長径南北4mを測る。

<堆積土の状況>焼土遺構が確認されたのは暗褐色土で、同じ茄で土器@石器が出土したD

<壁・床面の状況>掘り込みが浅く、判然としない。床面は緩い凹凸があった。

<柱穴>確認されなかったD

<焼土遺構>ほほ中央に位置する。焼土面の広さは直径が1m20cm程である。

<遺物出土状況>焼土遺構周辺に深鉢形土器(第61図1)の破片が散在していた口落ち込み内

から磨製石斧・石匙・円盤状土製品等が出土した。

<年代・その他>出土土器から縄文時代中期末葉の遺構と推定される。住居跡とも考えられた

が、焼土遺構が地山田より浮いて確認されたこと、プランが判然としないこと、遺構内から土

器片を転用した円盤状土製品が多く出土していることから住居跡以外の遺構と考えた。

[焼土遺構を伴う落ち込み内出土遺物] (第60図・第61図に図示、説明は挿図の通し番号)

1~8 は土器片の縁辺を研磨し、円形に加工した円盤状土製品である。

9は底部から直線的に外傾し、服部中位でふくらみ、口縁部が外反する深鉢である口口縁部は

四単位の突起が付き、波状を呈している。胴部の地文は縄文であるが、口縁の突起から下にS

宇状に沈線で区画され、無文とした文様帯が展開される口大木10式に比定される。

10は口縁部から頚部の破片であり、口縁は平坦である。沈線で区画され、縄文が充填された文

様帝が展開される。大木10式に比定される。

1l ~13は口縁音問、ら頚部の破片であり、粘土紐の隆線にそって刺突列が付されている。

14は小形土器の底部破片であり、斜縄文が施されている。 15は底部の破片である。

16は磨製石斧の刃部が欠損したものである。原石田のへこみが縦方向に残っている。

17は幅 1cmの剥片の縁辺を調整し、先端が尖んがり、基部がくびれた形状を作り出している。

75 



第4章調査の記録
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第4章調査の記録

第2号土坑 (SK02) -第62図-

<位置・確認状況>0168グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

<平面形・規模>円形を呈している。直径1m 5 cmで、確認面から最深部まで、75cmで、ある。

<埋土の状況>下位の底面から壁際にかけて褐色土ないし黄褐色土が堆積し、上位の中央に黒

褐色土が入り込む。

<断面の形状>関口部からいくぶんすぼまって底部にいたる口

<底面の状況>底面は中央が白み、鍋底状を呈する口く遺物・その他〉出土遺物はない。

第3号土坑 (8K03) -第62図一

<位置・確認状況>OH67グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

<平面形・規模>関口部はほぼ円形を呈し、底部は同心円状に外に広がる口関口部の直径が92

cmで、底部の直径は 1m28cmで、確認面から最深部まで、77cmで、ある。

<埋土の状況>底部から中位にかけて褐色土が堆積し、上をレンズ状に黒褐色土が覆っていた。

<断面の形状>関口部が狭いが、底部に向けてハの字に大きくひろがり台形状を呈する。

<底面の状況>掘り込みは軟い岩盤まで達している口底面は中央が出み、鍋底状を呈する。

<遺物・その他>出土遺物はない。

第4号土坑 (SK04) -第62図一

<位置・確認状況>NF67グリッド中央で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みをみ

つけ確認した口

く平面形・規模>関口部はほぼ円形を呈し、底部は同心円状に外に広がる。関口部の直径は l

m 6 cmで、底部の直径は 1m45cm、確認面から最深部まで、80cmで、ある。

<埋土の状況>底辺際には壁の崩落による地山土塊が混在した褐色土が堆積し、中央に厚く黒

褐色土が覆っていた。

<断面の形状>関口部が狭いが、底辺に向けてハの字状に広がり台形状を呈する。

<底面の状況>掛り込みは軟い岩盤まで達している。康面は平坦である。

<遺物・その他>底面から土器片が出土している。第62図に示した。 1は厚手の口縁部破片で

あり、羽状縄文が施されている。 2・3は無文の口縁部である。 4-7は胴部の破片であり、

縄文の地に沈線で区弼された無文帯か縄文充填による文様が描かれている。

<年代>出土土器から縄文時代中期末葉の時期に構築されたものと推定される。
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B'C医の検出遺構と出土遺物
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第4章調査の記録

第5号土坑 (SK 05) -第63図一

<位置・確認状況>ND64グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面で黒褐色土の落ち込みをみ

つけ確認した口

<平面形・規模>関口部は円形を呈している。直径 1m20cmで、確認前から最深部まで、80cm

である口

<埋土の状況>黒褐色土が充填していた。

<断面の形状>関口部が狭く、底部が広い袋状を呈する。

<壁 e底面の状況>傾斜が均一な斜めの掘り込みで、底面は平坦である。

<遺物・その他>底面から第63図に示した土器片が出土している o 1は厚手の深鉢の胸部破片

であり、縄文地に縦の結節が走っている。 2は単軸の撚糸文が施され、沈線が縁にみえる。

第 8号土坑 (SK 06) 第63図-

<位置・確認状況>ND67グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面で黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

<平面形・規模>開口部は円形を52している。直径 1mで、確認面から最深部まで、42cmで、ある。

<埋土の状況>壁にそって褐色土が堆積し、中央に厚く黒褐色土が充填していた。

<断面の形状>中央がふくらみ袋状を呈する D

<壁・底面の状況>底面はわずかにくぼむ。

<遺物・その他>底面近くからの土器小片が出土している。第63図の 3は縄文が施されている。

第7号土坑 (SR 01) -第63図一

<位置・確認状況>伏せた状態の深鉢形土器をみつけ周辺を精査して、斜面上位に掘り込みを

みつけ石在言忍した。

<平商形・規模>楕円形を呈している。長径 1m37cmで、確認聞から最深部まで、50cmで、ある。

<埋土の状況>底面には褐色土が充填していた。

<断面の形状>浅い掘り込みがあるが、

<壁 a 底面の状況>底面は平坦である。

に対して垂直である白

<遺物ーその他>土坑底面からは幾分浮いて、口縁部を下にした状態で第63図4に示した深鉢

が出土した。深鉢は底部から直線的に外傾しており、口縁部が立ち上がる口外面は一様に斜縄

文が施されている。
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第4章調査の記録

頂上部の陥し穴遺構を第 1号から第7号まで番号を付して説明する。

第 1号絡し穴遺構 (sK T01) -第64図-

<位置・確認状況>Ji陵尾根の北斜面にあたるNJ 69グリッド南側で、地山の明黄褐色土層面

に黒褐色土の落ち込みをみつけ確認したD

<平面形・規模>西側は倒木痕により壊されているが、細長い溝状を呈している口関口部長軸

幅3m50cm、底部長軸111高2m98cm と推定され、関口部短軸IP~48cm、底部短軸幅 8cmで、ある。

確認面から最深部まで、90cmで、ある。

<長軸方向>N-70
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には褐色土が充填しており、中位には

やわらかな黒褐土が、上位にはしまりのよい黒褐色土が覆っていた。はじめに斜面上位から褐

色土の流れ込みがあり、そのとに黒褐色土が自然堆積していったものとみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、東壁でみるかぎり関口部から底面にかけて、ほほ垂直に下が

る。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する凸

<底面の状況>底面は平坦である。

<遺物・その他>埋土上位から縄文土器片が出土している口 1は口縁部の破片で無文である。
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第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第2号臨し穴遺構 (8Kτ02) 第65図一

<位置・確認状況>Ji陵尾根の北斜面にあたる OA67グリッド西側で、地山の明黄褐色土層面

に黒褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平田形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 2m93cm .短軸幅38cm、底部長軸

幅2m87cm .短軸儒 8cmで、ある。確認面から最深部まで、96cmで、ある口

<長軸方向>N-68
0

-Wを向き、地山富の等高線、に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位にはにぶい黄褐色土が充填しており、

中位には暗褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。中位には壁の崩落土とみられる地山土

塊が混在している。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部から底面にかけてほぼ垂直に下がる箱形を呈する。短

軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する口

<底面の状況>底面は平坦である口

<遺物・その飽>出土遺物はない口

て¥

¥ 
¥ 
¥ 

E A -'-H=46.6m 

。 1m 

SA' 

SA 

一'SA'

1 黒褐色(lOYR ~りやや紋密
2 U音褐色(10YR%)粗しよう itllUJ塊混在
3 にぷい黄褐色(lOYR内)やや綴第、

4 黒褐色(lOYR日) 粗しょう
※ 1・2・4はシルト質土、 3はシ J[.ト粘土質土

第65図第2号陥し穴遺構
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第4章調査の記録

第 3号陥し穴遺構 (SK T03) 一第66図-

<位置・確認状況>丘陵の尾根すじにあたる OA66グリット西側で、地山の明黄褐色土層面に

黒褐色土の落ち込みをみつけ確認したO

<平田形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅3m60cm .短軸幅58cm、底部長軸

幅4m 4 cm .短朝jqJ高15cmで、ある。確認密から最深部まで 1m17cmで、ある。

<長軸方向>N-80
0

-Nを向き、地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には黄褐色土が充填しており、中位に

は陪褐色土と褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。下位の埋土は地山土と近似しており、

掘り上げた土が流れ込んだものとみられ、中位まで埋まった後に壁が崩落し、黒褐色土が堆覆

していったものとみられるD

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へ袋状に広がる。短軸の

断面形は、関口部から中位までが一様な傾斜をもち、下部が垂直に落ち込むY字状を呈する。

<壁 e 底面の状況>底面は弓なりにくぼむ口

<遺物ーその他>埋土上位から縄文土器片が出土している。

S A.-H=47.Zm 

EA-.-H=47.2田
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※スクリーントーンl止策褐色(lOYR%) 
シルト粘土pi土 やや級密

第66図第3号陥し穴遺構
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第3 1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第4号臨し穴遺構 (SK T 04) 第67図-

<位置@確認状況>丘陵尾根すじにあたるOA65グリッド西側で、地山の明黄褐色土層面に黒

褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>幅が広く楕円形に近い形状を呈している。関口部長軸幅 3m19cm .短軸i幅

69cm、底部長軸幅 3m42cm .短軸幅9cmである。確認面から最深部まで 1m 4cmで、ある。

<長軸方向>N-90
0

-iiVを向き、地山富の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には暗褐色土が充填しており、中位に

は黒褐色土が、上位は黒褐色土が覆っていた。中位の黒褐色土の下に地山土塊がつまっていた。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へ袋状に広がる D 短軸の断

面形は、関口部から中位までが一様な傾斜をもち、下部が垂査に落ち込むY字状を呈する口

<底面の状況>底面は平坦である口

<遺物。その他>埋土中位より縄文土器片が出土している。

47.5rn 

47.6rn 

EA-.-H=47.5m 

。

⑧
 
一一 EA'

SA 

l i札)
一一EA'

1 黒褐色(lOYR%)やや綴密
2 褐色(lOYR4~;) 犯しょう
3 階褐色(lOYR%)粗しよう
※いずれもシルト質士
※bは地山土塊
※スクリーントーンはにぶい黄褐色(10YR九)
シルト質土に地山土塊がつまる

1m 

第67国第4号陥し穴濯構
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第4章調査の記録

第 5号陥し穴遺構 (SK T05) -第68図一

<位置・確認状況>丘陵尾根すじにあたるoC65グリッド南側で、地山の明黄褐色土層面に黒
褐色土の落ち込みをみつけ確認した白

<平面形 e規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅2m94cm .短軸棺48cm、底部長軸

qJ高3m 8 cm .短軸幅9cmで、ある。確認面から最深部まで 11114C111で、ある口

<長軸方向>N-75
0

-Wを向き、地山面の等高線に度交する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。下位には黄褐色の地山土塊が充填しており、

中位には暗褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。下位の黄褐色土塊は掘り上げた土が流

れ込み、短い時間で埋没していったものとみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へ袋状に誌がる。短軸の

断面形は、関口部から中位が一様な傾斜をもち、下部が垂直に落ち込むY字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦である。

<遺物ーその地>出土遺物はない。

。

EA、~
(--、‘』、一、、旬、、、
、、一

H=47.9m 
EA=  

S A.-H =47.8m 

47.8m 

-. S A曾

47.7m 
SA' 

1 黒褐色(luYR九)やや絞密
2 U音褐色(lOYR与え)粗しよう
※いずかもシルト質二七
※bは地山土塊
※スクリーントーンは褐色(lOYR4'4l 
粘土質土に地山土塊がつまる

第68図第5号陥し穴遺構
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第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第 5号臨し穴遺構 (SK T06) -第69随一

<位置・確認状況>丘陵尾根すじにあたる OC64グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面で黒

褐色土の落ち込みをみつけ確認した口

<平面形・規模>組長い溝状であるが、緩やかな弧状を呈する。関口部長軸幅2m63cm .短軸

幅43cm、底部長軸幅2m67cm .短軸幅19cmで、ある。確認酷から最深部まで 1m18cmで、ある。

<長軸方向)N-78
0

-Wを向き、地山富の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には地山土塊がつまった黄褐色土が充

填しており、中位には精褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。下位の黄褐色土は掘り上

げた土が流れ込み、鐙い時間で埋没していったものとみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へ袋状に広がるD 東西で

ふくらみ具合が異なり、東側では中位より下位にかけて大きくふくらむ。短軸の断面形は関口

部から底部まで垂甚に下がるU字状を呈する。

<底部の状況>底面はいくぶん波打つている。

<遺物・その他>埋土中位より縄文土器片が出土している。

EA、¥

EA -.-H=47.7m 

。

@ 

SA 

黒褐色(lOYR九)~'llしょう
i渚褐色(lOY沢越しよう
3 褐色(lOYR')/4)やや綴密
議いずれもシルト質土

※bl土地山土塊

47.4111 

※スクリーントーンは賞褐色(JOY
砂シ)vト't't土に地山土塊がつまる

第69図第6号絡し穴遺構
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第4章調査の記録

第7号臨し穴遺構 (SK T09) -第70図

<位置・確認状況>丘陵の尾根すじにあたるNE65グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面に

黒褐色土の落ち込みをみつけ確認した口

<平面形ー規模>1陪が広く祷円形に近い形状を呈している。関口部長軸幅2m94cm .短軸11癌

57cm、底部長軸Ilfli'i3 m 5 cm .短軸暢17cmで、ある。確認密から最深部まで、91cmで、ある。

<長軸方向>N-90
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。下位には褐色土が充填しており、中位には

暗褐色・褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。下位の褐色土には地山土塊が混在してお

り、地山を掘り上げた土が、流れ込んだものとみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へ袋状に広がる。短軸の

断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は弓なりにくぼむ。

<遺物ーその他>出土遺物はない。

EA 

/ 
/ 
46.0m 

E A-.-H =46.0m 

/ 

SA' 

/ 

45.8m 

1 黒褐色(lOYR ~ι) やや綴密
2 黒褐色(lOYR%)紋密
3 階褐色(lOYR ~4) やや級密
3' II音褐色 (10YR~~;) やや綴窮 地111土塊混在
4 褐色(10YR'kj)犯しよう
※1-31まシルト質土、 4は砂シルト質土
主主 bは地山土塊
※スクリーントーンは褐色(lOYR'h)
砂シルト質土やや綴密

第70図第7号臨し穴遺構
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第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

丘下のB区に検出した第8号から第17号までの陥し穴遺構と、古代の住居跡について説明する口

第8号路し穴遺構 (SK T 23) 第71図

<位置・確認状況>谷部上{立にあたるNC61グリッド中央で、地山の明黄褐色土層面に黒色土

の落ち込みをみつけ確認したD

<平面形・規模>細長い溝状を呈しているが東側のIlf~が広く、商側は狭い。関口部長軸111高 3m

7 cm .短軸JjJ高最大で、42cm'最小で、26cmで、ある。底部長軸i幅3m21cm .短軸幡18cmで、ある口確

認面から最深部まで 1m10cmで、ある。

<長軸方向>N-64"-Wを向き、地山商の等高線に平行する。

<埋土の状況>関口部から中位にかけて谷に堆積した暗褐色土を掘り込んで、いる。理士は 3層

に分けられ、下位には黒色土が充填し、中位には黒褐色土が、上位には黒急土が覆っていた。

<断面の形状>長軸の断面形は、壌の中位から外に張り出す台形状を呈する。短軸の断面形は

関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<壁・底面の状況>底面は弓なりに大きくくぼむ。

<遺物・その他>出土遺物はない。

40.1m 

40.0m 

。 1m 

1 黒色(lOYR~ J)やや絞*
2 ~草褐色(lOYR 32)やや綾密 日奇褐色土1鬼j見守主
3 虫色(lOYR手j)やや綴密
※いずれもシルト質土

※bl立地山土塊

第71図第8号陥し穴遺構
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第4章調査の記録

第 9号陥し穴遺構 (SKT11)-第72図一

<位置・確認状況>谷部上位にあたるNC61グリッド西側で、地出の明黄褐色土層面に黒褐色

土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規僕>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 3m20cm・短軸幅40cm、底部長軸

幅3m40cm .短軸幅17cmで、ある。確認、密から最深部まで、80cmで、ある口

<長軸方向>N-650-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 4膚に分けられる。下位には地山土塊の混在した褐色土が充填

し、中位には褐色土と暗褐色土が交互に堆積した後に、上位を黒褐色土が覆っていた。下伎の

褐色土は撞の崩落土とみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で外方へ大きくふくらみ、袋状を

呈する。短軸の断面形は、関口音防3ら底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<壁・底面の状況>底面は弓なりに大きくくほむ。

<遺物・その他>出土遺物はない口

EA、¥

39.8m 

.om~ 

~ 
S A.-H=39.9m 

1m 

SA 

-.SA' 

1 黒褐色(lOYR九)綴努
2 11音褐色(lOYR%)やや鍛密
3 時褐色(lOYRy，;)やや綴密 地山二七塊混を
※ 1 • 2はシルト質土、 3!土砂シルト質土
※スクリーントーンは褐色(loyrd-fi)
砂シルト質ニ!こ やや綴省、 地l幻土塊混在

第72図第9号陥し穴遺構

90 

@ 

¥ 
一一EA'



第3-1節 8・c区の検出遺構と出土遺物

第10号@第11号臨し穴遺構(S K T 10 • 16) -第73図一

<位置・確認状況>谷の中位にあたるND61グリッド杭の西側で、地山の明黄褐色土層面に黒

褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>いずれも細長い溝状を呈している。第10号は関口部長軸幅 3m 6 cm開短軸幅

30cm前後、底部長軸IjJ高3m 3 cm .短軸幅 8-15cmを測る。確認面から最深部まで、90cmで、ある。

第11号は関口部長軸!幅 2m37cm .短軸i隔25cm前後、底部長軸I幅2m53cm .短軸幅 5-15cmで、

ある口確認面から最深部まで、60cmで、ある。

<長軸方向>N-90
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する口

<埋土の状況>第10号の埋土は 2層に分けられる D 下位から中{立には明黄褐色土が充填してお

り、上位は黒褐色土が覆っていた。第11号の埋土は 3層に分けられる。黒褐色土が底部に一様

に堆積した後に、暗褐色土の堆積と援の崩落があったものとみられる。

<断面の形状>第10号の長軸の断面形は、関口部から底部にかけて、ほほ垂直に下がる箱形を

呈する。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。第11号の長軸

の断面形は、台形状を呈する。短軸の断面形は、 V字状を呈する。

<底面の状況>11号の底面は平坦で、 10号は波打っている。〈出土遺物〉出土遺物はない。

si///ー第11号陥し穴 んも九
六一ーで::::--- て__;y

ヤ EB'

S D.' 

39Am 
39.3m SA一日ニ39.6m -. S A' 

1 黒褐色(luYR与-2)
2 I暗褐色(luYR九)
3 a音褐色(lOYR九J
※ [-3はシルト質ごi二
※スクリーントーンは明業褐色(lOYR手h)
妙、シルト質土 tll.しよう
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第73図 第10号・第11号陥し穴遺構
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第4章調査の記録

第12号絡し穴遺構 (SK T 12) -第74図一

<位置・確認状況>谷の中位にあたる ND60グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐

色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 3m55cm .短軸幅35cm、底部長軸

!隔 3m70cm .短軸lIJ~lO-18cmで、ある。確認面から最深部まで、80cmで、ある。

<長軸方向>N-70
0

-Eを向き、地山面の等高殺に平行する D

<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。中位から下位には暗褐色土が充填しており、

上位は黒褐色土が護っていた。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、外方へふくらみ袋状を呈する。

短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦であるが、西に斜面する。

<遺物・その他>出土遺物はない。

39.0m 

@ 

SA 

¥
¥
¥
 

¥、
¥
¥
 

S A.-H =39.3m -.SA. 

E A -.-H =39.3m 一-EA
1 早z褐S(lOYR与を)
2 時褐色(lOYR勾)
3 fJ音褐色(IOYR %) 
※ 1-3はシルト質土
※aは峻の掘り過ぎ部分

。 1m 

第74国第12号陥し穴遺構
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第3-1節 B'C区の検出遺構と出土遺物

第13号A.自陥し穴遺構 (SK T 13) -第75図-

<位置・確認状況>谷の中位にあたる ND60グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面に暗褐

色土の落ち込みをみつけ確認した。埋土を取り除き、壁および底面の精査をしていった段階で、

A遺構とわず、かに長軸方向がす、れていたが、 B遺構が構築されていたことが確認された。

<平面形・規模>いずれも細長い溝状を呈している。 Aの関口部長軸幅 3m16cm ・短軸 Ilr~

65cm、底部長軸IP"~ 3 m67cm .短軸幅lO-20cmで、ある。確認面から最深部まで、90cmで、ある口 B

の底部長軸幅 2m20cm .短軸幅lOcmで、ある。確認面から最深部まで、90cmで、ある。

<長軸方向>AはN-65
0

-W、BはN-750-Wを向き、いずれも地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 5層に分けられる。土層図の 1-3層が凹んだ堆積をしている

ことから Bが埋没した後に、 Aが構築されたものと判断した。 Aでは下位ににぶい黄褐色土が

充填しており、中位は黒褐色土が、上位は黒色土が覆っていた口

<断面の形状>Aの長軸の断面形は壁の中位から、外方へふくらむ袋状を呈する。短軸の断面

形は関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は大きく波打っている。<遺物・その他>出土遺物はない口
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第4章調査の記録

第14号陥し穴遺構 (SK T 14) 第76図一

<位置・確認状況>谷の中位にあたるNE60グリッド杭の東側で、地山の明黄褐色土層面に黒

褐色土の落ち込みをみつけ確認した口

<平面形ー規模>細長い溝状を呈している口関口部長軸幅 3m37cm .短軸IP~42cm、底部長軸

幅4m20cm .短軸幅12cmで、ある。確認面から最深部まで 1mlOcmで、ある。

<長軸方向>N-81
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。中位から下位には暗褐色土が充填しており、

上位は黒褐色土が覆っていた。日音褐色土が底部に一様に堆積した後に、壁の崩落があったとみ

られる D

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部から外方へ張り出し台形状を呈する。短軸の断面形は

関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は弓なりに大きくくぼみ、波打っているD

<遺物@その他>出土遺物はない口
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l 祭給色(lOYR 3/2)やや絞殺 炭化物粒子混夜
2 U音褐色(lOYR与4)やや綴密
3 U音褐色(lOYR%Jやや綴密
京 1はシルトままこ仁、 2・3は秒、シjレト質土
※スクリーントーンは黄褐色(lOYR%) 
砂シルト11土籾しょう
※ bl立地山jニ塊
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第76図第14号陥し穴遺構
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第3 1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第15号臨し穴遺構 (SKT8) 一第77図一

<位置・確認状況>谷の下位にあたる ND59グリッド杭の西側で、地山の明黄褐色土層面に黒

褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 2m90cm・短軸幅26cm、底部長軸

幅2m85cm .短軸rlf~lOcmで、ある。確認面から最深部まで、53cmで、ある。

<長軸方向>N-68
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

<埋土の状況>掘り込みが浅く、一様に黒褐色土が充填していた。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部から底部にかけて、ほぼ垂査に下がる箱形を呈する。

短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦である。

<遺物 a その他>出土遺物はない。

37.5m 

S A'-H=37.7m _. S A' ¥ 

¥ 
¥、

¥ 
¥ 

EA -'-Hロ 37.8m 一-EA' 

1m 

第77図第15号路し穴遺構
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第4章調査の記録

第16号陥し穴遺構 (SKT7) -第78図一

<位置・確認状況>谷の下位にあたるND58グリッド西側で、地LlJの明黄褐色土層面に黒褐色

土の落ち込みをみつけ確認した口

<平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 2m88cm .短軸IIJ高30cm、底部長軸

幅2m74cm .短軸幅lOcm前後で、ある。確認面から最深部まで、72cmで、ある口

<長軸方向>N-70ロ-wを向き、地山田の等高線に平行する口
<埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下{立には黒褐色土が充填し、中伎には地山

粒子が混在した黒褐色土が、さらに上位には黒褐色土が覆っていた。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口音防ミら底部にかけて、ほぼ垂直に下がる箱形を呈する。

短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦である。

<遺物・その他>出土遺物はない。

EA<:: 

~一~
、37.7m

S A'-H=37.9m ‘SA' 

EA-…Hニ 38.0m

。 1m 

37.8m 

やや綾密
やや級密
犯しょう

第78図第16号絡し穴遺構
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第 3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物

第17号臨し穴遺構 (SK T 15) -第79図一

<位置 e確認状況>谷の下位にあたるNF59グリッド杭北側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐

色土の落ち込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>細長い溝状を呈している。幅が広く楕円形に近い形状を呈している。関口部

長軸幅 2m 7 cm .短軸幅56cm、底部長軸幅 2m20cm、短軸中央で、16cmあり、両側がふくらみ

30-40cmで、ある。確認面から最深部まで"72cmで、ある口

<長軸方向>N-63
0

-Wを向き、地山田の等高線に平行する。

<埋土の状況>埋土はおおよそ 5層に分けられる口下位には褐色土と暗褐色土が充填しており、

中位は黄褐色土が、上位は黒褐色土が覆っていた口同様な遺構を比較すると土質がこまかく分

かれ、比較的時間をへて埋没していったものとみえる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位で、わずかに外方へふくらみをも

ち、袋状を呈する。短軸の断面形は、関口部から中位までが一様な傾斜をもち、下部が垂震に

落ち込むY字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦であるが、地山の{項斜にそって東側に傾斜している。

<遺物・その他>出土遺物はない。

S A.-H=37.8m 

再三褐色(lOYR九)紋密 i炎312色枝子混在
日:掲色(lOYR%l綴2苦
黒褐色(lOYR九)やや綴密 淡黄色粒子ー密に混在

黒褐色(lOYR ~-z)やや綴密
褐色(lOYR何)やや綴密地山土塊混在
6 r暗褐色 (lOYR~<í) やや綴街 地山土塊混在
※1-3はシル卜質土、 4-6は砂シルトi!{jニ

※bは地山こl二塊
※スクリーントーンは黄褐色(lOYR%)
砂シルト質土に地山土塊混在綴密

m 

E A :-'_ H = 37 . 8m 

第79殴第17号陥し穴遺構

@ 

37.601 

37.7m 

一一EA'
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第4章調査の記録

第 1号古代住居跡 (SI 02) -第80図一

<位置・確認状況>表土除去した後、 N] 59グリッドの黒褐色土層面でカマド上面におかれた

土師器をみつけ、周辺を地山の明黄褐色土層まで掘り下げてプランを確認した。

<平面形・規模>隅が角張り、長方形を呈すると考えられる。北辺の長さは3.4mで、ある。

<堆積土の状況>南東に下る斜面に構築されており、北半分は黒褐色土が、南は暗褐色土が

覆、っていた。

<壁・床面の状況>壁は、北辺でほぼ垂亘に立ち上がり、確認面から床面までは25cmで、ある。

床面は平坦である。

<柱穴・周溝>柱穴は確認されず、援にそって周溝が巡っていた。

<カマド>東辺の北寄りに構築されている。黒褐色土の上に厚い焼土面があり、地山上に堆積

していた黒褐色土をかためてカマドを構築したと考えられる口火床面は60cm2の広さがあった。

<遺物出土状況>カマドおよびその周辺から出土したものが多いが、カマド内からは第81・82

図に図示した長腕警はじめ小形斐・須恵器杯などが出土した。その他の須恵器杯は床面から浮

いて広範囲から出土した。

[古代第l号住居跡内出土遺物] (第81・82図に図示した。通し番号で説明する。)

1・2・3はいわゆる砲弾形を呈する翠形土器である。丸底の底部からわずかにふくらみを

もって立ち上がり、頚部がくの字状にくぴれ、口縁部が短く外傾している。口唇部は 1と3が

角張るのに対して、 3はやや丸みをもっている。最大径は口縁部と胸部上半にある。外国底部

から胴部上半にかけて長い単位のヘラ削り調整をしており、腕部上半から口縁部はロクロナデ

調整されている口内面は刷毛状痕跡を残す工具で底部は放射状に、胴部上半は横方向に調整さ

れている 0

4・5は小形の髪形土器である。平底の底部からふくらみをもって立ち上がり、頚部がくの字

状にくびれ、口縁部が短く外傾している。最大径は口縁部と胴部上半にある。 4はロクロナデ

整形しただけであるが、 5では外面底部から腕部上半にかけてヘラ削り調整をしている。

6は須恵器警の頚部破片であり、外面に布目状のナデがみえる。

7は須恵器の蓋である。上は平担であるが、肩から丸みをもって下がっている口

8 -13は須恵器のj不である。底部の切り離しに 2種類があり、 8・9・10・11は回転ヘラ切り

で、 12・13は国転糸切りで切り離されている。形状に違いがみられ、ヘラ切りのものが体部下

半に丸みをもっているのに対して、糸切りのものは底部がやや上げ底気味であり、底部との境

は判然としている。 10の高台をもつものには口縁部に極小さい片口状の突き出しがある。
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第80図

第3-1節 B.C区の検出遺構と出土遺物
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1 黒褐色(IOYR%l
2 黒褐色(lOYR号吉)
3 黒褐色(lOYR九)
※いずれもシルト質土

第1号古代住居跡

⑧ 

一-S A' 

日=40.2m-.-S B' 

99 



第4章調査の記銭

it--t 

h
い

H
H
1
1も
t
L

Jfpir--l 
f

1

 

1
1
1
1
1
1
U
H
 

lOcm 

第81図 第 1号古代住居跡内出土遺物(1 ) 

100 



第3-1節 B.C地区の検出遺構と出土遺物
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第82図 第 1号古代住居跡内出土遺物(2 ) 
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第4章調査の記録

第3-2節 B.C区の遺構外出土遺物

C区の丘陵地の北側斜面と、 B区の南に向いた沢の落ち際に遺物がまとまって出土した口土

器と石器に分類し、説明を加えた。

器- 帰属時期で分類し、器形・部位、文様の特搬を説明し、最後に型式上の分類を

付記した。第83図から第87図まで実測図を掲載した口説明の番号は図に付した通し番号である。

[A :縄文時代中期後葉から後期前葉の土器群J-第83図1・2、第85図5-25、第86図26-47-

1は鉢である。底部より強く外傾し、口縁部が内湾している口口縁には四つの突起が付いてお

り、肥厚している口外面には斜縄文が施されている。

2は深鉢で、器高が高いわりに底部が小さい口底部から強く外傾し、日縁部はわずかに外反し

ている。外面には斜縄文が施されている。

5は深鉢の口縁部で沈線で区画された楕円の中に、刺突文を充填した文様がある。

6は深鉢の胴部上位の破片であり、内湾気味に立ち上がる。横位に展開する隆沈線で区画され

た中に縄文が充填されている。

7は深鉢の口縁部で隆線で区画された中に、縄文を充填した文様がある。

8は口縁が二重になり、波状の高まりから隆線がカーブを描いて取り付いている 0

9・10は外反する口縁が無文帯であり、波状の突起から降線が縦におりている。

11は波状口縁を呈し、胸部との境が肥厚している口口縁部に刺突列が付されている。

12・13は口縁と突起である口 12は隆線の中に、 13は円形の突起の内面に刺突が付されている 0

14・15は口縁の突起である。ひねりこんだ隆帯に連続する刺突列が付されている。

16は経線にそって刺突列が付されている。

17は波状口縁を呈する深鉢の口縁から網部上位である。口縁部が内湾している。間隔の広い網

目状撚糸文が腕部に施され、口縁部に近いところに隆線と刺突が認められるD

18は波状口縁を呈する深鉢の口縁から胸部上位である。口縁は無文帯であり、波状の頂点の下

に円形の凹みが付されている。胴部は地文に撚糸文を施し、斜め方向に沈線で区画された磨消

手法による文様が展開する。文様帯の頂点に沈線による渦巻文が描かれている。

19は波状口縁を呈し、波状の頂部から沈総文が展開され、胴部に網目状撚糸文が施されている 0

20は口縁部破片で地文が縄文であり、口唇より 1cm下にそって沈線が引かれている。

21は口縁部破片で、口縁にそって縄文帯があり、下は沈線で区画された無文帯がある。

22は口縁部破片で、上位は無文であり、下に押圧縄文で区画し縄文が充填された文様帯がある 0

23は口縁端部が短く外反する。撚糸文が施されている。

24は口縁が内湾しており、横方向に爪形文が施されている。

25は体部の破片であり、無文の地に 2条の沈線で文様が描かれている。
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第3-2節 B'C区の遺構外出土遺物

26~38は縄文 g 撚糸文が施された口縁部破片であり、 39~47は底部である。 41の底部外国に網

代痕がみられる口以上は胎土と施文の状態から中期後葉から後期前葉の時期に当てはまる。

* 5は中期後葉の大木9式に、 6・7は中期末葉の大木10式に比定される。 14・15は後期初

頭の門前式に、 18は弥栄平2式に、 25は後期前葉の十腰内 1A式に比定される口

[B :縄文時代晩期前葉の土器群] -第84図3・4、第87図48-

3 . 4は深鉢である。胴部が長く底部と口縁部の差が小さく、いわばずん胴形を呈する。外面

には結節が槙に走る縄文が施されている口

48は鉢で口縁部には沈線による三叉文様が展開されている口

*48は大洞BC式に比定され、 3. 4も晩期前葉の粗製土器と思われる。

[C :続縄文 e弥生時代前期の土器群]-第87図49-54-

49は短く外反する口縁部で、口唇に縄文が巡り、その下に刷毛日状痕が横位に51かれている。

50・51も短く外反する口縁部破片で、頚部に細い沈線が51かれている。

52は棄の胴部破片で外面に斜-縄文が施され、短い単位で斜めに引かれた刷毛自状痕が所々にみ

える。内面は平滑に磨かれている。 53は小形の土器の底部で外国に縦走縄文が施されている。

54は弧状に列をなす刺突文が外国に付されている。

*49~53は砂沢式に比定され、 54は江別式に類似している口

[D :平安時代の土器群]一第87関55-

55とした須恵器警の胴部破片が1点出土している。外面は平行叩き自治人内面には同心円状の

当て板痕がみられる。 9世紀後半から10世紀前半の年代が推定される。

ロ石 器- 形態分類は、 A区の石器分類にしたがった。説明の番号は第88図から第90留に

付した、通し番号である。

1 ~10は縦型の石匙であり、 d類としたつまみ部の大きなものが 2 点ある。

11は石箆の刃部が欠損したものである。 12・13は縁辺に調整加工が施された掻器である。

14-16は剥片でわずかに調整加工がみられる。

17-19は磨製石斧で、いずれも一部が欠損している。

20は片手で握ることが可能な大きさの石の先端に、加工によるV字状の刃部がある。

21は長方体の大きい石で、長方形の広い二面に磨面とした痕跡をもっている。

22・23は磨石で、擦の広い片面ないし両面が磨られている。

24・25は白石で、楕円形の1擦の両面に深さ 5mm前後の凹部をもっている。

26は砥石で、長方形を呈し、長方形の 4面を研磨面として使用している。

*砥石は古代以降のもので、その他の石器はすべて縄文時代に属する。
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第4章調査の記録

N B57 
13 
N B59 

18 
NE59 

轟麹思 ーハ

※層位記載のカ!~いものは ll-堕層堆積土内出土。

21 
ND58 

25 
NA56 

N B57 NB57 

第85図 s.c区の遺構外出土遺物一土器(3 )一
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第3 2節 B'C区の遺構外出土遺物
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10cm ※層位記載の無いものは II-血崩堆積土内出土。

第86~ B. C区の遺構外出土遺物…土器(4 ) 
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第 4章調査の記録
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-石製品@土製品田一第87図一

56は攻状耳飾りである。長さ39.3mm幅35.9mm厚さ6.4mm重さ14.99であり、中央に寵径9.

7mmの孔があり、その孔に向って外縁から一筋の切れ目が入れられている。孔および切れ自の

縁辺は面取りされている。 57は土偶の胸部であり、扇平で厚さ 9mm前後で、ある。

58・59は土器片の縁辺を研磨して円形にした円盤状土製品である。 58は土器の底部を、 59は土

器の腕部を利用している。

z 金属製品目ー第87図

銭貨の寛永通宝が1点出土した。直径Z8.1mmで、ある。。

〈コ仁〉 rSB5ill l :J C二二コ

融
表採

cm ※層位記載の無いものは II-困層堆積土内出土。

第87図 8・c区の遺構外出土遺物一土器(5 ) ・土製品・石製品・金属製品-
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第3-2節 B.C匿の遺構外出土遺物

く二〉
r~ 

〈こ二二〉
4 

〈こ二二〉
6 

8 

~ーで〉

※いずれも II-IlJ腐堆積土内出土。

5cm 

く三三二〉
2 

〈二二二二〉
5 

7 
/戸~一一一一一:::::::..

ζ二二三〉

i問分類 長(mm)悩(111m)
1 I N L59 :{:l 匙 a 76.8 28.3 

2 I 0 AfiO 行匙 a 64.5 20.'! 

3 I 0 B66 石匙 a r りS.つL 27.3 

N FG8 石!込 a 日2.4 29.4 

5 I N E59 "fi 匙 a 66.2 28.2 

6 N H59 石匙 a 日4.9 38.5 

7 N F61 石匙 a 65.6 40.6 

自 N C62 ltd; a 67.3 40.9 

9 I CIZ表採 :{-j 匙 d 56.'! 39.7 

第88図 日・ C区の遺構外出土遺物…石器(1 ) 

厚(111m)j立法(日) …必 !箆

10.1 11.8 貰 主宅t二土Z 

6.7 9.5 I n 1ヨ

8.8 10.4 耳5 五}j 質

8.0 14.9 頁 :Gユe 

7.0 11.6 頁 石μ 』

9.1 13.3 頁 石

6.3 16.6 頁 石

9.6 21.4 I 11 二百

11.2 IT 岩
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第4章調査の記録

10 

ぐJ 一一一、
/ 

れ
川
山

wwvー

-g-bgi5 てこ二二二二〉

c> 
L:-二二二二コ

5crn 

16 
亡二ご二三

。17 

18 。
NO IH~I:J也点 器rill分類 長(岡田)11IiJ(mm) 際(rnrn) if¥殻(g) 手i 'ff:l 

10 BIK3'<採 お匙 d 61.2 28.8 4.8 22，4 11"[ 正王

11 NF59 活 箆 44.2 36.8 13.1 16.6 頁 封

12 ND68 綴 1l~ 1 ，18.8 37.0 8.，1 13.7 頁 'i百質

o B66 係 fl~ 1 37.8 29.7 12.2 7.7 11"[ 

14 o E70 引U J十石~ 32.3 53.9 4.4 9.81 N 石

J5 対日 約 j十 li ~fi. 29.9 23.7 9.8 5.01 N 山宅コ

16 N E67 制!十 {j務 33.0 32.8 8.3 9.81 si 石

17 N G60 !告製石斧 58.5 35.4 25.4 355.0 安山岩

18 OA59 i縫製石斧 78.6 40.8 24.8 142.2 安 1[1岩

19 N E58 1宮製石斧 55.3 55.1 15.0 51.0 凝灰岩

20 N F59 際石器 124.6 63.5 41.9 457.2 流紋お'f!t

20 

※いずれも証~狙層堆積土内出土。

第89図 s.c区の遺構外出土遺物…石器(2 )… 
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第 3-2節 B.C区の遺構外出土遺物

」
22 

21 

己
26 

磨面

NO m土地点 君主位分類 長(mm)申I!i(mm)i手(mm)f立主士(日} 石 'i!i 

21 N C69 台 干 1279.8 87.7 16.3 2732.9 安 1[J 岩

22 NE68 石 JlIll 155.6 81.9 31.7 416.0 流紋をヨ

NB57 Ii'! 干JI 112.8 87.7 52.2 783.5 iAE 紋滋

※いずれも琵~阻層堆積土内出土。 24 N E60 閃 石 101.9 69.2 71.5 196.4 i疑 11< 岩

N E66 凶 ちiI 86.6 62.7 37.5 784.0 安iJj 宅}

26 o F68 阻t Tt I 75.2 42.1i 29.9 I 166.:; 凝灰お

第90図 8・c区の遺構外出土遺物一酒器(3 )一
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第4章調査の記録

第4-1節 D.E.F区の検出遺構と出土遺物

北方向へ張り出した丘陵の中腹に土坑7基と焔し穴遺構6基が検出された。

第 8号土坑 (8K 08) 第92国一

く位霞・確認状況>MD50グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の円形の落ち込

みをみつけ確認した。

く平面形 e規模>関口部はほぼ円形を呈し、底部は同心円状に広がる。関口部の直径は87cm

で、確認面から最深部まで、50cmで、ある。

く埋土の状況>黒褐色土が充填していた。

く断面の形状>壌の中{立がふくらみ、袋状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。く遺物・その他>出土遺物はない。

第号号土坑 (8K09) -第92図-

く位置・確認状況>MD50グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の円形の落ち込

みをみつけ確認した。

く平面形 a 規模>関口部は円形を呈し、直径 1ml0cmで、確認面から最深部まで、90cmで、ある。

く埋土の状況〉底面の壁に沿って地山土塊と褐色土が混在した層が厚く堆積しており、その上

に黒色土が中位まで、覆っていた。関口部縁辺が大きくくずれたものとみえる。

く断面の形状>関口部からほぼ垂直に落ち込み、箱形を呈する。

く底面の状況〉底面は平坦である。く遺物・その他>出土遺物はない口

第10号土坑 (8Kl0) -第92図一

く位置・確認状況>ME51グリッド杭東側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の円形の落ち込

みをみつけ確認した。堆積士のちがいから 2基の遺構が重なりあっているものと考えられ、上

をA土坑、下をB土坑とした。

く平田形・規模>Aは円形を景し、産径 1m55cmで、確認荷から最深部まで、52cmで、ある。 B

は楕円形を呈し、底部の長径が最大で 2m30cmで、ある。底面までの深さは 1m20cmで、ある口

く理土の状況>Aは凹レンズ状に、 Bは凸レンズ状に自然堆積している口

く断面の形状>Aは鍋底状を呈している。 Bは関口部が狭く、底部が広い袋状を呈する。

く底面の状況>B土坑の底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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第4ー l節 D.E.F区の検出遺構と出土遺物
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SA.-H=47.Zm 

1 黒色(lOYR ?/i)綴密
l'禁色(lOYR?-i)税しょう
2 然褐色(lOYR%)やや綴密
3 黒褐色(10YR?/:i)やや綴草野
4 黒褐色(lOYR九)やや綴筏

地山土塊・絞子混在
※いずれもシルト質土

第4-1節 D.E.F医の検出遺構と出土遺物

@ 

1 黒色(lOYR?/j)やや綴密
2 暗褐色(lOYR%lやや綬密
3 黒色(lOYRl. 7/i) *JJ.しょう
4 黒色(lOYRI.7i)粧しよう
5 黒褐色(lOYR%)綴密
6 A昔褐色(lOYR九)やや綴窮 地山土i鬼混在
※いずれもシJレト質土
※b(立地山土塊

黒色(lOYR手i)級密褐色(lOYW1/4)土塊混在
a音褐色(10YR与き)綴密 褐色(lOYR勾)+黒褐色土塊混在
精褐色(10YR匂)綬密褐色(lOYR%)土塊多量に混在
日昔褐色(lOYR3/:iJ綴密 4 'は緩による撹古L
黄褐色OOYR?ι)やや絞密
黄褐色(lOYR?古)やや級密壁崩洛土
褐色(10YR1/4)やや級後 地山土(明鏡褐色j塊混在多し
にぷい業掲色(lOYR'!な)級密 黄褐土塊混在
日 にぷい黄褐色(lOYR九)綴密 炭化物粒子均一に混在
10 黒褐色(lOYR ~.?)綴密炭化物粒子混夜
11 U音褐色(lOYR号、1)綴務
※1 -10はシルト質土、 IIはシルト粘土質土

E A -.-H=47.2m 一-EA' 

百l

第92図第8号・第9号・第10号土坑
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第4章調査の記録

第12号土坑 (SK 12) -第93図-

く位置・確認状況>ME51グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した G

く平面形・規模〉ほほ円形を呈している。直径 1m 2 C111で、確認、閣から最深部まで、20C111で、あ

る。

く埋土の状況>黒褐色土が充填していた。

く断面の形状>関口部から底辺に向かつて緩やかに落ち込み、鍋底状を呈する。

く底面の状況>底面は中央がわず、かにくぼむG

く遺物・その他>出土遺物はない。

第13号土坑 (SK13) -第93図-

く位置 e確認状況>ME54グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形・規模>ほほ円形を呈している。直径 1m 13 C111で、確認面から最深部まで22C111で、あ

る。

く埋土の状況>底面にうすく暗褐色土が堆積し、上を黒褐色土が覆っていた。

く断面の形状>関口部から底辺に向かつて緩やかに落ち込み、鍋底状を呈する。

く底面の状況>中央がわずかにくぼむ。

く遺物・その他>埋土上位で縄文土器片が出土している。

第14号土坑 (SK 14) -第93図一

く位置・確認状況>MF48グリッド杭付近で、地山の明黄褐色土層面で黒色ないし黒褐色土の

落ち込みをみつけ擁認した。

く平面形曾規模>関口部は楕円形を呈している。長径 1m 7 C111で、確認面から最深部まで

1 m 5 C111で、ある。

く樫土の状況>上位から下位まで黒褐色土が厚く充填していた。

く断面の形状>関口部からいくぶん内側にすほまっており、逆台形状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。中心から南東にいくぶんずれて、直径10c111.深さ40C111の

小ピットがある。

く遺物・その他>埋土上位で縄文土器片が出土している口
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D.E.F区の検出遺構と出土遺物
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44.8m 

44.4m 

SAニ旦ァ44.6m -'SA' 

二二二二二ミ 2¥. ー--..__一一一 /"  仁二二二
二二二二二三 1 へ- /t二三ご士

一一二二二二L..L r- 2 '----"'" ιぷここ

1 黒褐色(lOYR%) 
2 a音褐色(lOYR3'I) 
※いずれもシルト質土

42.6m 

一.SA' S 

/ 

第13号土坑埋!二内J出土

一第14号土坑一
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第4章調査の記録

小さく張り出した中腹部で、土坑および陥し穴遺構が重なり合って検出された。絡し穴遺構

は規模の小さなもの (B)の上に大きなもの (A)が構築され、そのA.Bの陥し穴遺構の北

側を切って第11号土坑が構築されていた。

第11号土坑 (SK11)-第94図-

く位置・確認状況>MB50グリッド北東側で、地山の明黄褐色土層面に暗褐色土の落ち込みを

みつけ確認した口

く平面71:;・規模>円形を呈している。直径 1m18cmで、確認面から最深部まで、40cmで、ある口

く埋土の状況>暗褐色土が充填していた。

く断面の形状>関口部から底部にかけてすぼまる逆台形状を呈する。

く底面の状況〉底面は平坦である。

く遺物ーその他>出土遺物はない。第22号陥し穴遺構の北側を切って構築されていた。

第22A9 B号陥し穴遺構 (SK T 19) -第94図一

く位置 g 確認状況>MB50グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の落ち込みをみつ

け確認した。遺構を掘り込んで、壌のえぐり込みを検証した結果、 2基の陥し穴遺構が重なり

あっていたものと考えた口

く平面形・規模>いずれも細長い溝状を呈している。 Aは関口部長軸幅 3m40cm・短軸幅

43cm、底部長軸幅 3m45cm .短軸幅18cmで、ある。確認面から最深部まで 1mlOcmで、ある。 B

は底部長軸111高が2m前後と推定され、短軸i隔はlOcm前後で、ある。 Bの深さは土坑で切られた

ところで確認でき、 80cmで、ある。したがってAによって西側が30cm程掘り込まれている。

く長軸方向>AはN-750-Wを向き、 Bは北側にわずかに向きを変えている。いずれも地山

面の等高線に平行する。

く埋土の状況>Aの埋土はおおよそ 6層に分けられる。下位には地LLJ土塊のつまった黄褐色土

が充填し、中位には黒褐色土と黒色土が、上位には黒色土が覆っていた。下位の黄褐色土は地

山を掘り込んだ土が流れ込んだもので、短い時間に埋没していったものとみられる。

く断面の形状>Aの長軸の断面形は遺存していた南援をみると、関口音防ミら外方へわず、かにふ

くらみ、袋状を呈する。 Aの短軸の断面形は関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を

るo Bの長軸の断面形は遺存していた北壁をみると、関口部から外方へわずかにふくらみ、袋

状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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D.E.F区の検出遺構と出土遺物

-. S A 

第4-1節

EA 

~、EB'

E B ~.~ 

6も

B
 
E
 

密叫且
thia州叩やや在混が

土
)
質
/
3
こ
j

-
r
J
J
/
B
 

R
粘
J
リ

U

・Jy
l
b
'
k

ド
'
一
-

M

リレ

Y

う
う
は
け
凶

、
つ
よ
よ
色
い
ん
引

よ
し
し
褐
J
Mれ

後
し
粗
粗
暗

J
剤
密

殺
粗
パ

νジ
l
土
は
綴

い
市
川
叩
U
U
U
い
叩
ぽ

JJt

R
R
Y
Y
R
レ
い
た

y
y
o
o
y
-
-
け

)
)
h
u
h
u
o
シ
ン
土

u
h
N
色
色
臼
は
一
一
粕

色
色
褐
褐
色
5
リ
ト

単
一
…
黒
田
川
一
…
忠
良
二
ク
ル

ー
ス
シ

1
2
3
4
5
※
※
 

1 日出品色(lOYR 33)紙管
2 黒色(lOYR2i)粗しよう
3 I渚褐色(lOYR~3) やや紋密
※いずれもシルト質土

※b'ま地山土塊

E B-.-H=47.4m 

H=47.4m 

EA' 

/ 
~. / S B' 
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-. S B' 

1m 。
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第4章調査の記録

第18号臨し穴遺構 (SK T24) -第95図-

く位置 e確認状況>谷際の傾斜面にあるNA55グリッド杭北側で、地山の明黄褐色土壇商

褐色土の落ち込みをみつけ確認、した口

く平面形・規模>幅が広く楕円形に近い形状を呈している。関口部長軸i幅3m20cm .短軸幅

58cm、底部長軸幅 3m36cmで、あり、底部短軸幅は真中が狭く 16cm、両側が広く 27cmで、ある。

確認面から最深部まで 1mである。

く長軸方向>N-290-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>下位には明黄褐色土の地山土塊が混在した黒褐色土が厚く堆積していた。中{立

には黒色土の上に地[11土塊がつまり、上位には黒褐色土が覆っていた。

く断面の形状>西側長軸の断面は、関口部から底部にかけてほぼ垂直に下がる。東側長軸の断

面は、中位で、外方へ度線的に張り出す。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、

V字状を呈する。

く底面の状況>底面は弓なりに大きくくほむ。く遺物閉その他>出土遺物はない。

4] .1m 
EA 

41.2m 

EA-'-H=41.Sm 

120 

@ SA'-H-41.1m 

¥ 
¥ 

EA' 

。

黒褐色(lOYR九)粗しょう
黒褐色(lOYR ~'2) 組しょう 綴密池山土塊混在
黒色(lOYRh) 粗しょう
黒褐色 (lOYR~2) やや紋脅地社!こt:tJ!!混在
5 黒褐色(lOYRo/z)やや綴密池山土塊混在
※1 ~ 5はシルト質jニ
※bは池山土塊
※スクリーントーンは明焚樋色(lOYR!〆6)
シルト粘土質土やや綴密

'-EA' 

第95図第18号臨し穴遺構



第4-1節 D.E.F区の検出遺構と出土遺物

第19号絡し穴遺構 (SK T22) -第96図-

く位置・確認状況>谷にはり出す傾斜面のMF56グリッド杭南側で、地山の明黄褐色土層面に

黒褐色土の落ち込みをみつけ確認したむ

く平面形・規模>細長い溝状を呈しているが、中央はいくぶんへこむ。関口部長軸幅 3m43 

cm' 短軸幅35~20cm、底部長軸帳 3 m79cm .短軸幅10cmで、ある。確認面から最深部まで、82cm

である口

く長軸方向>N -55
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する口

く埋土の状況>埋土は 2層に分けられる。下位から中位には地LlJ土塊が混在した黒褐色土が充

填しており、上位には黒褐色土が覆っていたc

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部下位および壁の中位から、外方へまるみをもってふく

らみ、袋状を呈する。短軸の断面形は、関口部から底部まで垂直に下がるU字状を呈する口

く底面の状況>底面は大きく波打っている。

く遺物・その他>出土遺物はない己
EA~ 

/¥¥¥¥  

43.8m 

E B .-H = 44. Om -. E B' 

/ 

EB' 

E A-.-H=43.9m SA.-H=43.7m -'SA' 

。 1m 

1 黒色(lOY
Z 黒褐色(lOY
※いずれもシル
※ bは池山ニヒ塊

第96図第19号陥し穴遺構

@ 

つ
まl!!山ニt小波j見殺
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第4章調査の記録

第20号陥し穴遺構 (8民T21)第97図

く位置・確認状況>小さく張り出した中腹部の高まりとなるMB52グリッド北側で、地山の明

黄褐色土層面に黒色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸i指3m33cm .短軸幅40cm、底部長軸

i階3m30cm .短軸幅 8cmで、ある口確認面から最深部まで 1m25cmで、ある。

く長軸方向>N-64
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 5層に分けられる口底面には地山土塊が混在した暗褐色土が充

填しており、中位まで厚く明黄褐色の地山土塊が堆積し、中位から上には地山土塊の混在した

暗褐色土が、上位には黒褐色土・黒色土のJ!I夏に覆っていたり下位から中位にかけて地山土塊の

堆積割合が高く、地山を掘り上げた土が短い時間に堆積していったものとみられる D

く断面の形状>長軸断面形は、関口部から底部にかけて、ほほ垂直に下がる箱形を呈する。短

軸断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底閣の状況〉底面は大きく波打っている。

く遺物・その他>出土遺物はない。

@ 

4i.Om 

47.Zm 

EA-.-Hニ47.4m SA 
一一 EA'

h立慰ft.0 

。 1m 

第97図第20号招し穴遺構
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第4-1節 D.E.F区の検出遺構と出土遺物

第21号館し穴遺講 (SK T 18) -第98図一

く位置・確認状況>小さく張り出した中腹の高まりとなるMA50グリッド北西側で、地!lJの明

黄褐色土層面に黒色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅3m16cm'短軸幅24cm、底部長軸

幅3m18cm .短軸幅8cmで、ある。確認面から最深部まで、80cmで、ある口

く長軸方向>N-71
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 5層に分けられる。下位に黒褐色土が…様に堆積した後に、中

位で壁の崩落によるとみられる明黄褐色の地山土塊がつまっており、その上に黒色土が堆積し

ていた口しーたがって時間をかけて自然に埋没していったものとみられる。

く断面の形状〉長軸の断面をみると、西壁で関口部から底面にかけて垂直に下っているが、東

壁の中位で、外方へわず、かにふくらみをもっている。短軸断面形は、関口部から底部まで一様

に傾斜し、 V字状を呈する口

く底面の状況>底面は西側に傾斜している。

く遺物・その他>出土遺物はない口

EA-'-H=47.9m 

47.8m 

⑮ 

-'-EA' 

S SA' A
 
hι
 

l 黒色(lOYR 2/i)やや綴密
2 黒褐色(lOYR%)紐しよう
3 黒色(lOYR~~íl やや綴筏
4 黒色(lOYR ~'í) やや綴密
※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは明資褐色(lOYR~'6) 
シルト粘土質土綴努

。

第98図第21号陥し穴遺構
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第23号臨し穴遺構 (SK T 20) -第99図-

く位置・確認状況>小さく張り出した中腹の高まりとなるMB50グリッド西側で、地山の明黄

褐色土層面に黒色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝:~犬を呈しているが、中央がふくらんでいる。関口部長軸幅 3m

13cm'中央短軸111高44cm、底部長軸幅 3m53cm .短軸幅 8~17cmで、ある。確認面から最深部ま

で、80cmで、ある。

く長軸方向>N-80
0

-Wを向き、地山田の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。底面に黒褐色土が薄く一様に堆積した後に、

明黄褐色地山土塊が中位まで厚く堆積していた。さらに中位には黒褐色土が、上位には黒色土

が覆っていた。したがって時間をかけて自然に埋没していったものとみられる。

く断面の形状>長軸の断面形は、壁の中位で外方へ張り出し袋状を皇する。短軸の断面形は、

関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は弓なりに大きくへこむ。

く遺物・その他>出土遺物はない。

46.9m 

EA -._ "ー、‘、、、
F一一一一一一戸ーへ、、、、 @ 

SA 
)¥~EA  

46.7m 
S A .-H = 47.001 S A' 

1 泉色(lOYf<h)綴主主?
2 黒褐色(lOYR九)敏幸吉
2 '黒褐色(JOYR%J綴宮、 地iJ.J土小塊混在
3 黒褐色(lOYR~:主)
※1-3はシルト質ゴニ
※bは地山土塊
※スクリーントーンは明賞褐色(10YR九)
シルト粘土質土 やや綴密

A
 
hι
 EA-・-H=47.0m

。 1m 

第99図第23号陥し穴遺構
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第4 2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

第4-2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

D.E区の斜面の出土遺物と F区の舌状部の出土遺物に分け、土器・石器の}II買に説明するo

= (1) D.韮誌の土器口帰属時期により分類し、器形・部位、文様の特徴を説明し、型式

上の分類を最後に付記した。 D.E区の土器は第100-102図に、 F区の土器は第103図にまと

めた口各区域毎に通し番号を付し、説明は通し番号で、行った。

[A :縄文時代中期前葉の土器群]-第100図1・2-

1は厚手の土器片で、深鉢の口縁部である。口縁部と納部は隆帯によって区画されている。口

縁部の文様は絡状体庄痕文を口唇に平行に押圧している。

2は厚手の土器片で、突起をもっ深鉢の口縁部である。突起は切り込みがはいりM字状を呈す

る。突起の下には隆線による文様が付されている。

* 1・2は円筒上層 a式に比定される。
[B :縄文時代中期後葉から後期前葉の土器群]-第100図3-15、第101図16-26-

3-6は深鉢の胴部破片であり、粘土紐の隆線で渦巻文が描かれている。

7・8は深鉢の口縁部破片であり、 7は粘土紐の隆線で渦巻文が描かれている。 8は隆沈線に

よる区画の中に縄文が充填されている。

9・10は深鉢の口縁部および胴部破片で、 9は無文の口縁部が内傾しており、 10の口縁は二重

となっている口口縁の下に縦におりる文様があり、隆線で区画した中に縄文を充填している 0

11・12は深鉢の胴部破片であり、 9・10と同様の文様が展開されている。

13は肥厚した頚部の破片で、横位に刺突列が付されている。

14は波状を呈する鉢の口縁部破片で、口唇にそって点列があり、その下は沈線で区画された中

に縄文を充填している口

15は波状を呈する深鉢の口縁部の突起部分である。頚部で屈曲し、口縁部が外反している。突

起の中央に円形の孔があいており、突起から隆線が弧状に下っている。

16は口縁から下におりる隆線があり、頚部には指頭による圧痕が横列に付されている。

17・18は波状を呈する口縁部で、突起の下に円形貼付文が付され、横位に沈線がヲlかれている 0

19は緩やかに波状を呈する深鉢の口縁部で、口縁の頂点に円形貼付文が付され、貼付文から横

位に平行沈線が引かれている。 沈線の下に撚糸文が施されている口

20は波状を呈する口縁部で突起部が肥厚している。縦に 3個の円形の刺突が付され、そこから

横位に沈線がヲiかれている。腕部には撚糸文が施されている。

21は口縁部を区萌する隆線が巡り、下に刺突列が付されている口胴部は撚糸文が施されている。

22は口縁端部からおりる隆線にそって刺突列が付されている。

23は口縁部には横位の刺突列があり、胸部は縦の際線にそって刺突列が付されている。
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第4章調査の記録

24は口縁部の破片で、無文の地に縦に 2列の刺突が付されている 0

25は鉢の体部であり、 2条の沈線が引かれている。

26は口縁にそって沈糠がヲ!かれている。

*3~8 は中期後葉の大木 9 式に、 9 -14・21・22は大木10式に比定される。 15-20は後期初

頭の門前式に比定される。

[C :縄文時代後期中葉の土器群] -第101図27~32-

27は沈線区画の中に刺突列と縄文とが充填されている。

28は大きな波状を呈する口縁の一部とみられ、沈線で区画された中に縄文が充填されている。

29は大きく開く鉢の頚部とみられ、 L字状の沈線で区画された文様が展開されている。

30は器面が丁寧に磨かれ、磨消縄文手法による文様が展開されている。

31・32は土器の把手である。

第102図で後期前葉から中葉に入ると患われる土器群をまとめて掲載した。 33は口縁音防ミら胴

部まで斜縄文が施された深鉢である。 34は口縁部に縄文が、 35-39は撚糸文が施されている。

40 ・ 41 は無文で口縁部が外反する。 42は土製品の縁の部分である口 43~50は土器の底部である。

[D :古代の土器]一第101図51-

51は須恵器杯の底部で、回転ヘラ切りで切り離され、底辺は丸みをもっている口

* 9世紀代に年代が推定される。
ロ (2) F区の土器2 第103図に実測図を示し、説明は通し番号で、行った口

[A :縄文時代後期前葉から後期中葉の土器群]-第103図1-12-

1は内{頃する深鉢の口縁部で、口縁部は無文でくびれより下の胴部に縄文が施されている。

2は直立する深鉢の口縁である。縦におりる経線があり、無文地に沈線文が横方向に展開する。

3は深鉢の外反する口縁に、沈線でのの字状文様を描いている。

4は突起に円形の孔が空いている。

5は縄文の地に沈線が51かれている。

6は撚糸文の地に沈線の文様が展開される。

7は口縁部に縄文を施している。

8は深鉢の口縁部から胸部であり、網目状撚糸文が施されている。

9は鉢の体部破片であり、内面に沈線で区画した重層文を描き、縄文を充填している。

10~12は土器の底部破片である。

[B :弥生時代前期の土器群]-第103図13-21-

13は波状を呈する鉢の口縁部破片で、口唇にそった内外面とくびれ部に細沈線が引かれている。

14は外傾する鉢の体部で、器面がよく磨かれており、外面に沈線で変形工字文が描かれている。
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第4-2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

15・16は外面は無文で内面に平行沈線が引かれている o 15の口唇に刻み目がついている D

17・18は頚部に数条の平行線が引かれ、周辺は刷毛白状痕が施されている。

19は沈線の下に刻み列点が付されている。

20・21は地文が縦走縄文であり、頚部に集合沈線と連弧文が展開される。

* 13・14は砂沢式に、 20・21は田舎館式に比定される。

出(3) D G E区の石器z 第104-108図に実測図を示し、説明は図の通し番号・で、行ったo

lは石鎌で、無茎の基部は平らである口

2はつまみをもつが、細みで先端が尖る小形の槍先状を呈している。両面加工により断面は凸

レンズ状を呈しており、したがって尖頭器として分類した。

3-8は縦型の石匙であり、凸となる面の縁辺に調整加工が施され、片面は剥離の広い面が残

る。 8は基部が欠損し、先端だけである。

9-11は横型の石匙であり、 9は片面に剥離の広い面が残り、 10は縁辺を両国から調整して刃

部を作り出している o 11はつまみ部が大きく、フラットな面の縁辺に調整加工されている。

12-14は剥片石器である。縁辺に調整加工されている。

15・16は大型の剥片右器である。縁辺に調整加工されており、斧状を呈する 0

17-19は磨製石斧で、 18には擦り切りの痕跡、が残っている口

20は白石で、片面に凹部がある。 21・23・27・28は丸石の片面あるいは両面が磨られている。

22・24-26は平らな石の片面が磨られている。

29-31は砥石であり、長方体を呈し、縁辺まで磨面が入る。

おお (4)F区の石器口 第109・110図に実測図を示し、説明は通し番号で、行った。

1は石鍛であり、無茎の基部が凸を呈する。

2-5は石匙である。 2・3. 4は縦型の石匙であり、凸を呈する表面の縁辺の調整加工が行

われ、片面は剥離面の広い面が残る o 5は横型で、縁辺を調整している。

6は石箆の基部が欠損したものである。

7・8は剥片石器であり、両面から縁辺を調整加工し、尖頭状 a 楕円形に作り出している。

9 -12は剥片石器であり、片面から縁辺を調整加工しており、不定形である。

13は属製石斧で、 擦り切りの痕跡が残っている。

14は四石で、両面に田部がある。 15は磨石で平らな両臨が研磨されている口

16は石皿の破片とみられる。

*D.E区の砥石は古代以降のものであり、その他は縄文時代中期から後期ものと推定される。

127 



I~二ミ、J
/)同

i ー-、、<.0
ノ、「明

一一一一----jロヨ
.r-e::::二ご'- (I. 

トー¥ノ∞ 2とでデ2
(~ノj i 
~一一一的宮

∞N
H
 

i
(
戸
)
粥
叶

l
m容
蝦
刊
喧
求
轄
細
川
Q
凶
出
・

Q

。
判
迫
m円
一
什
明
日
砕
斜
盟
国

l
H
2
E
必
エ
謀

eM幡
市
畑
山
間
}
随
※

泊。、
図。。ニ撒

苧

/¥"-._ ......'I員

¥二二ノhg

r:il 

了一~"---ー\ 匂 2ヨ
ー--一句、ごごコ

c三三j
γ ト

同国"" c.o {コ
出足

• 

(ーペ」JE 

-一一------一一{器
出
帆

e山
相
馬

制

W
4
v
樺



宮Jてて三〉

ζ戸、
o 
口、
Cコ
同

瀧
h
F
a
e
-
-
N
一部

~v 

7

、lノ

弘
、
持
母

¥
h

h
下
一
ー
パ
ゾ
川
崎

~4-

i
;
・
;

対
日
イ
ム
キ
~
)
¥

~~ 
o 
0> 
o 
国

0

・

J
/
-

、，

E
T

・ホ
ιコ

ダ

『

=

町
市
川
町
J
4
h
-
、lJ
M
f
札

~

ミ

込
町
-
二
均
一
域
一
一

f
l
h
k

ん砂川叩

Mm紘
一
、
部
~
向
、
一
一
一

:
"
京
戸
a
h
J
E
4
q
ι

・4
詰

町

民

J

』

三

一fs
A
A
e
おリシ!ぺ
μ日

UFe'同

a.一
~

~

~

‘
JJLぬ
ん
が

y
f
b
p
a
M
U
吋

~

~

、

f
日
;
平
‘

-54ρ
，
T

，t

』

』

d
R
L
h
吋
戸
刊
誌
j
r
札、

v
r
f
d
令

~

¥

Pf'jダい
山
“
与
人
川

司

FFFFFFヤ一戸y戸ト川引引勺吋
γ』VU叩yrU仏いJユゲケ-.£毘

zyノ¥
N
ω
σ

d
h中4
今ぜaで，
.R、翁

-f-
に
-v可
Bμ

‘、》、》守》守‘:.主F
“

d
a

窓
口
四
日
間

玄;三こコ

※
調
待
出
掛
3
業

rdA13
昇

H
l
口
調
緑
鵡
ハ
庁
苫

E
H
o

繍
-o
ご
凶

三宮 ζ二ゴ

0

・
問
問
8 
酒盛
識
字
E
h汁
山
御
意

l
hけ

ロ
・
開
・
司
問
、
〉
協
議
字

E
H臨
書

ミミエ二三
L
M
ι
M
T市九、
h

j

b

¥

j

J

W
開明日
1kx

5gc二三二ゴ
山
口ミミコ

r-':S 'i 
回
目
叶
同

にコ
雑
(

N

)

~ 
へ令
N
U時
げ

つ

v

就
制
鴻
¥
¥

vaq1dF
屯
7

r

、

N
一
山
富
民

g
同

N
吋?
の
日

九
f
綴
悦
ふ
J
町一

υrJ

WWV3w-fν
ー

5皆、ヲ|
ω
国

u 
r出
「コ
乙円
、斗

立コ

H
N
U
 



方
日
日
ハ
パ
U
訂
山

せiij
(ここコ

日
初
…

u

η
ハリ

協同《柑山寺植草'Of;勾"".

1納~~楠宍;莞!
齢出連正治杭翌:32

調査の記録第4章
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※層位記載の無いものは I-II層土佐積土内出土。

O.E区の遺構外出土遺物…土器(3 ) 第102図
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第4主主 調査の記録

く二二二〉

〈二〉 2 
ζ二二二〉

3 

5 

く二二〉
4 

ζ二三

¥一

7 ¥ I 

〈ご〉
6 

〈二二二二〉

NO il¥.LJ忠 号1ft壬分jJ1 長(mm)総(mm)1ヂ(mmJ I立五吉) {-j 質

1 I 石 b 1<1.1 つ2.9μ 0.8 
μ 

I MB51 尖 iiJi T，ii 68.3 14.6 6.7 5.8 :IT 石~V 
くこ二二〉 :， I L G60 i也 a 73.6 35.0 8.7 18.9 :IT ;百

4 I MH58 匙 a 92.6 42.7 12.3 33.8 頁 石

※いずれも 1-日層:if目立土内出土。
5 I MB54 Ti 匙 a 91.6 42.9 11.9 37.5 頁 品

6 I MA63 正)iιa 66.5 :J6.4 7.7 13.6 壬T

。 5cm 
7 I L C57 正i 匙 a 59.5 31.9 11.'1 17.1 Jm J1~í 質

8 I Ml'55 {I ;注 18.9 25.9 4.3 Z.7 頁 6 

第104図 O.E区の遺構外出土遺物一石器(1 ) 
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第.1-2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

ぷ二二二二コ
9 

点民想h

く二二コ
10 

くこ二二二〉

し一一〉
NO  IH上j世i'J. 器}極分'fji 長(rnrn) I~話 (0101) I1長(mm)主力t(g) ii n 
9 I MC51 イf 足t b 39.5 70.2 10.3 27.6 只 日

14 
10 L 1日，53 Ii rtt c 36.6 57.6 11.4 19.8 '6 

11 ME56 正 1<主 d 61.6 日.1.8 8.7 32.9 とfく 〉
※いずれも I-II層堆議士内出土。 12 MD55 刻 li石j}e， 53.6 47.4 13.8 4J.2 J:1 行

5cm 
13 N D68 J蚤 ilii I 55.0 65.4 17.6 .j3.5 頁

14 MF64 !ftl) n王[総 49.7 35.6 12.7 I 17.2 I イーi

第105菌 0・E区の遺構外出土遺物…石器(2 )一
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第4寧調査の記録

ど 7
15 

「づ

口
19 

磨面

no 
l
 

18 

NO /1¥土地点 極分類 長(mm)111品(mm)!享(mm)霊法(g) 資

15 L E55 打製石斧 101.5 71.0 32.6 244.1 頁 岩

16 MD66 打製お斧 110.2 56.3 33.3 207.8 頁 守主

17 L G60 1告製石斧 74.4 44.8 21.2 107.8 凝 Fiミお

18 MA51 Ji'i製石斧 a 112.1 48.2 27.3 236.3 凝灰岩

19 MD59 耳善幸主石斧 70.5 61.6 30.3 175.2 i);[灰'5

20 MD51 l'.'l 正i1 98.2 89.4 34.4 457.1 流紋岩

21 MG63 1庖 イJ1 111.7 48.1 49.6 341.2 1t. i，品岩

21 

※いずれも 1-主題堆積土内出土。
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第106図 O.E区の遺構外出土遺物一石器(3 ) 



第4-2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

24 

J 
磨面

※いずれも I-ll層堆積土内出土。 。

第107図 D.E区の遺構外出土濃物一石器(4 ) 
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第4章調査の記録

28 

「 一一三
[__J 

29 

30 

31 

NO ILU二地点1 i問分類 長(mm) Illf~(mm) 主(mm)]T1最(g) 一必 質

26 MG59 干7 JJJl I 242.7 196.0 '13.5 2472.0 ifrE 紋岩

27 MG60 IfJ) 石 89.0 81.:J 51.1 486.5 討i 紋岩

28 MH63 I$!，; 1] I 54.0 50.5 63.5 :l11.0 ;JA I天お

※いずれも 1-宜溜I問主主内出土。 29 L F50 1iI1 石 108.2 50.5 55.7 525.1 {砂 石

，30 MA62 {i!1 I 50.3 79.8 29.8 89.5 流紋岩。
:31 L F60 6l¥ 1] I 108.2 50.5 65.7 砂 石

第108関 D.E区の遺構外出土遺物一石器(5 )一
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〈ご〉

〈こ二二::::::> 4 

くこ二二〉

ζ二〉

くこ>

一一/':，..，-'.....~ベ~_1'.タ，、，
メF'，'，:;<あ「寸キi(¥i:¥ { 
〆L'¥;、-乞バ w 、 t 一
v ~づ llill\

I干~ /~応用 l 
L o--....... __ 一一一-------ル三ヨー l 

一一

く二〉

6 

7 

10 

第4-2節 D.E.F区の遺構外出土遺物

ワ

~くこここコ

ζご二〉
3 

5 

8 

A
川
は
V舟
くコ 9 

NO Ilj~1こ j世 {l: 器手E分頬 j長(mm)i帆(m J-1!(mm) iT~ T，l:(g) 平! n 
1 I MF55 1三 ihJo d 18.2 11.9 2.8 u.5 1言 主μ王』

I MG;"j 行匙 a 59.9 37.4 8.5 15.3 石

NB57 匙 a 72.8 33.9 ]0，1 ::O.~ Eヨ ミ誌

4 I MB46 行匙 a 73.6 35.4 63.8 13.6 1'1" ;己

'i I MF45 石匙 b ，j6.0 48.8 日7 10.9 石

6 I MF47 正1 箆 35.日 27.4 10.1 10.6 頁 6 

7 I ME，j7 尖賀状 57.7 20.8 8.6 12.0 只 石

8 I MH45 j蚤 若手 65.S 48.2 15.7 36.2 1'[ 石

9 I ME45 jjff f，if I 25.'1 25.3 D.7 11.8 w コιI

10 五1146 j蚤 (，~ I 32.0 39. ] 14.6 20.6 lヨ とi

※いずれも I-lI層堆積土内出土。

:Jcm 

第109国 F区の遺構外出土遺物一石器(1 )… 
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第4章調査の記録

てここ〉
11 

5cm 

仁コ
13 

c_ 
16 

磨面

コ
12 

14 

15 

NO 出土地点 務経分類 長(mm)似(mm)!'t(mm) 室長(g) 正i 質|

11 MH45 剥)¥-石器 27.0 24.2 6.6 17.2 務Jl~質

12 MF48 約}十石古寺 54.7 30.3 22.8 33.3 !:Ii: 山岩

13 ME46 f符製 11子手 75.5 54.8 25.6 185.1 j武紋岩

14 MH46 白 111 75.4 91.1 57.2 498.1 花術省

15 MC45 JI!i 石 97.7 89.S 34.8 457.0 花陥o ~ヨ

16 NB57 1ミ 1I!11 100.8 124.6 37.0 476.3 :/1'.術者

※いずれも I-n層堆積土内出土。

。

第110図 F区の遺構外出土遺物一石器(2 )一
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第4章調査の記録

第5-1節 G匿の検出遺構と出土遺物

丘陵地頂上部で焼土遺構3基とピット群、土坑1基を検出した。西側斜面で土坑4基と礁群

のまとまりを検出した。また東側の沢では、東西に長軸方向をもち並列してならんだ陥し穴遺

構8基を検出した。

焼土遺構

褐色土層面を精査して 3基の焼土遺構を確認した口焼土問の広さは狭く、直径40cm前後で、

ある。なお同じ面で弥生時代後期の土器片が出土しており、同時期の遺構と考えられた。

第1号縄文住居跡 (SI 02) -第113図-

く位置 s 確認状況>掲色土層部を精査して 3基の境士ー遺構を確認した後、周辺を地LlJ面まで掘

り下げたところ、小さいピットが周辺の 4グリッド内に多数検出された。

く平面形・規模>明黄褐色土の地山に検出された炉跡と思われる火床を中心として推定すると、

楕円形を呈すると考えられる。範囲は南北 7m'東西 5mである。

く堆積土の状況>上を覆っていた褐色土層の堆積は20cm前後で、あった。

く接・床面の状況>援は確認されなかった。平坦であり、他の部分より堅さがあった。

く柱穴>30個確認され、深さが40-20cmと規模の違いがある。

く炉跡>ほほ中央に位置する口火床面は長径60cmの広さがある口

く遺物出土状況>ピット上面から縄文時代前期末葉の土器片が出土した口磨面をもっ石が焼土

面から出土した口
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第112殴 第1号縄文住居跡内出土濯物
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第5-1節 G区の検出遺構と出土遺物

ED' 。
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8Q抗3弘出C芹込:J 口 品v 。EB 。。 。o。。 SA H45m 
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EC 

S 

EB' 

EC' 

ED一…H=5fi.5m

。

第113図第1号縄文住居跡
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第4章調査の記録

第15号土坑 (SK 16) -第114図-

く位置・確認状況>KF50グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形母規模>関口部は円形を呈している。 1 m 13cmで、確認面から最深部まで、72cm

である。

く埋土の状況>黒褐色土が充填していた。

く断面の形状>関口部から底部に向けてすぼまり逆台形状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>石鍛2点と剥片石器2点が出土し、こまかい頁岩の剥片が埋土中に混在して

いた。石鎌は無茎で、基部は凸を呈する。

第16号土坑 (SK 15) -第114図

く位置・確認状況>L C53グリッド南東側で、地LUの明黄褐色土層部に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。第17号土坑の北側を切って構築されている。

く平面形・規模>ほほ円形を呈している。直後1m42cmで、確認面から最深部まで、44cmで、あ

る口

く埋土の状況>底面にそって褐色土が薄く堆積し、上に凸レンズ状に黒褐色土が覆っていた。

く断面の形状>関口部から底辺に向かつて緩やかにすぼまり、鍋底状を呈する。

く底面の状況>底面は中央がいくぶんくほむ。

く遺物・その他>出土遺物はない。

第17号土坑 (SK19) -第114図一

く位置・確認状況>L C53グリッド杭西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形・規模>関口部はほぼ円形を呈している。底部が同心円状にひろがる。関口部直径1

m52cmで、確認面から最深部まで 1m20cmで、ある。

く埋土の状況〉黒褐色土が充填していた。

〈断面の形状〉関口部が狭く、壁の中位からふくらみをもち、袋状を呈する。

く底商の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>底面近くより石箆が 1点出土した。
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SA 

一第15号土坑一

SA 

SB 

てこご〉

SA'-H=54.7m 

B
 

I 黒色(lOYR ~寸やや綴密
2 !R渇色(lOYR 2:3)やや紋密
3 黒褐色(lOYR%)やや綴密おJi混在

※いずれもシルト:El土

宅

i
n
G
n
O
A叫
I
t
d
n
h
u

日
円，

t
A吟
A
r
D
 一一H
 

A
 
E
 

NO 長(mm)将(mm)!平(mm)7宜:iil:(g)

1 4U.7 35.5 5.6 9.1 

33.2 17.5 3.7 1.1 

3 lf).1 18.2 3.9 1.1 

19.2 26.5 7.3 3.6 

5 63.9 32.7 11.1 25.9 

一喝~晶君 … 
ζ二二〉 4 1-4:第附土坑}矧近くで出土

5 : !l(n7-¥チオ二坑理士内/1.¥十 く二〉

第114図第15号・第16号・第17号土坑
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第4章調査の記録

第18号土坑 (SK 18) -第115図-

く位置・確認状況>L C51グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みをみ

つけ石寝言志した。

く平面形・規模>楕円形を呈している。長径 1m 7 cmで、確認、面から最深部まで、58cmで、ある。

く埋土の状況>層の乱れはあるが、レンズ状の堆積とみられる。

く断面の形状>関口部から底部までほぼ垂直に落ち込み箱形を呈する D

く底閣の状況>底面は平坦であるむ

く遺物・その他>出二ヒ遺物はないG

第19号土坑 (sK20) -第115図一

く位置・確認状況>KG48グリッド南側で、地山の明黄褐色土層面に褐色土の落ち込みをみつ

け確認した。

く平面形 e規模>楕円形を呈している。長径2m14cmで、確認面から最深部まで 1m45cmで、

ある。

く埋土の状況〉下位では黒褐色土ないし暗褐色土が、帯状に連続する地山土塊の層と交互に凹

レンズ状の堆積をくり返し、上位には褐色土が厚く♂覆っていたO

く断面の形状>関口部から底部にかけてせばまり、逆台形状を呈する。

く底部の状況>底面は平坦である。中心から りにず"hて直径20cm.深さ30cmの小穴があ

る。

く遺物・その他〉出土遺物はない。

礁のまとまり (SQ01) -第115図-

く位置・確認状況>L D52グリッド杭近くで、地山の明黄褐色土層面直上で確認した。

く規模>4侶の燥がまとまっており、直径15cmから20cmの小さい 3備の石があり、 --fの21屈

に接して、大きな長径36cmの石が上を覆っていた。

く埋土の状況>隊群を黒褐色土が覆っていた。
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S i¥ H 

。

一第19号土坑一

54.4m 

-第18号土坑一

〆___56.0m

S A' _--- /も¥

-/iυ轟)

2m 

w 

3 
4 
r 
d 

o 
u 

9 
10 
11 
12 
※ 7・

第5-1節 G

S A.-H =56.0m 

1 I黒褐色(10YI¥%)やや義主主主‘
2 11奇褐色(lOYI¥33)やや綴密

11音褐&(10Y I\ ~;1) 犯しよう
4 褐色¥lOYI¥ 勾)やや紋密
ν褐色(10YI¥4 6)やや紋翁:
5 黒褐色(lOYI¥32)粗しよう
6 褐色(lOYI¥九)やや級街
7 PJH者褐色(lOYI¥ 6_8) tll.しょう
8 11部品色(10YI¥%) :fllしよう
日 褐色(10YI¥九)綴密
10 黒褐色(10YI¥o2)やや紋密
※4・6・7・9・10はシルト
:Wi-!→質j二、{也i土シルト賀土

主主:スクリーントーンはH山 11-上~~

EA 

EA' 
E A _._H=54.5m_ -.-E}¥' 

第 115図第18号・第19号土坑、磯群

出土遺物

S A' 
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第4章調査の記録

第24号臨し穴遺構 (SK T24) -第116図一

く位置・確認状況〉谷の上位にあたる KB49グリッドの北西側で、地山の明黄褐色土層面

褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 3m40cm .短軸IIJ~30-50cm、底部

長軸幅 3m90cm・短軸幅 8-16cmで、ある。確認面から最深部まで 1m10cmで、ある。

く長軸方向>N-76
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する口

く埋土の状況>埋土はおおよそ 5層に分けられる。下泣には地山土塊が混在した黄褐色土と黒

褐色土が充填し、中位には壁の崩落とみえる明黄褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。

く断面の形状>長軸の断面形をみると、東壁は関口部から中位にかけて大きくふくらみ、袋状

を皇し、西壌は関口部から外方へ張り出している。短軸の断面形は、開口部から底部まで一様

に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

〈遺物・その他>出土遺物はない口
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4 オリープ黄色(5Y尽3)
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第5-1節 G区の検出遺構と出土遺物

第25号臨し穴遺構 (SK T 25) 第117図-

く位置・確認状況>谷の上位にあたるKC49グリッドの北西側で、地山の明黄褐色土層面

色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している口関口部長軸幅 3m50cm .短軸IP:i43cm、底部長軸

幅4m30cm .短軸幅10cmで、ある。確認面から最深部まで 1m15cmで、ある。

く長軸方向>N-76
0

-Wを向き、地山面の等高椋に直交する。

く埋土の状況〉埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には明黄褐色の地山土塊が充填してお

り、中位には暗褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた口下位の明黄褐色の地山土塊は、掘

り上げた土ともみられることから、短い時間で埋没していった可能性がある。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部から斜めに外方にはり出す台形状を呈する。短軸の断

面形は、関口部から底部まで…様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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※bi土地山土塊
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第4章調査の記録

第26号絡し穴遺構 (SK T 26)…第118図ー

く位置ー確認状況>谷部上位にあたるKC47グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色

土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈しているが、西側の幅が広く東側が極端に狭い。関口部長軸

I!JiI 3 m 5 cm、短軸l揺は最大で、50cm、最小で、18cmで、ある。底部長軸幅 3m24cm .短軸幅lOcmで、

ある。確認面から最深部まで 1m15cmで、ある。

く長軸方向>N-71
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する。

く埋土の状況〉埋土はおおよそ 4層に分けられる。下位には黒褐色土が充填しており、中位に

地山土塊が混在した褐色土が、上位には黒褐色土と黒色土が覆っていた。比較的時間をかけて

自然に埋没していったものとみられる口

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から垂直に落ち込み箱形を呈する口短軸の断面形は、

関口部から中位が一様な傾斜をもち、下部が垂直に落ち込むY字状を呈する。

く底面の状況>底面はほぼ平坦で、ある。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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第5 1節 G区の検出遺構と出土遺物

第27号絡し穴遺構 (SK T 27) 一第119図-

く位置・確認状況>谷部中腹にあたる KC47杭から KD47杭の間で、地山の明黄褐色土層面に

黒色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形 a 規模>細長い溝状を呈しているが、西側の輔が広く東側が狭い。関口部長軸幅3m

2cm、短軸幅は最大で、38cm'最小で、25cm、底部長軸幅3m12cm .短軸幅 7cmで、ある。確認面

から最深部まで 1m12cmで、ある口

く長軸方向>N-78
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 6層に分けられる。下位には明黄褐色の地山土塊が充填してお

り、中位には暗褐色土が、上位には黒色土が覆っていた口下位に堆積する明黄褐色土は掘り上

げた地山土ともみられることから、短い時間で埋没していった可能性がある。

く!折面の形状>長軸の断面形は、関口部から底面にかけてほほ垂直に下がる箱形を呈する。

ただし西側はわずかにふくらみをもっ O 短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、

V字状を呈する。

く底面の状況〉底面は波打っている。

く遺物・その他>出土遺物はない。

第28号臨し穴遺構 (SK T28) -第119図一

く位置・確認状況>主主部中腹にあたる KC46グリッド西側で、地山の明黄褐色土層面に暗褐色

土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模〉細長い講状を呈しているが、西側のl揺が広く東側が狭いG 関口部長軸幅 3m

5cm、短軸隠は最大で、40cm'最小で、22cm、底部長軸rll話3m55cm .短軸rlr高11cmで、ある。確認面

から最深部まで 1m 7 cmで、ある。

く長軸方向>N-78
0

-Wを向き、地山面の等高繰に平行する。

く埋土の状況〉埋土はおおよそ 3層に分けられる口暗褐色土が底部に堆積した後に穫の崩落士

である明黄褐色土塊が覆い、その上に褐色土が堆積していた。比較的時間をかけて自然に埋没

していったものとみられる。

く断面の形状〉長軸の断面形は、関口部から斜めに外方へはり出す台形状を呈する。短軸の断

面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は波打つている。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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調査の記録第4章

EB-.、

_. SA' S A ._ H=53.6m 

1 暗褐色(lOYR%)紋密
1 '暗褐色(10YR3ミ)粗しよう
2 lf'ífr~~(lOYR 手当)中立しよう
※ 1 . 2はシルトH土
※bは池山土塊
※スクリーントーンは褐色(lOYR
シルト粘土質ニ!こ i但しょう

53.1m 

'-EA' 1 黒色(lOYR?l)やや綴密
2 黒褐色(lOYR ?z)やや微密
3 11音渇色(lOYR九)粗しよう 地山土粒子混在密
4 s音褐色(lOYR九)親しょう
5 11音掲色(lOYR勺)粗しよう 地iJj土粒-r混在密
※1-5はシルト質二仁
※スクリーントーンは明黄褐色土 (10YR ~'8) 
シルト粘土質土粗しょう
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第27号・第28号臨し穴遺構第 119図
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GrRの検出遺構と出土遺物第5-1節

一第120図-第29号臨し穴遺構 (SK T 29) 

く位置・確認状況〉谷部中腹にあたるKC46グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐

色土の落ち込みをみつけ確認、した。

している。関口部長軸i隠3m50cm .短軸rlJ}t;は最大で、60cm、く平面形・規模>細長い溝状を

底部長軸幅 3m68cm・短軸幅10-20cmで、ある。確認面から最深部まで 1m10cmで、ある。

く長軸方向>N-75
0

-Wを向き、地山商の等高線に平行する。

く埋土の状況〉埋土はおおよそ 6層に分けられる。暗褐色土が底面に一様に堆積した後に、壁

の崩落土である明黄褐色土塊が覆い、その上に黒褐色土および暗褐色土が堆積していた。比較

的時間をかけて自然に埋没していったものとみられる。

<断面の形状>長軸の断面形は、関口部から斜め外方へはり出す台形状を呈するが、東側のふ

V字状を呈する。くらみが大きい。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、

く底面の状況>底面は波打つている口

く遺ー物・その他〉出土遺物はないD

⑧ 
S ，1¥' 
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一
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1 黒色(lOYR 2ilやや綴密
2 s音褐色OOYR九)粗しょう
3 主義褐色(lUYR九)粗しよう
4 黙褐色(lOYR手3)やや総省
5 暗褐色(10YR%l級しよう
※いずれもシルト質土
※bは地山土塊
※スクリーントー
シルト粘上質土
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第4章調査の記録

第30号縮し穴遺構 (sKτ30) -第121図

く位置・確認状況〉谷部中腹にあたるKD46グリッド杭北側で、地山の明黄褐色土層面に黒色

土の落ち込みをみつけ確認、した。

く平面形・規模>1隔が広い溝状を呈している口関口部長軸幅 2m 98cl11 .短軸幅は最大で、52cm、

底部長軸幅 3m38cm・短軸幅20-10Cl11で、ある。確認面から最深部まで 1m24cmで、ある。

く長軸方向>N-70
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況〉埋土はおおよそ 7層に分けられる。下位には浅黄色の地山土塊が充填しており、

中位には黒褐色土が覆い、上位には黒色土が覆っていたO 底面に厚く堆積する黄褐色土は地山

を掘り上げた土とみられることから、短い時間で埋没していった可能性がある口

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から外方へ張り出し、台形状を呈する。短軸の断面形

は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は平理である。

く遺物ーその他>出土遺物はない。
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第 5-1節 G区の検出遺構と出土遺物

第31号臨し穴遺構 (SK T 31) -第122図-

く位置・確認状況>谷部南側斜面にあたる KD45グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面

褐色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈しているが、面倒の幅が広く、東側が極端にせまいD 関口部

長軸幅 2m45cm、短軸幅は最大で、62cm、最小で、17cmで、ある。底部長軸幅 2m50cm .短軸幅

10cmを測る。確認面から最深部まで 1m10cmで、ある。

く長軸方向>N-70
0

-Wを向き、地山屈の等高線に平行する。

く埋土の状況〉埋企はおおよそ 4層に分けられる c 下位から中位には浅黄色の地山土塊が浪在

した黄褐色土が充填しており、上に暗褐色土と黒褐色土が覆っていた G 底面から中位にかけて

堆積する黄褐色土は地111土に似ており、掘り上げた土ともみられることから、短い時間で埋没

していった可能性がある。

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から底面にかけて垂直に下がる箱形を呈する。短軸の

断面形は、関口部から中位まで一様な傾斜をもち、 ド部が垂直に落ち込むY字状を呈する。

く底面の状況>底面は平盟である。く遺物・その他>出土遺物はない口
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第4章調査の記録

第5-2節 G区の遺構外出土遺物

丘陵地の高位部から東側の斜面で多くの遺物が出土し、西側斜面は散布する程度であったO

出土遺物を土器と石器に分類し、説明を加えた。

帰属時期で分類し、器形・部位、文様の特徴を説明し、最後に型式上の分類を付

記したD 第123~127図に実測閣を示し、説明は図の通し番号で、行ったD

[A :縄文時代前期末葉の土器群] -第123図 1~3-

1は深鉢の口縁部で、強く外傾している。隆線の上に半裁竹管で押し引きをくり返している 0

2は腕部破片で半裁竹管により隆沈線が引かれている。

3は深鉢の口縁部で、日唇に平行に絡状体庄痕を押圧した下に、細い隆帯を巡らせている。

* 1は朝日下層式に、 3は円筒下署d式に比定される。
[B :縄文中期前葉から後葉の土器群] -第123図 4~7-

4は深鉢の頚部から口縁部の破片であり、頚部に太い半裁竹管の隆沈線を引き、口縁には半裁

竹管の押し引きで文様を描いている。

5は深鉢の口縁部で内湾気味に立ち上がる。地文は縄文で頚部に沈線が引かれており、口縁に

は隆線が波状に貼付されている。

6は深鉢の口縁部で外反している口口縁の波頂部に隆帯の渦巻き文が付いている。

7は服部の破片で、隆沈線によって渦巻文が描かれている。

*4は新lli奇式に、 5は大木7b式に、 6・7は大木9式に比定される。

[C :縄文時代後期前葉の土器群]-第123図8-22、第124間23~25-

8は口縁部に円形の突起が付き、突起を取り巻くように隆線でS字状の文様が付されている。

9は口縁部の破片で、弧状の沈線が付されている。

10は外反する口縁部の破片で、頚部に巡るj登線の脇にそって刺突が付されている。

11は胸部の破片で、縄文が施された上に刺突が付されている。

12は深鉢の腕部で、地文は単軸撚糸文であり、地文の上に 2条の沈線で文様が描かれている。

13-16は口縁部の破片で、 13-15には縄文が、 16には撚糸文が施されている。

17-22は胸部の破片で、 縄文が施されている。

23・24は底部破片であり、 25はミニチュア土器の底部とみられる。

[D :弥生時代前期から中期の土器群] -第124図26-37-

26は口縁部の破片で、口唇に連続する刻みが付され、外面に沈線文様がみられる。

27は鉢の突起部で、くびれの下にある張りコブから横方向に沈線文様が展開される 0

28は胴部破片であり、沈線の下に列点が付されている。

29は深鉢で口縁部から底部まで 3分の 1が残っていた。月間部中位が膨らみ、頚部が真っすぐに

154 



第5 2節 G区の遺構外出土遺物

立ち上がり、波状を呈する口縁部は短く外傾している。頚部が広く無文帯をはさんで上下に集

合沈線が巡り、下端に山形文がヲ|かれ、 口縁に斜縄文が、胴部には縦走縄文が施されている。

30は産立する口縁部であり、口唇にそって縄文が施され、下に沈線で区画された無文帯がある。

31は外反する口縁部で、縄文の上に沈線で平行線と山形文がヲ|かれている。

32・33は口縁の破片で、口唇にそって縄文が施され、下には沈線で区画された無文帯がみえる。

34は口縁部の破片で、口唇にそって沈線が巡り、下に横位の縄文が施される。

35-37は胴部の破片で、 35・36は横位の縄文が施され、 37は短い単位の刷毛白状痕がみられる。

* 29-31は田舎館式に比定される。
[E :弥生時代後期の土器群] -第125図38-48、第126図的-80、第127図81-111-

38は頚部がくびれ、口縁部が外反する深鉢である。桐部下半から外傾し、腕部上半に最大径を

もっ。口縁部の文様は無文の地に 2条の交互刺突文が巡り、頚部から腕部上位には沈線で不整

重菱形あるいは長楕円文が描かれ、腕部は撚糸文が縦位に施される。

39は胴部上位がくぴれ、口縁が内湾気味に立ち上がり、口唇にわず、かなへこみがある。口唇に

そって平行沈線内には間隔をおいて点列があり、口縁部下端では隆帯の上に交互刺突文が押さ

れており、胴部との境となっている。下は無文帯をへて横位から縦位へ撚糸文が施されている D

40-45は口唇にそって交互刺突文を施しており、 2条が平行するものである。

46-48は口縁上位が無文か撚糸文であり、関をおいて下に交互刺突文を施したものである口

49-51は口縁部で、連弧状の沈線文に刺突列が加えられ、 51は連弧文の下に刺突列が付く。

52は緩く外反する深鉢の口縁部から頚部の破片である。頚部より上は沈線で文様が描かれ、上

位は連弧文を下位は変形工字文となっている。胴部は縦位の撚糸文が施されている。

53-55は口縁上位が無文で下に沈線が引かれている。

56・57は外反する口縁部破片で、集合沈線の下に横位から縦位の撚糸文が施されている。

58-66は沈線がある破片で、 58-62は無文帯に沈線が、 63-65は縄文地に沈線が引かれている。

67-75は口縁上位に斜め方向の撚糸文が施されている。

76-94は深鉢あるいは鉢の胸部破片である。縦位に走る撚糸文が施されている 0

95-111は底部の破片であり、 底辺の撚糸文は横方向に施されている。

*器壁が薄く、口縁部には細い沈線文による文様が描かれ、踊部には撚糸文が施されている。

以上の特徴から38-48は天王山式に比定される口

[F :平安時代の土器群] -第127図112-115-

112-114はロクロ土師器の翠の桐部破片であり、 115は口クロ土師器の杯の底部である。

* 9世紀後半代の製作年代が推定される。
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第4章調査の記録

KG56 KG52 
KH49 

lfF52載し
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LA53 
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KG52 91 

K 151 
93 
L D50 92 

KF52 

dJm 「 J)105 d 
KD54 KC53 107 

KD53 

ぶ;鳴さ77d102 fごコ 106 ごプク
K G46 KC51 108 

L B53 

ごζ7103 411  J 
KD50 KC53 110 

KC54 

!日苛;み~.~~寝己!謀点t\?容=，s認〕-」/rー----メjノ104 (/nn 
KF51 

KD54 

d J 114 L B53 L A49 

K 153 

ζ グ
115 
KD51 

※いずれも II-困層堆積土内出土。

第 127図 G区の遺構外出土遺物ー土器(5 )ー
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第 5-2節 G区の遺構外出土遺物

出石器= 形態分類はA区で、行った分類に}II貫じた口第128-130図に実測図を示し、説明は図

の通し番号で、行った。

1・2は石鍛で、 lは有茎である。 2は無茎で基部は凸を呈する。 3は尖頭器である。 4・

5・8は縦型の石匙である口 6・7は横型の石匙である。 9・10萄 11は縁辺を了寧に調整加工

した箆状石器である。 12-21は調整痕のある剥片石器である口 22-24は凹石である。 25は丸石

の両端に鼓打痕がある。

制
〈こ::> 1 

〈ご〉
2 にご二ご〉

jA 
6 

く二> 3 くこー← 一一~〉

ζ二二二二二〉

~、
※いずれも II-盛層堆積土内出土。

crn 

7 

NO 出土地点

1 I KG51 

z I KG50 

3 I KG51 

4 I K B51 

5 I K 155 

6 I K 157 

7 I KF51 

8 I L D47 

器援，分鎖 長(mm)

干[鍛 a 26.7 

石鈷t d 35.7 

尖頭r.品 38.4 

行是~ a 68.9 

行匙 a 79.2 

イ日 是主 b 3:1.6 

イ日 匙 b 44.3 

!也 37.2

第128臨 G区の潰構外出土遺物一五器(1 ) 

申直(mm)

12.7 

17.8 

27.4 

29.6 

31.0 

69.5 

82.4 

37.0 

5 

)享(mm)重量(日) :("] 11{ 

3.3 0.811'¥ b 山

3.2 1.2 頁 石山

8.9 6.9 頁 ユ百

4.1 日日 頁 お

63.8 16.1 Eミ 石μj 

10.1 23.6 N 右山

13.7 47.51 N 可fゴ

7.9 8.81 Cf 石
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第4章調査の記録

どこ〉
16 

17 

ζ二二二〉 NO Hi土地点 務極分知 長(0101)阪(mm)1'1 (mm) ヨ11註(g) 干 質

9 I K G50 正[箆 a 69.0 42.2 13.7 45.3 ょ1 1。百"， 

10 I K 151 {二i 箆 c 60.1 35.!J 13.3 27.B 頁 山両

?; JJ I KFSO f歪 {，~ I 41. 7 2，1.] 11.1 11.4 頁 岩

121KG52 掻 器 27.8 38.2 9.7 9.2 頁 三J

13 I K F49 E盈 器 33.7 37.8 8.7 11.6 頁 岩

14 I K G52 IftlJ Jj-行総 33.8 42.9 14.7 16.4 頁 長

15 I KF50 !{，U J'i石総 33.1 39.7 8.6 10.0 N 石"ー

16 I KG51 1M 1¥-ii f，;f 48.6 26.0 7.8 8.1 J'r 石

17 I K F51 利 Jt石器 46.6 33.4 8.5 12.8 頁 司五。 5cm 18 I K F51 しヤ片石器 32.6 39.2 8.7 11.7 頁 泊予

第129図 G区の遺構外出土遺物一石器(2 )一
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くこ二ここコ

第5-2節 G区の遺構外出土遺物

。一

ζミフ
。 5cm 

23 

24 

NO 111:1ニi也l，( 器1量。分奴 長(111m)繭(mm)i手(mm)JitJjt{g) 質

19 I K F51 剥片石務 30.6 33.8 76.0 5.8 I 石

20 KG52 !M片お務 37.4 31.3 12.1 14.6 頁 石

21 KC48 初}十イイ器 26.1 36.0 10.7 9.3 頁 石

22 KG47 山 :{i I 94.3 76.1 52.9 539.8 i点紋是}i't 

23 L D52 出 夜間 7 70.6 44.2 376.1 安山容

24 L D52 山 Til 147.8 90.6 79.7 1562.1 花尚お

25 K G52 事邑 石 82.1 65.3 46.6 336.4 I 1'[ 石

25 

※いずれも自~困層堆積土内出土。

第130図 G区の遺構外出土遺物一石器(3 )一
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第4章調査の記録

第6-1節 v 1区の検出遺構と出土遺物

南に向いた丘陵中腹で縄文時代の陥し穴遺構と古代の住居跡が検出された。

第32号路し穴遺構 (SK T 32) -第131図一

く位置 g 碍認状況>1 F37グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸11謡3m36cm .短軸rll高37cm、底部長軸

幅3m45cm .短軸11I高7Cl11で、ある。確認面から最深部まで、71cmで、ある白

く長軸方向>N-50
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する D

く埋土の状況>埋土は大きく 6層に分けられる凸下位には黒褐色土が充填しており、中位には

黄褐色の地山土塊が混在した黒褐色土が、上位は黒褐色土が覆っていた。中位は壁の崩落土と

みえ、自然に埋没していったものとみられる。

く断簡の形状〉長軸の断面形は、関口部から底部にかけて、ほほ垂直に下がる箱形を呈する。

短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字;1犬を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である口 く遺物・その他>出土遺物はない。

50.3m 
EA， 

¥ 

1 黒色(lOYR 21)組しよう
1 '黒色(lOYR今i)粗しょう 耕作で撹乱
2 黒色 (lOYR~I) 粗しょう
3 黒色(lOYR?i)やや紋密 地はJjニ小塊混在
4 ~渇色(lOYR 号 3) やや綴密封hIll:iこ小塊混在
5 黒褐色(lOYR 23)初、密
※いずれもシルト質士
※bは地LUゴ二塊
※スクリーントーンは明黄褐色二仁(lOYR%) 
シルト粘土質ゴニ

S 

EA…-H=50.4m 

50.4m 

SA' 

第131図第32号陥し穴遺構
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第 6 1節 目.1区のf食出遺構と出土遺物

第33号絡し穴遺構 (SK T 33) -第133図-

く位置・確認状況>1 G36グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面に黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形・規模〉細長い溝状を呈している。関口部長軸中高 3m 2 cm .短軸幅52cm、底部長軸

rlr高2m94cm .短軸rlJ福5cmで、ある。確認面から最深部まで、66cmで、ある。

く長軸方向>N -50
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況〉埋土は大きく 5層に分けられる。底部には薄く黒褐色土が充填し、中位には黄

褐色の地山土塊が混在した黒褐色土が、 ヒ位には黒褐色土が覆っていた。中位は壁の崩落土と

みえ、自然に埋没していったものとみられる。

く断面の形状>長軸の断面形は、ほぼ垂直に下がる箱形を呈する。短軸の断面形は、関口部か

ら底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦であるが、西側に傾斜している。

く遺物・その他〉出土遺物はない。

EA-'-H=49.8m 

m 

第133図第33号陥し穴遺構

EA' -'-EA' 

地LlJ土小塊混在
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第4章調査の記録

第34号絡し穴遺構 (SK T 34) -第134図-

く位置 a 確認状況>1 C32グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面ににぶい黄褐色土の落ち

込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈しているが、西側のi幅が広く東側が狭い。関口部長軸IIJ高3m

25cm、短軸IIJ高は最大で、40cm'最小で、15cm、底部長軸幅3m32cm .短軸幅12-5 cmで、ある。確

認面から最深部まで、94cmで、ある口

く長軸方向>N -50
o

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 3層に分けられる。下位には灰褐色土が充填し、中位から上位

にかけて黄褐色土が厚く覆っていた。地山粒子の混入状態から下位の土の堆積とともに壁が崩

落していったものとみえる。

く断面の形状〉長軸の断面形は、関口部から斜めに張り出しており、台形状を呈する。短軸の

断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する口

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。

第35号絡し穴遺構 (SK T 35) -第134図一

く位置・確認状況>1 D32グリッド杭の北側で、地山の明黄褐色土層面ににぶい黄褐色土の落

ちj2ミみをみつけ石在認したD

く平面形・規模〉細長い溝状を呈している。関口部長軸幅 3m45cm .短軸幅25cm、底部長軸

幅3m88cm・短軸幅 5cmで、ある。確認面から最深部まで 1m 2 cmで、ある。

く長軸方向>N-55
0

-Wを向き、地出面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。底部に薄く黒褐色土が充填しており、下位

には地山土塊を含む褐色土が覆い、中位から上位には黄褐色土が覆っていた。

く断面の形状〉長軸の断面形は、壁の中位から底部まで外方向へふくらみ、袋状を呈する D 短

軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面はわずかに弓なりになっている。

く遺物・その他〉出土遺物はない口
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第6 1節 H . 1区の検出遺構と出土遺物

骨
ゆ

53.4m 

53.201 

¥ ¥ 

S A '-H=54.1m -. S A' 

S B '-H=53.7m -. S B' 

EA-'-H=54.3m 4 ~ -.-EA' 

E B -.-H =55.5m 

ト質土

第134臨 第34号・第35号陥し穴遺構 169 



第4章調査の記録

第36号臨し穴遺構 (SK T 36) 第135図-

く位置・確認状況>1 A25グリッド中央で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の落ち込みをみつ

け確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸ltffi2 m95cm .短軸IIlffi42cm、底部長軸

幅2m85cm .短軸幅4-8cmで、ある。確認面から最深部まで、85c111で、ある。

<長軸方向>N-60
0

-Wを向き、地山富の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。下位には灰黄褐色土が充填し、中位には明

褐色の地山土塊がつまった褐色土が、上位には暗褐色土と黒褐色土が覆っていた。中位から下

は地山土塊の混在量が多く、掘り上げた地山土の流れ込みとみられ、短い時間に埋没した可能

性がある。

く断面の形状〉長軸の断面形は、関口部から底面にかけて、ほほ垂直に下がる箱形を呈する。

短軸の断面形は、関口部から患部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況〉底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。

/ 
E A-'-H=57.3m 

m 

1 祭色(lOYR ?~)やや殺後
]'禁色(lOYR?D籾しよう i受賞澄色土混在
2 U計局色(10YR~引やや級密

-'S A' 

3 灰黄褐E(lOYR 42)粗しよう 地山土塊混在
※ 1・2はシルト質土、 3はシルト粘土質土

※bi立地1]1二!こ流
※スクリ ントーンは褐色土(lOYR4ミ)

シルト粘土質こ仁

第135図第36号陥し穴遺構
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第 6-1節 H . 1医の検出遺構と出土遺物

第2号古代住居跡 (S1 06) -第136図一

く位置 e確認状況>丘陵の中腹部で、窪地に堅い暗褐色土層面があり、西北の低位面で土器が

出土したため、斜面上位から下の暗褐色土層面にかかる面を精査して、黒褐色土の方形の落ち

込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>隅が角張り長方形を呈している口長辺の長さは3.5mである口

く埋土の状況>壁際には床面まで黄褐色土が堆積し、上位には半円状に黒褐色土が覆っていた。

く壁・床面の状況〉床面は平坦であり、カマド周辺が堅くなっていた。北壁と東壁の立ち上が

りは垂直で、北壁で、40cm.東壁で、35cmの高さがあった。

<カマド>西躍の北よりにあり、本体は褐色土で、幅80cm、高さ25cmの半円状で、ある口壁近く

に受け口がある。煙道は壁の下を貫通し、 60cm離れて煙出し口がある。

く年代>住居跡内出土土器から 9世紀後半の年代が推定される。

[第2号古代住居跡内出土遺物] (第137・138図に図示、 説明は挿図の通し番号で行う。)

1は底部が平底を呈する肇形土器である口ふくらみをもって立ち上がり、口縁部が短く外反し、

口唇が直立する。胴部下半は斜め方向の箆削りで調整され、上半はロクロナデ調整されている口

4は護の口縁部破片である。口縁が短く外反し、口唇が直立する。胴部中位の外面には板目の

みえる叩き自が、内面は当て板痕が残っている。 2は小形の菱形の底部であり、底部の切り離

しは回転糸切りである口 3は底部が平底を呈する鉢である。底部から外傾し口縁部にいたり、

口唇が直立している。ロクロナデ調整され、底部の切り離しは回転糸切りである。 6-10は須

恵器杯であり、底部の切り離しは回転ヘラ切りである。いずれも底辺に丸みをもっている。 8

の底部内面には墨痕が付着している。 11はロクロ土師器杯であり、底部が回転糸切りで切り離

されている。

湿地について-第139図ー第142図参照一

I区の南に向いた沢は商から東に伸びており、中位は昭和30年頃までフk田にされていた。そ

の後は向いのLlJを削り出し、盛土して畑地に変えていったとのことである。盛土を排除し、重

機で掘り下げたところ下位に泥炭層があることが分かり、沢の上位および周辺から弥生土器片

が出土していることから水田遺構がないか、土層観察を進めながら掘り下げていった。縄文土

器，石器・弥生土器含木製品等が出土し、杭列も検出された。土層としてはグライ化している

5糧までが水田土壊と認められたが、昭和30年代まで耕作されていた罰との区別がつかなかっ

た。最下腫で樹皮のついた材が密集して確認された口 J区において山際に沿って地割れがある

ことがわかり、土砂の崩壊に伴い沢がせき止められ、そのときに樹木も一緒に埋没して行った

ものと推定した。埋没の時期は縄文時代中期以前と推定され、湿地で古代の木製品としての箸

が見つかっていることから、古代の住居跡のあった頃は湿地として利用されていたとみられる口

したがって杭列については古代以前のものとする積極的な証拠もないが、可能性のあるものと

して図示した。
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第4章

日1。
--S c' 

SB-H=51.3日1

一-EA'EA 

1 NA褐色(lOYR ~2) やや綴密
2 にぶい資褐色(lOYR"ジ松しょう
3 にぶい赤褐色(5YR11)籾しよう
4 民褐色(lOYR 3/1)粗しよう
5 褐色(lOYR4/，I)粗しょう

(1)黒褐色(lOYR 22)根しよう
(2 )黒褐色(lOYR列)やや綴密
(3 )黒褐色(lOYR与え)やや綴密
(4 )階褐色(lOYR竹)籾しょう
(5 )陪褐色(lOYR九)粗しょう

第2号古代住居跡第136悶

m 
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第6-1節 H . 1区の検出遺構と出土遺物

2 

伊

H
U

第 137図 第2号古代住居跡内出土遺物(1 ) 

173 



第4章調査の記録

~ こプ

工三三
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¥ とプy
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第 138劉 第 2号古代住居跡内出土遺物(2 ) 
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H =43.4m 

綿
一
ω∞
函

古書
σコ

H

町一山

出

-

H

肉

3
薄
居
跡
藷
什

E
H随
意

1 暗赤褐色(5YR九)やや綴密
2 黒色 (10YR?~í) やや綴密 グライ化
3 黒褐色(lOYR九)やや綴密
4 稽褐色(10YR%)やや綴密
5 褐色(10YR九)やや紋密
6 暗褐色(10YR九)やや綴密
7 黒褐色(10YR ~~2) やや綴答、
8 にぶい黄褐色(10YR九)やや綴密
9 泉渇色(10YR九)やや級密
10 黒褐色(lOYR与を)やや綴密白
11 黒褐色(7.5Y R ~/i)やや綴密
12 黒褐色(7.5Y R九)やや紋密
13 黒褐色(10YR%)やや綴密
14 黒褐色(10YR九)やや綴密
15 暗褐色(7.5YR九)やや綴密木が集中している。

o 4rn 謡
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第4章調査の記録

-tB34 +B35 

十
KA35 

f 

2m 

第140関 湿地の木材検出状況
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第6 1節 目.I区の検出遺構と出土遺物

S A-H=43.1m-. S A' SA 

Q ~III 1 黒褐色 (10YR~í) やや糊 ⑮ 
ート『ゴ町沖 2 地山明緑灰色 (10Gy7i)
二::ffll nレノ F※lはシルト質土

SB 

S B-H=43.4m 

'f 

‘ 
品

1杭

空f

1 黒色(10YR~'í) やや綴密 10 黒色(lOYRl. ~í) 粗しよう
2 にぶい賞褐色(10YR?'4)やや綴禽 11 黒色(7.5Y R判)やや綴密
2 'にぶい黄褐色(lOYR ~<i) やや綴密 12 黒褐色(10YR九)やや綴密
3 黒褐色 (2.5YR~í) やや綴密 12'黒褐色(10YR九)やや綴密
4 祭褐色(2.5Y R九)やや綴後 13 ?!f，褐色(10YR%一九)やや綴密
5 黒褐色(2.5Y R町一九)やや綴密 14 黒褐色(10YR%)やや綴密
6 U音オリーブ褐色(2.5Y九)やや綴密 15 I倍褐色(10YR%)やや綴密
6' I情オリーブ褐色(2.5Y ~'3) やや紋密 ※いずれもシルト質土
7 にぶい焚褐色(10YR引)やや綴密 ※スクリーントーンl土砂混在j笥
8 灰オリーブ色(5Y九)やや綴後
9 黒褐色(10YR九)やや綴密

m 

第141国湿地の杭列検出状況

-.S B' 
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第6-2節 H . 1区の遺構外出土遺物

第6-2節 目 o 1区の遺構外出土遺物

湿地およびその周辺から出土した遺物を土器・石器に分類し、説明を加える口

器- 土器については帰属時期で分類し、器形・部位、文様の特般を説明し、最後に

型式上の分類を付記した。第143-145図に実測図をまとめた。説明は挿図に付した通し番号で

行った。

[A :縄文時代前期後葉から中期前葉の士器群]-第143図1-4-

1は口縁部の破片で、縄文原体の押圧が口唇に直交し、外面では口唇に平行についている D

2は深鉢の服部上位の破片であり、粘土の擦の脇に押庄縄文がみられる。

3は厚手の腕部破片であり、斜縄文が施され、胎土に繊維が混在している 0

4は厚手の胴部破片であり、単軸の撚糸文が施されている口

[B :縄文時代後期前葉の土器群]-第143図5-14、第143国18-24-

5・6は口縁の突起であり、中央に円形の孔が空いている。 7は波状口縁の突起で、縦におり

る隆線がついている口

8 -10は深鉢あるいは鉢の腕部破片であり、無文の地に沈線による平行線文がみられる。 11-

14は胸部破片で、 11-13は外面に縄文が、 14は網目状撚糸文が施されている。 18-24は縄文土

器の底部である口 18の底面には網代状痕が残る。

[C :縄文時代晩期末葉から弥生時代前期の土器群] -第113図15-17、第144図25-27-

15は口唇が小波状を呈する無文の口縁部破片である。 16は口唇が小波状を呈している。口縁上

位が無文帯で下に縄文が施されている口

17はわずかに内湾する口縁部の破片である。縄文が施されている D

25は口縁に平行する沈綾がめぐる。 26は服部が球形にふくらむ壷である口 15-17・25・26は

胎土、摩滅の状態がにている。

27は口縁に突起をもっ深鉢の破片であり、口縁部に平行な太い沈線が巡っている。内面にも沈

線がヲ|かれている。

[D :弥生時代前期の土器群] -第144図28-32-

28は口縁の小破片で、外面は縦に内面は横に刷白状痕が施されている。

29は網部上半に最大筏をもっ饗である。 頚部がくびれ、口縁部が短く外反している。口唇は

縄文がつき、無文帯をへて、頚部に 3条の沈線が巡り、その下には木目列点文が付されている。

服部には縄文が施され、所々に横位の短い刷毛白状痕が付されている。

30は胴部上半であり、頚部に沈線がヲ|かれている。

31は底部であり、縄文が施され、所々に縦位の短い刷毛目状痕が付されている。
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第4章調査の記録

[E :弥生時代後期の土器群]第145図33~72-

器援が薄く、器面に凹凸がある口器形は小さい破片で判然としない。

33~35は交互刺突文が付されている。

36は頚部に刺突列が付され、鯛部には沈線による文様が展開される口

37-46は口縁あるいは頚部に重菱形文あるいは長椅円形文とみられる沈総文が引かれている 0

47-62は頚部あるいは胴部の破片である。 48は結節にみえる。 50は縦と横の撚糸が交叉してい

る。 51-54は条間隔があいた撚糸文である口帯状の撚糸文が縦に走る。 58-62は条間備が詰

まった撚糸文が施されている。 63-69は、底部である。

70-72は胎土がぼろぼろの土器で、機隆線と三角形の刺突の組み合わせで文様を構成している。

*33-36は天王山式土器に比定される。 70-72は後北C2式土器に比定される。

[F :平安時代の土器群]第145図73-76-

73-76はロクロ土師器と須恵器である口ロクロ土師器の杯と護、須恵器杯破片が出土し、土師

器の底部の切り離しは回転糸切りで、須恵器はヘラ切りで切り離されている。

z 若 器ロ 形態分類はA区で、行った分類に準拠しており、形態上・諦整加工の特徴を明記

した。第146図-152図に実測図を示し、説明は挿図に付した通し番号で、行った。

1 -10は石鍛である。基部の特徴で分類すると、 1・2が有茎、 3-10は無茎であり、 3-5 

の基部は平、 6-10の基部は凶を呈する。10は基部の上にくびれが入るアメリカ型石鍛である 0

11-22は石匙である。 22だけが横型で他の12点は縦型である口 11・12は細みで先端が尖んがる。

11はつまみ部に膨らみをもっている。 15・16・19は短冊形を呈する。

23-26は石箆である口側縁の両面から剥離調整しており、 23は短冊形、 24は援形、 25・26は

縁辺が膨らんで靴ヘラ状を呈する。

27・28は剥片石器で、 縦長の剥片の縁辺を調整加工しており、 形が整っている。

33-45は凹石であり、偏平な礁の対応する両面に由みをもつものが大部分である 0

47は先端に鼓打痕がある。

48-54は石錘である。小型のものが1J 16グリッド周辺でまとまって出土したD

55-59は磨閣をもっ丸石および磨面をもっ偏平な石である。

60-62は石皿であり、 62は両面にくぼんだ磨簡がある。

63-68は砥石である。長方体に近い形で、偏平な面と側面が研磨され角張っている。

*五鍛など大部分が縄文時代に属するものであるが、アメリカ型石鍛は弥生時代に属すると考

えられる。砥石は吉代以降のものである。

180 



第6-2節 H . 1区の遺構外出土遺物

8 守(:
J E28 

J 133 

。ον
J H33 

ハ
も
の

νJ B39 

12 
10 

KB34 13 
J 133 J 133 

14 
J 133 

15 
J H34 

L1~ ¥ 
16 
J H34 

二ゴ/ ~ 
18 

ili"， J H33 
J 133 

J 133 

d 
J H32 

※いずれも立~阻層堆積土内出土。

第143図 H・11友の遺構外出土遺物一土器(1 )… 

t一一/)

ζク

181 



第 4章調査の記録

時計~;Y じ

表 裏 25 Fτ 刊 誌，ーヘzヰム山コュ-
表 裏 28 

J 133 
27 

K B34 

J E29 

26 
KB34 

KC34 

38 
KA34 

C¥ 口孝 U

29 

J A37 

J 
30 

J A37 1 E37II 

警J蓄量l重量21
33 34 K B34 

KB34 KB34 KB34 

39 
KB34 

40 41 
K B34 KA34 

R
u
 

l
-
-
1
J
U
K
 

〈い
I
I
I
l
i
-
-

n n 
42 
KB34 

43 
KB34 

可d，結土守叉ポ主宗立主筏宍E宗L胃議3=UE= f 1i1川ij i襲。 a 錨 U
49 

44 45 47 K C33 
KB34 K C34 46 KB33 48 

K B34 
KC33 

※いずれもn-狙崩堆積土内出土。
--ニゴ

第144図 H • 11玄の遺構外出土遺物一土器(2 ) 
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※いずれも II-血層堆積土内出土。

第 145関 H . 11去の遺構外出土遺物一土器(3 ) 
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第4章調査の記録

-~ ， -~- ~ 6 -e-~ 
くこ> 1 く=> 2 く:::> 3 くここ:::=:> 4 

~ 0 -~- ~6 
ζ二::::> 5 くこ~ ( 

-~ ， 
〈二:> 9 くこ::> 10 

く=> 8 

ζ~ 11 

ζ〉
〈二二〉

〈二二〉 13 

12 

NO 出土地点 ilifl長分類 i毛(mm) 悩(mm) J~f(mm) lE:IT[(g) 石望I

1 1 H35 正[品11 a 30.4 11.2 3.6 1.111'1 石

2 I KA34 干7 品" a 29.4 11.9 4.，j 1.1 頁 半i

I K A34 fi ifJ. d 2R.2 9.8 ~.il 日9 民 主玉

1 I KC33 i.i b 31.8 9.1 4.4 c，.，) 頁
叫

I KA33 石 b 41.0 14.1 4.7 2.3 頁 イ，.. オ

Ij 1 J じ1:; イI 接 c 2:3.6 18.3 3.7 1.IIH 乞山3 

7 I K 1¥33 Ti c δ'古今i.U 一‘ 2u.7 bυ 3.4 竿?

ζ二二~ 14 

日 J1"30 壬i 技 c 29.5 18.，1 5.0 2.3 1 -fi且コ』

9 I K B34 行弘主 仁 H.I 3.6 0.6 :1.¥ Old 石

10 J E31 Li鍛 c 12.4 3.9 1.0lH fゴ

11 J 1"29 1.:1 J't:t; a 67.7 23.9 10.1 12.9 チf

12 J 134 イ r，注 a 68.2 28.1 8.4 13.4 頁 岩

13 1 122 :-6 I~ a 76.9 29.0 9.1 22.4 頁 百

※いずれも II-即層堆積土内出土0'6:::
14 J H33 {j匙 a 62.:; 38.4 10.8 23.4 II/t1 1.i 

cmζこ~
15 

IS 11:35 fi h在 a 52.1 20.7 7.3 8.2 p {:I 

第146図 H • I [玄の遺構外出土遺物…石器(1) -
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ζ二ミ

ζこ二〉

く二〉

16 

ど二〉

第6-2節 H . 1区の遺構外出土遺物

17 

く二二〉

19 

18 

※J区内/~ 

~
 

¥
 

く〉

23 

21 
ζ 二二二コ 22 

※ j区内

NO 11¥1地点 器極分類 長(I1l111j制11(mm)!事!mm)m-f景ig) 石 2主
16 J 133 1J ;註 a 7s.9 29.0 9.1 22.4 tμコ』

17 KB34 干i NJi a 69.9 43.8 12.2 26.2 :資 石

18 J C 15 {:I h也 a 97.4 0'17.S 10.1 3月百 TI H 

19 ] H31 正I Jさ a 52.3 29.0 6.3 11.9 頁 石

20 ] C:l4 1i 11芭 a 48.4 33.0 日7 13.9 11M 石

KA33 行 j也つまみ 23.8 21.2 8.9 5.2 ~î 

22 J A18 jE主 b 39.0 39.5 7.2 10.6 f，llj J品質

23 ] E34 石箆 c 93.8 44.4 14.0 59.0 百 6 

※いずれも1I-困層堆積土内出土0

5cm 

第 147図 H • I区の遺構外出土遺物…石器(2 )一
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第4章調査の記録

24 

くこ〉

くご〉

28 

30 

てこ二〉

一弓-0(!) 
くこ〉
。

31 

※いずれも II-班鴎堆積土内出土。
5cm 

1'10 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

:，2 

25 

※ J区内

く~

ζ二〉
32 

H，二I:J也点 苦fi.I'I['分類 長(mm) '11日(mm)!手(mm)

] C31 正箆 a 高8.5 3品3 11.6 

] F 17 石箆 a 64.9 38.口 12.1 

J C31 Ni 4犬 27.1 31. 9 9.3 

] G32 箆 状 52.7 32.3 17.5 

J B39 1M H'抗告号 48.2 37.1 11.0 

J 134 !t.IJ J十石器 35.2 45.7 9.2 

J 136 剥}十万器 48.4 36.6 10.1 

J E32 剣}十石器 25.2 28.0 7.9 

1 E30 最IJ片石器 106.2 42.9 10.7 

第 148図 H • I区の遺構外出土遺物一石器(3 )一
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室長(g) 石質

45.8 頁 石

33.2 j話 恒

7.6 頁 苦主

30.8 w 石，_" 

17.7 1'I 石

12.6 Eミ イ~Ei

14.7 岩

6.3 1'I お

58.6 頁 石



。

第 6-2節 目.1区の遺構外出土遺物

fへ¥

39 

※いずれも1I-即崩堆積土内出土。

lOcm 

1'10 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

tlU二j也lx

J G33 

J 132 

J 1:34 

J G36 

J H32 

J H32 

表採

器級分類 I三lmmJ総(，mmJ

問 石 111.1 75.0 

1''1 石 147.8 ι1.5 

凹 li I 133.4 80.0 

問 イヲ 95.1 84.2 

問 石 103.8 47.8 

出 T! I 50.8 71.4 

IIlj 1行 82.5 日目 5 

第 149図 H • 11玄の遺構外出土遺物一石器(4 )一

34 

JI1(mm) 重量(g) j琵

50.3 621.6 :itぬE質

30. J 486.9 流紋宕

37.8 560.0 安 Ul 岩

50.6 432.3 凝灰岩

48.6 467.1 安 iμ 岩

121.5 241.4 安 U.I岩

50.9 277. J 安 111 お
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第4主主 調査の記録

41 

46 

43 
NO 出←j-j量点 官~fill 分類 長immJ中高lmm)!宇(rnm) 五{日) 石 ti 

40 J E27 l"l 1 137.7 102.7 11.~ r，rJ7.8 安 UJ お

11 J H32 l"l 1j 1 102.1 95.5 50.4 574.3 安山岩

42 J H:l4 1"1 1'11 121.'1 79.8 4日目 56日7 安 UJ 't1 

43 ] 133 問 :{:II 83.7 72.9 31.5 112.'1 凝灰岩

44 J H3:l 凹 行 122.8 97.:1 64.4 821.5 IflL 紋岩

4S J E31 凶 主11 126.9 66.2 58.4 522.0 安 IIJ お

。 lOcm 
46 J G36 古1吐1え イ:J1 89.6 55.9 46.1 299.2 流紋 '[l[

47 OD77 自主 11ι1.0 .10.7 28.1 74.1 頁 イヲ

第 150図 H • I区の遺構外出土濯物一石器(5 )一
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第6 2 n日 H ・1[支の遺構外出土遺物

ζ二二コ ζ二二コ

c二〉 54 

日
56 ¥ミーA 口

※いずれも n~恋層堆積土内出土。
57 

NO 1 1\ -I~ Jj出 税制i分科1 主主(mm) 中品 (n日n) J!f~ (mIH) 主t(g) li 1ft 

48 1 134 石 !iy， I 55.8 40.4 10.1 26.5 交 111 岩
49 ] G36 :{-i }I[， I 57.1 41.2 12.2 31.5 2:.武!台
50 ] 136 11 島幸 37.6 9.S 2()曾3 iJe 岩質

1 E:J7 1~ 57 .~ 15.4 6.8 16.9 il~ む íi

52 ] H35 干{ {ii平 59.3 39.1 7.8 21.3 安山岩

rハ:l ] A:l5 ::ri 録 48.3 39.7 11.7 25.5 安山岩

54 1 H21 正i 5[，1 ]02.8 79.1 27.0 297.3 安 111 お
55 ] H32 !広 :fi 1 ]29日 日1.5 日4.1 676.7 

56 ] B36 Jf~ ::{ei I 104.7 呂8.4 45.5 459.0 ::{!'. IiIii 

。 10cm 
日7 K B34 JiJi li I 166.3 41.8 56.6 443.6 lnE 紋

58 ] H32 イiI 114.6 91. 7 58.1 689.8 安 llJ岩

第 151図 H • 11玄の遺構外出土遺物一石器(6 )一
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亡〉 。

亡コ
64 

ζ二二二コ 亡ミコ く:]68 

しJ65
lOcm 

第 152盟 H • I区の濃構外出土遺物一石器(7 ) 
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第4章調査の記録

第 7-1節 J区の検出遺構と出土遺物
焼土遺構と 4去らの陥し穴遺構と土坑 1基が検出された。焼土遺構は黒褐色土層面で、陥し穴

遺構は明黄褐色土の地IlJ面で確認された。

第37号陥し穴遺構 (SKτ41) -第154関-

く位按・確認状況>谷の上位JD13グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土の落ち

込みをみつけ確認した。

<平面形・規模>幅広の溝状を呈している。関口部長軸幅3m36cm .短軸脂51cm、底部長軸幅

3 m 8 cm・短軸rpffi15cmで、ある。確認面から最深部まで、80cmで、ある口

<長制!方向>N-34"-Eを向き、地山田の等高線に平行する。

く坦土の状況〉埋土はおおよそ 5層に分けられる。明黄褐色の地山土塊が下位に厚く充填して

おり、中位から上位には暗褐色土と黒褐色土が交互に堆積している。暗褐色土には獲の崩落と

みられる地山土塊が混在し、下位の明黄褐色土は掘り上げた土の流れ込みとみられる。

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から底部にかけて内側にすぼまり、逆台形状を呈する口

関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況〉底面は平坦である。く遺物ーその他>出土遺物はない。 IEA'

S A.-H=49.8m -. S A' 

@ 

一一一一一~

~. 
黒色(lOYR 2~I) やや般常
時褐色(lOYR九)粗しよう
虫色IIOYR円)柱lしJう
11青褐色(lOYR辻!)視しょ
褐色UOYRL4)ブロゾ
Ii 黒色(lOYR21)組しょ
l， 1 -4・6はシ)~ト質士、 5 
・五 bl幻自111=1-.草色
※スケ 1)ーントーンl土日月黄褐色こl二(lOY1¥ lilj) 
シ}vト粘土質土

EA-.-B=，19.8日1

49.9111 

…一五人

。

/
.
/
A
 

P
U
 

1m 

第154関第37号陥し穴溝橋
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第7… 1節 J区の検出遺構と出土遺物

第38号隠し穴遺構 (SK T 39) -第155図-

く位置・確認状況〉谷の上位にあたる JE13グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面に黒色土

の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸幅2m87cm .短軸I!J高30cm、底部長輯i

幅2m87cm .短軸幅30cmで、ある。確認面から最深部まで 1m 6 cmで、ある。

く長軸方向>N-54
0-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土は大きく 4層に分けられる。下位には黒褐色土が厚く堆積しており。中位

には暗褐色土が、上位には黒褐色土が覆っていた。中位では壁の崩落とみられる地山土塊が混

在していた。

く断面の形状>長軸の断罰形は、関口部から外方へわずかにふくらみをもって広がり、袋状

を呈する。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は波打っている。

く遺物・その他>出土遺物はないD

。

EA 、、
¥ 

EA一一日立ニ49.7m

第155図第38号焔し穴遺構
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第4章 調査の記録

第39号賂し穴遺構 (SK T 40) 一第156図一

く位置=確認状況>谷の上位にあたる JE13グリッド杭北側で、地山の明黄褐色土層面に黒色

土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を している。関口部長軸幅 3m 2 cm .短軸幅28cm、底部長軸

中高 3m26cm・短軸111高8cmで、ある。確認面から最深部まで、80cmで、ある。

く長軸方向>N-62
0

-Wを向き、地山田の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土は黒褐色土がベースであるが、相対的な堅さ、地山粒子の混入の割合から

おおよそ 5層に分けられる。下位には浅黄色の地山土塊がわずかに混在した黒褐色土が充填し

ており、中位には黒色土と黒褐色土が互層で堆積し、上位には黒色土が覆っていたD

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から外方へ緩やかにふくらみをもって広がり、袋状を

呈する。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、

く底面の状況>底面は大きく波打っている。

く遺物・その他>出土遺物はない。

E A-.-H =49. 7m 

。

49.4m 

SA'-H=49.7m 

1m 

一.S A' 

SA' 
/ 

] 然色(lOYR早j)粗しよう
γ 黒色(lOYR?1)粗しよう
2 黒褐色(10YR?3)粗しよう
3 黒色(lOYR列)粗しょう
4 黒褐色(lOYR九)殺しょう
5 黒褐色(10YRち)殺しょう
※いずれもシルト質ニlニ

第 156図 第39号絡し穴遺構
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V字状を呈する。
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~， 49.5m 

49.6m 
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第 7-1節 JI互の検出遺構と出土遺物

第40号陥し穴遺講 (SK T 37) -第157図-

く位置・確認状況>谷の中腹にあたる JGllグリッド西側で、地山の明黄褐色土層部で、黒褐色

土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸Ilf~ 2 m84cm .短軸W~40cm、底部長軸

i幅3m 7 cm・短軸幅6-12cmで、ある。確認弱から最深部まで、90cmで、ある。

く長軸方向>N -44
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土は黒褐色土がベースであるが相対的な堅さ、地山粒子の混入の割合から 7

層に分けられる。下位の黒褐色土に明黄褐色の地山土塊が混在しているおり、上位に行くにし

たがって混入割マ合が減じていた。下位では掘り上げた土が流れ込んでいったものとみられる。

<断寵の形状>長軸の断面形は、壁の中位から外方へわずかにふくらみをもって広がり、袋状

を呈する口短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

<底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。

。

第157図第40号陥し穴遺構
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第4章調査の記録

第20号土坑 (8K24) -第158図一

く位置 e確認状況>J A22グリッド中央で、地山の

みつけ確認した。

面に黒褐色土の落ち込みを

く平面形・規模>関口部は円形を皇し、直径 1111 4 C111で、確認面から最深部まで、42cmで、ある。

く埋土の状況>底面には黄褐色土塊が凹レンズ状に、上位には半円状に黒褐色土が覆ってい

た。

く断面の形状>関口部から底辺に向けてすぽまり、逆台形状を呈する口

く底面の状況〉底面は中央がわずかにくぼみ、中央に産径28cm'深さ30cmの小穴があった口

く遺物・その他〉出土遺物はなしi口

S A--

。 1m 

焼石ー焼土遺構-第159図-

〈主
SA 

-' S A' 

/ 

/ 
50.0m 

158酪第20号土坑

-. S A' 

<位置・確認状況〉窪地の JC15グリッドで、黒褐色土層面で細かく砕けた焼石と焼土の広が

りをみつけ確認した。

範囲は長径4111におよび集石と焼土はi可じ高さで確認された。焼ゴ二回よりも焼けた石が砕け、

散在した範囲のほうが法い。焼土の厚さは 5cm程で、あった口

く年代・その他>向じ高さの黒褐色土層面で、弥生時代後期の土器片が散在しており、同時期

の遺構と考えられる。なお検出後大雨のため水没した上、土が流され、断国図の作成はできな

かった口
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第7-2節 J区の遺構外出土遺物
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第7-2節 J区の遺構外出土遺物

く7

ef) 

O"dloも見。 門仇§

4vh-4ν 
rP 
。1 qコoDq

1m 

丘陵裾部に散布していた出土遺物を土器・石器に分類し、説明を加えたo

z 土 器= 帰属時期で分類し、器形ー部位、文様の特徴を説明して行った。最後に式上

の分類を付記した口第160・161図に実測図を示し、説明は挿図の通し番号で、行った口

[A :縄文時代中期前葉の土器群]一第160図1-6 

1は深鉢の胸部上半であり、頚部討を帯が区画し、縄文原体が上に押圧される。

2は深鉢の胴部上半でイ屯文原体の押圧が低い睦帯に刻まれる。 は押圧縄文が平行にある。

3は深鉢の胴部の破片であり、粘土の隆帝が区画し、結節縄文が施される。

4-6は胴部破片であり、 4は横位に結節が、 5は縦位に結節が走る縄文が施されている。 6

は羽状縄文が施されている。

[B :縄文時代後期前葉の土器群] -第160図7

7は鉢の口縁部破片である。 折り返しの口縁となり、沈線による文様がヲ|かれている。

[C :縄文時代後期中葉の土器群]一第160国8・9-

8は波状を呈する鉢の口縁であり、口唇にそって 2本の沈線があり、中に刻みが充填される 0

9は室長部の破片で、上位は無文帯で、盛り上がったところに短い縄文が充填される。
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第4章調査の記録

[D :縄文時代晩期の土器群] -第160図ll~17-

IIは深鉢あるいは鉢の口縁で、沈線で羊歯~犬文が描かれている。

12は鉢の口縁部で口唇に突起が付く、その下にも痛状の突起が貼付されている D

13 . 14は口縁に平行する沈線がめぐる。

15・16・17は縄文土器の底部である。後期から晩期の時期に属する。

*llは大潟BC式に比定される。

[E :弥生時代後期の土器群] -第160図18~31、第160図32~46

器壁が薄く、器面に出凸がある。小さい破片で器形は判然としない。

18は口唇に連弧文、その下の口縁上位に二段の交互刺突文を巡らしている。

19は頚部の下に 2段の交互刺突文が付されている。交互刺突文は 2本の沈線開に入る 0

20は口唇よりわず、かに下に 3本の沈線がヲ|かれ口棒状工具で縦列の線をいれている口

21・22は横位に沈線が引かれているもので、 21は胸部中位に、 22は頚部の下にあたる。

23~26は胴部に細い沈線で、変形工字文が描かれている。

27~31はいずれも口縁部の破片である。

32は底部から丸みをもって立ち上がり、腕部中位がふくらみ球形を呈する蜜である。腕部は縦

の条間関が広い撚糸文が施され、底辺部は横方向に変化している。破片をみると口縁部は横位

に変化するものとみられる。

33~43はいずれも胴部の破片で、 33~37は縦位と横位の撚糸文が交叉している。

38~40は条の間隔が狭い撚糸文を、41~43は条問備が広い帯状の撚糸文を施している。

44~46は底部の破片である。底辺部は横位に撚糸文が施されている。

[F :古代・中i止の土器]-第160図47・48-

47は須恵器撃の服部破片で、外面に格子状の叩き自が内面は矢羽根状の当て板痕が残っている 0

48は摺鉢の口縁部で、内面に櫛白状の卸し目がヲ|かれている。

*47は平安時代に、 48は14世紀頃の年代が推定される。

ロ若器= 石器の形態分類はA区の分類に準拠し、形態上・調整加工の特徴を明記した。第

162閣に実測図を示し、通し番号で説明する。

1は石匙である。短冊形で、つまみが大きい口

2 • 3はわずかな調整が施された剥片石器である。

4・5は磨製石斧でいずれも欠損している。

6・7は凹石で、 6は両面に凹をもち、 7は偏平な誼にわずかな凹部をもっO

8は偏平な広い部分に磨閣をもっ丸石である。

*石匙をはじめ縄文時代に属すると推定される。
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lOcm※いずれも II-沼周堆積土内出土。

第160図 J区の遺構外出土遺物一土器(1 )ー
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※いずれも II-直層堆積土内出土。

第161図 J区の遺構外出土遺物一土器(2 ) 
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第7-2節 J区の遺構外出土遺物
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※いずれも rr-阻臆堆積土内出土。

第162図 J区の遺構外出土遺物一石器…
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第4章調査の記録

第8-1節 区区の検出遺構と出土遺物

南北二つの小さな丘陵部とその周囲の斜面が調査対象地であり、南東側で 1. J区と接して

いる。二つの丘陵上部を中心に、住居跡 1軒、土坑30基、焼土遺構2基、また、南側の丘陵上

部とその北側の斜面で焔し穴遺構6基が検出された(第163図)口

南側の丘陵部から}II震に検出遺構を説明する。遺構断面図の埋土部分で、明確な地山(壁の崩

落など)あるいは主として地山に由来するとみられる部分はスクリーントーンで示した。また、

遺構毎に遺構内出土遺物の説明も加えた。

第2号縄文住居跡 (SI 07) 第164図一

く位置・確認状況>KH18グリッドにある。地山の明褐色土層面で焼土を検出、その後周辺の

精査で2個のピットを確認し住居跡と判断した。西側は調査区外に延びるものと考えられる口

第21・22号土坑に切られている。

く平面形・規模>2倒のピットと焼土を含む範閤であるが、全体は不明である。 2伺のピット

の間隔が1m80cm、このピットを結ぶ線から焼土まで 1m20cmで、ある。

く堆積土の状況>調査区際の土層観察によって、壁の遺存とあわせて検討した。良好な壁はと

らえられなかったものの、この部分では盟層相当の暗褐色土が薄く遺存しており、埋土であっ

た可能性がある口

く壁・床面の状況>壌は検出できなかった。焼土の確認面となった床は、堅く平坦である。

く柱穴>2個確認され、径20cm前後、床面からの深さは40cm前後で、ある。

く炉跡>掘り込みは伴わない。焼士面は調査区外に広がるが、調査範間内では長さ50cm、幅

15cmほどの広がりがある。

く遺物陰その他>出土遺物はない。

第21号土坑 (sK35) -第164図-

く位置・確認状況>KH18グリッド西側で、第22号土坑を精査中にプランの違う暗褐色土をみ

つけ確認した。第22号土坑に切られている。

く平面形・規模>関口部は円7!~ を呈していたと考えられる。直径55cmで、確認、面から底面ま

で深さ23cmで、ある G

く埋土の状況>~壁土は 3 層に分かれる。日音褐色土と褐色土が主体で地山土と炭化物がわずかに

混入する。下位には周聞の地出に由来するこぶし大の地山土塊が混在していた。

く断面の形状>関口部がやや広く、底部が狭い逆台形状を呈する。

く底面の状況〉底聞はほぼ平坦である。

く遺物・その他>埋土下位より受熱破損した剥片が1点出土した。他の遺構に比べ炭化物が多
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第8-1節 K区の検出遺構と出土遺物

SA.- H=55.6m -SA' 

。一第2号縄文住居跡ー1 U音褐色(lOYR与ミ)やや綴密
2 暗褐色(10YR'13)やや綴筏
3 褐色(lOYR'Hi)やや鍛造= 地山二!二流混在
※いずれもシルト質土

SA' 

S B'-

、SC'

SB- H=55.9m -'SB' 

-~22号土坑ー\

一SC'
I a 泉色(lOYR ~/1) 秘しよう 旧耕作土
I b 黒色(lOYR2i)粗しよう !日新。作土
I c 黒褐色(lOYR?言)越しょう !日耕作土
1 ~藍色 (10YR 2 í) 粗しよう
2 U音褐色(10YR九)粧しよう
3 黒褐色(10YRねj籾しよう
4 黒褐色(lOYR勺)粗しよう 池山土粒子混在 ρj1fグι 1¥ 
5 黒褐色(lOYR?<，i)粗しよう U試)~仁子~ 11 

f臨-5品目出 盛静 U
B 黒褐色(10YR九)粗しょう 日

9 褐色(7.5YR%)やや級密
10 褐色(7.5YR九)やや級禽
11 褐色(lOYRV6)渡しょう 〈

12 褐色(7.5YR九)綴密 。対 II 
13 融 (7.5Y R'Vj)やや糊 総 II
14 褐色(7.5YRμ)級密 下ふ II15 褐色 (íÒ~/R"4.~ï やや綴密 主込!~\、什
i7EZEiiiJ目立器 忍蕊 1)S =Ya 
※いずれもシルト質土

ド

※スクリーントーンは明黄褐色の地山土に由来

第164図 第2号縄文住居跡、第21号・第22号土坑

く混在しているが、遺構の位置が第2号住居跡の炉に近い点から、炭化物及び出土した斜片は

第2号住居跡に由来するものと考えられる。この点で本遺構は第2号住居跡と同時もしくはそ

れより新しいと判断した口

第22号土坑 (SK29) -第164図-

く位置・確認状況>KH18グリッド西側で、地山の明黄褐色土層面で黒色土の落ち込みをみつ

け確認した。第21号土坑を切っている。西側は計画路線外であり、調査を行っていない口

く平田形・規模>ほほ円形を呈する。関口部は径 1m54cmで、ある。底部は関口部と同心円の

位置で関口部より若干広い。確認面から底面まで深さ 1m50cmで、ある。

く埋土の状況>底聞に一様に暗褐色土が堆積し、それを褐色土と暗褐色土が互層をなして覆う。

上位中央に地山に近い黄褐色土の堆積があり、これは人為的に投げ込まれた可能性がある。

く断面の形状>関口部から中位にかけてゆるくくびれ、その後底部に向かつて外にはる。本来

は関口部が小さく、フラスコ状を呈したものと考えられる。

く底面の状況>底面中央がゆるくくぼむ。
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第4章調査の記録

く遺物ーその他>埋土上部より土器細片5点が出土したD いずれも摩滅している。 1は磨消縄

文により文様を描くものであろう。 2は縄文が施文された胴部破片で、ある。

第23号土坑 (SK36) -第165図一

く位置鑑確認状況>KG18グリッド西側、地山の明黄褐色土層面で褐色土のしみをみつけたが、

プランが明確にならず、試掘溝によってプランを確認した。

く平面形・規模>関口部は円形を皇し、直径 1m 65crnで、ある。底部は関口部よりやや広がる。

確認面から底面まで深さ25crnで、ある口

く埋土の状況>底面にはごく薄く暗褐色土が堆積しているが顕示できなかった。その上に厚く

黄褐色土が堆積する。この部分には地山土塊が斑に混入しており、人為的埋土と判断した。

く断面の形状>開口部に対して、底部がわずかに外にはり出す。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他〉埋土下位の暗褐色土層上面で土器片 1点と石匙 1点が出土した口共に流入し

たものであろう。 1は半裁竹管により鋸歯状のモチーフを描く。縄文中期前葉のものである。

第24号土坑 (SK F 47) 第165図一

く位置・確認状況>KF17グリッド北東側にある。地山上面では遺構プランは見えなかったが、

KFラインに設定した試掘溝で確認した。第41号陥し穴遺構と重捜し、本遺構が古い。

く平面形・規模>関口部は円形を呈し、直径2m20crnで、ある。確認面から底面まで深さ80crn

である。

く埋土の状況>底面に薄く褐色土が堆積し、その後壁の崩落や風化による堆積層がある。上位

は地山土を混入する褐色土が厚く堆積し、人為的埋土と判断した。

く断面の形状>関口音防〉らほぼまっすぐに落ち込み、底部が少し外にふくらむ口

く底部の状況>底面は平坦である。く遺物。その他〉出土遺物はない口

第25号土坑 (SK 53) -第165図-

く位置・確認状況>KG17グリッド南東側、地山の明黄褐色土層面で褐色土のしみをみつけ、

試掘溝によってプランを確認した。

く平面形・規模>関口部は楕円形を呈する。長軸方向が東西であり、長径 1m 70crnで、ある。

底部は関口部に対し北に偏って広がり、楕円形を呈する。属部の長軸方向は南北であり、長径

2 m 5 crnで、ある。確認面から底部まで深さ94crnで、ある。

く埋土の状況>底聞から中位まで壁の崩落や風化による黄褐色土と褐色土が堆積する。上位は
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K区の検出遺構と出土遺物
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※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは業褐色の:!lli山土に由来

SA' 

一第24号土坑一

SA-H=56.1m 

第23号@第24号ー第25号土坑第165図

地山土を混入する黄褐色土が摩く堆積し、人為的理土と判断した。

く断面の形状>北西側は関口部から中位までまっすぐ落ち込み、底部が外に大きくふくらむ。

南東側では関口部から底部までまっすぐ落ち込む。く底障の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。なお、底部付近で検出した炭化物を年代測定試料とした。
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第4章調査の記録

第26号土坑 (SK F 25) -第166図一

く位置・確認状況>KG18グリッド北東側、 i斬移層の褐色土層面で黒色土のプランを確認した。

<平面形ー規模>関口部はほぼ円形を呈し、直径2m10cmで、ある口底面はほぼ同心円の位置

で関口部より広がっている。確認面から底面まで深さ 1m85cmで、ある。

く埋土の状況>埋土中央下半では薄層が互層をなし、土坑縁辺部には壁の崩落による堆積層が

顕著である。上位でも褐色土から黒褐色土の)11震に堆積している。

く断面の形状>遺存状況で関口部に対し底部が広い袋状を呈するが、理土断面で壁の崩落を観

察しており、本来はフラスコ状を呈したものであろう。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>埋土下位より土器片 1点、上位で剥片 1点が出土したが、周囲からの流入で

あろう。 1は縦方向に結節縄文が施される。胎土中の砂粒も少なく、縄文中期前葉のものであ

ろう。なお、土坑底部でややまとまった炭化物が検出され、それを年代測定試料としたD

第27号土坑 (SK F 28) -第166図-

く位置・確認状況>KF18グリッド西側、地山の明黄褐色土層面で暗褐色土プランを確認した。

<平面形・規模>関口部はほぼ円形を呈し、度径1m80cmで、ある。底面は関口部とほぼ同心

円に広がる。確認面から底面まで深さ 1m35cmである。

く理土の状況>底部に褐色土が凸レンズ状に堆積し、それを壁の崩落や風化とみられる明黄褐

色土が覆う。上位は地山土塊が斑に混在する褐色土で人為的理土の可能性がある。

く断面の形状>遺存状況では関口部から底部までほぼまっすぐ落ち込むが、本来はフラスコ状

したものと考えられる。

く底面の状況>底聞は平坦である口

く遺物 eその他>出土遺物はない。

第28号こと坑 (SK27) 一第166図一

く位置・確認状況>KF18グリッド南西側で、暗褐色土層中に炭化物を多く混入する黒褐色土

のプランを確認した。第27号土坑の南東側上部にあたる。

く平面形・規模>全体が卵形を呈する。南北方向に長軸があり、長径40cmで、ある。確認面か

ら底閉まで深さ 4cmと浅い。

く埋土の状況>黒褐色土 1麿であり、焼土や小枝大の炭の固まりを多量に混入する。

く断面の形状>浅い血状を呈する。く底面の状況>底面はゆるくくぼむ。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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、
¥ 

/ 
/ 

¥ 
¥ 

/ 
/ 

1 
1 

/ 

1 黒色(lOYR~/l) 粗しよう
2 I暗褐色(10YR ')，3)粗しょう
3 黒褐色(10YR %)やや綴密

4 a音褐色(lOYR九)やや綴密
5 褐色(10YR'~4) 綴密
感日

6 I清褐色(10YR封)やや綴密

7 褐色(10YR勾)やや級密

8 n音褐f3(10Y R ~<í) やや綴後
日 褐色(10YR九)やや綴宥

10 褐f3(10YR%)やや綴密

11 黄褐色(10YR九)やや綴密

12 褐色(lOYR1古)やや綴密
13 褐色(10YR勾)やや級密

14 褐色(10YR九)やや綴密

15 J者褐色(10YR%)やや綴密
16 黄褐色{10YR一色)やや殺密

17 黄褐色(10YR%)やや綴密

18 褐色(10YR九)やや綴密

19 褐色 (10YR'~<;) やや綴密
※いずれもシルト質土

※スクリーントーンは明資褐色の池山土に由来

m 

在)

SA' 

第8-1節 K区の検出遺構と出土遺物

SA 

一第27号土坑一

階褐色(10YR%)やや綴密

11音褐色(10YR%)やや綴密

3 褐色(7.5Y R 1<i)やや綴密
4 褐色(10YR九)やや綴密
※いずれもシルト質土

(主)

56.0m 

※スクリーントーンは明黄褐色の地山土に由来

SA 。⑧
一第28号土坑ー

1 県褐色(10YR九)粗しょ
焼土

※シ)t，.ト質土

S A' 

SA' 

/ 

第166図 第26号・第27号・第28号土坑
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第4章調査の記録

第29号土坑 (SK54) -第167図

く位置・確認状況>KD17グリッド南東側にある。:1:也山明黄褐色土層面の遺構:確認精査では遺

構を確認できず、第30号土坑の調査時に第30号土坑の掘形から東にふくらむ埋土を見つけ、

度地山面での精査を行い黄褐色士プランを検出した。西側は第30号土坑に壊されており、第29

号土坑が古い口

く平面形・規模>遺存する部分の関口部は半円形で、直径1m10cmで、ある。確認面から底面

まで深さ47cmで、ある。く埋土の状況>炭化物や自色の地山土塊を含む黄褐色土1層である。

く断面の形状〉広めの関口部から、北側ではほぼ垂直に、南側では緩やかに底部につづく。

く底面の状況>底面は平坦である。く遺物・その他>出土遺物はない。

第30号土坑 (SK31) -第167図

く位置・確認状況>KD17グリッド南東側、地山の明黄褐色土層面で褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は円形を呈し、直径1m80cm、確認面から底面まで、深さlm45cmで、ある D

く埋土の状況>埋土下半は薄層が互層をなし、周囲の地山に由来する自然堆積層と判断した。

上位は地山土塊が斑状に混在する黄褐色土が厚く堆積する。この部分は他の土坑を掘った際の

排土が埋め込まれたものと考えられる。

く断面の形状>関口部に対し、底面がわずかに外にはり出す。

く底面の状況>底面は平坦である。また、北東よりに直径18cm、深さ60cmのピットがある。

く遺物・その他>埋土上位から石鍛1点、剥片 5点、機2点が出土し、石鍛のみ図示した。

第31号土坑 (SK40) -第167図一

く位置・確認状況>KD17グリッド西側にある。地山の明黄褐色土層面では遺構の存在を確認

できず、第30号土坑の断ち割りに伴い、第32. 33号土坑とともに断面で確認した。このため、

プランの南東側 2/3は断ち割りの際に破損した。図中の方形の区画が断ち割りした部分であ

り、第31~33号土坑の区画内のプランは推定様である。遺構を確認した断面の状況で、第32 . 

33号土坑との重複が確認でき、本遺構は第32号土坑より新しく、第33号土坑より

く平面形・規模>関口部は円形を呈したものと推定される。推定直径1mで、確認面から底面

までj菜さ 1m20cmで、ある。

く理土の状況>埋土下半は薄層 をなす。基本的に崩閣の地山に由来する自然堆積層であ

る。上位はやや大粒の地山土塊を混入しており、人為的理土と判断した。

く断面の形状>関口部に対-し、底部が外にはり出す。く底面の状況>底面は平視である。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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草)

〈ご:.:> S =% 

1. 第30号二仁坑埋土内

SA'-H=56.7m 

句、l
J

¥
 

ー
守、
、、
、、、、
、白

1 a奇褐色(7.5Y R九)やや絞密
2 褐色(lOYR九)やや綴密
3 褐色(lOYR'~~) やや綴禽⑧4 黄褐色山内側
5 黄褐色(lOYR%)やや綴密
6 明褐色(7.5YR%)やや綴密
7 明褐色(7.5YR%)やや鍛密
8 褐色(lOYR九)やや紋密
9 明褐色(7.5YR%)やや綴密
※6・7. 9層は砂シJレト質土、
他はシルト質土
※スクリーントーンは賞褐色の
池山土に白来

SA' 

_-ーーー~一

S B._ H =56.6m 
1 褐色(7.5YR%)絵密地山土塊混在
2 褐色(lOYR'hil綴管地山ニiょ掠混夜
渓 1・2はシルト質土
※スクリーントーンは黄褐色の地山土に由来

_'S B' 

SA 

-第34号土坑一

l 褐色(lOYR九)綴密
2 褐色(lOYR<Y，;)綴密
3 褐色(lOYR勾)綴密
4 ]者褐色(lOYR%)綴'ili'
m 5 褐色(lOYR%)綴密
※1・4・5は砂シルト質土、他はシルト質土
※スクリーントーンは明裁褐色のj也山土に由来

褐色(lOYR勾)やや綴密 地山土流混在
掲色(lOYR')<i)やや綴密地山土塊混在
褐色(lOYR<Y，;)やや綴密
褐色(lOYR九)やや綴密
褐色(lOYR%)やや綴密
黄褐色(lOYR%)やや綴努
7 黄褐色(lOYR九)やや綴密
※1・4・6・7I習は砂シルト質土、
{也はシルト質土
※スクリーントーンは明'!Jt褐色の地山土に由来

1 褐色(lOYR%)綴密
※シルト質土
※スクリーントーンは明黄褐-Bの地山土に由来

第167図 第29号・第30号・第31号・第32号・第33号・第34号土坑
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第4章調査の記録

第32号土坑 (SK41)第167図

く位置 e確認状況>KD17グリッド北西側にある。第31号土坑と同様に第30号土坑の断ち割り

に伴って確認した。第31号土坑と重複する口埋土断面では、埋土が第31号土坑側に崩れている

点が観察でき、本遺構が古い。第30号土坑の断ち割りの際に遺構の 1/8を破損した。

く平田形・規模>関口部は楕円形を呈し、長窪1m28cm .推定短径1m 10cmで、あるが、構築

時の関口部はより小さい円形を呈したものであろう。確認面から底面まで深さ55cmである。

く埋土の状況>埋土下半は互層状の堆積を示す自然堆積層、上位は地山土を多く混入する黄褐

色土であり、人為的埋土と判断した。

く断面の形状>遺構南側は第31号土坑の影響で崩れているが、全体としては関口部に対し、底

面がわずかに外にはり出す。く底面の状況>底面は平坦である口

く遺物・その他>埋土上位で、 2の背渡両面の一部に微小剥離痕のある剥片が1点出土した。

なお、底部付近より出土した炭化物を年代測定試料とした。

第33号土坑 (SK52) -第167図-

く位置・確認状況>KD17グリッド南西側にある。第31・32号土坑と同様に第30号土坑の断ち

割りに伴って確認した。その後、地山田でのプラン確認精査を繰り返したが、平面プランを明

確にできず、試掘溝によって遺構プランを把握した。東側に張り出す部分があり、別遺構であ

る可能性も考えられたが、遺構の切り合いなどを明確にできなかった。但し、底面も張り出し

部分は緩く段をもって低いため、ここでは西側の大きいプランをA、東に張り出すプランをB

として記述する。なお、第30号土坑の断ち割りの際にAの一部と Bを大きく破損している。

く平面形・規模>Aの関口部は楕円形を呈する。北西・南東方向に長軸があり、長径2m

63cmで、ある。確認面から底面まで深さ 1m12cmで、ある。また、 Bの関口部は推定径90cm程の

半円形と考えられる。確認面から底面まで深さ 1m20cmで、ある。

く埋土の状況>埋土下半は周囲の地山に由来する自然堆積層、上位は大きい地山土塊を斑に含

み、人為的埋土の状況が顕著である。

く断面の形状>Aは広めの関口部から、土坑中{立がやや狭くなり、底閣が外に張り出す。遺構

構築時にはより小さい関口部と頚部をもっフラスコ状であったと考えられるが、上部の風化・

崩落の結果であろう。 Bも康面がわずかに外に張り出す。

く底面の状況>Aの底冨は全体に小さな凹凸があるがほぼ平坦である。底面の精査によって、

両端に不整形な落ち込みを検出したが、この落ち込みは埋土上位に類似した地山土塊を含む褐

色土が埋められており、遺構使用時点では底面は平坦であったものと判断した。 Bの底面はほ

ぼ平坦であるが、北東方向に緩く傾斜する。また、北東の縁に深さ12cmで、関口部側に傾く
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ゼットがある。く遺物・その他>B床面においてこぶし大の礁1点が出土したD

第34号土坑 (SK42) -第167図一

く位置 e確認状況>KC17グリッド南東側、地山の明黄褐色土層面で褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は円形を呈し、直径 1m65cmで、ある。底部は関口部に対しやや北西

に偏って広がる。確認面から底面まで深さ50cmで、ある。

く埋土の状況>埋土下位の壁側に壁の崩落土とみられる黄褐色土が、中央には厚く褐色土が堆

積する。く断面の形状>関口部に対し、底部がわずかに外に広がる。

く底面の状況〉底面は平坦である。く遺物・その他>出土遺物はない。

第168図 第35号土坑内出土遺物
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第4章調査の記録

第35号土坑 (SK F 37) 第168. 169図

く位置・確認状況>KD. KE18グリッド北側、地山の明黄褐色土層面で暗褐色土のプランを

確認したD 第44号絡し穴遺構により切られている D

く平面形・規模>関口部は円形を呈し、直径 1m80cmで、ある。底部は関口部に対し東に偏っ

て広がる口確認面から底面まで深さ 2mである。

く埋土の状況>埋土下半の壁側は壁の崩落土とみられる口中央は地山土と褐色あるいは培褐色

土がほぼ五層に堆積する口上位を覆う褐色土中には地山粒子の混入が著しく人為的埋土の可能

性がある。

く断面の形状〉関口部より、底部がつよく外にはり出す。本来はより小さな関口部で、いわゆ

るフラスコ状を呈したものと考えられる。く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>埋土中位から剥片 1点、底面に接して 7個の1擦が出土した。磁の内 4値には

磨面が認められ、第168図に示した。

第36号土坑 (SK30) -第169図-

く位置・確認状況>KC17グリッド北側、地山の明黄褐色土層面で暗褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は略円形を呈し、直径 1m94cmで、ある口底部は関口部に対し北東に

偏って広がる口確認面から底面まで深さ 1m20cmで、ある口

く埋土の状況>底面に薄く褐色土が堆積する。その上には地山土に近似する黄褐色土が厚く覆

う。壁面との比較で、援j努に壁の崩落と判断できる部分もあるが、全体に薄層が互層をなす層

状とはならず、人為的埋土の可能性がある。

く断面の形状>関口部から中位でややくびれ、中位から底部は外に広がる。

く底面の状況>底面はやや凹凸があり、中央部に浅いピット状の凹みがある。

く遺物・その他>出土遺物はない。

第37号土坑 (SK32) -第169図

く位置・確認状況>KB18グリッド北側の地111明黄褐色土層面で、褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は円形を呈し直径1m56cmで、ある。底面まで深さ84cmで、ある。

く埋土の状況>底面に褐色土が薄く堆積し、接i禁下位には地山に由来する明黄掲色土が堆積す

る。上位は地山の大きな塊を含む褐色土であり、この部分は人為的埋土と判断した。

く断面の形状>関口部より底面がわずかに外にはり出す。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>遺構確認時に1の出石1点と黒耀石の剥片1点が出土した。
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第4章調査の記録

第38号土坑 (SK 38) -第170・171図一

く位置 e 確認状況>KB17グリッド北東側、地山の明黄褐色土層面で褐色土プランを確認した。

精査の結果、底面に段差があり 2基の重複と判断した。底面の高い方をA、低い方をBとする口

埋土の断面観察から Bが新しい口

く平面形・規模>関口部は不整な楕円形を呈する。南北方向に長軸があり、長径2m40cmで、

ある。関口部の南よりに中心のあるAの底面は、推定プランがほぼ円形で径 1m90cmで、ある O

Bの底面は関口部の西端に中心があり、底径 1m66cmで、ある。確認面から底面までの深さは

Aが1m、Bカ，-1 m37cmで、ある。

く埋土の状況>A側では底面に褐色土が堆積した後、黄褐色土と褐色土がそれぞれ薄く互麗を

なす。 B側の理土下半は層状がA側に類似する。関口部中央からB側埋土上半は地山土塊が斑

に混入する黄褐色土で、人為的理土と考えられる。

く断面の形状>遺存する部分は、 A.Bともに関口部から中位にかけて緩くくぴれ、その後底

部まで外側に広がる口 B側の方が下半の広がりが大きい。

く底面の状況>A側底面は多少凹凸があり、 B側は平坦である。

く遺物・その他>埋土中より第171図11が出土した。 11は背面倒辺に微小剥離痕がある。

第39号土坑 (SK 33) -第170・171図一

く位置・確認状況>KB19グリッド北東側、 i斬移膚の褐色土層面で黒色土プランを確認したD

く平面形・規模>関口部は楕円形を呈する。南北方向に長軸があり、長径 1m 70cmで、ある。

底部は関口部に対し東に偏って広がっており、やはり楕円形を呈する。確認面から底面まで深

さ1m60cmで、ある。

く埋土の状況>底面藍上に明瞭な炭化物の層があり、底面から中位にかけて、褐色土と明寅褐

色土が互層に堆積する。!日地表面と壁の崩落あるいは風化に由来するものと考えられる。埋土

中位の褐色土には、斑に地山土塊が混入しており、人為的埋土の可能性がある。上位は黒褐色

土ないし黒色ごとに覆われる。

く断面の形状>関口部から中位までほぼまっすぐ落ち込み、中位から底部にかけて外側に広が

る。本来はフラスコ状を呈したものと考えられる。く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>確認面から埋土上位で土器16片(6個体)、剥片石器と剥片 6点が出土し、

底面から磯2個が出土した(第171図)0 1・2は沈線区画にそって縄文が施される。大木10式

のものである。 3~ 5は縄文のみが施文される口縁部と体部の破片である。 4・5は胎土中の

砂粒が少なく 1よりは古い可能性がある。 6・7は底部であり、 7の底面には雑な網代痕があ

る。胎土及び器面の砂粒が顕著で、ある。 8は背面の側辺に連続する二次加工が施されている。
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第8-1節 K区の検出遺構と出土遺物

@ G主 SA' 
/ 
/ 

、、、、、
、
、、、

-. SA' : 

j 

J 

J 
J 
J 
J 
ノ
ノ
J 

57.2m 

、、、、、、、、ノ/

~/ 
------一一~I

'.'λ/ど、<，、J、、、、 1I ~ ....... _ 

¥、、一一---ー← メ1I " 、、、¥、 了一一二二~~ノ ¥ 

一第38号土坑一 、一----二一一ー

SA¥  

57.0m 

=SA 

SA 

…第39号土坑一

S A--H = 57 . 6m _. S A' 

SA叩 H=57 .5m 
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2 黒褐色(10YR九)籾しょう
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4 褐色(10YRt-:i)粗しよう
5 精褐色(10YR%)殺しょう
6 褐色(lOYR 1'4) *且しよう
7 褐色(lOYR'!.;!)粗しよう 地山土沈混在
8 褐色(lOYR %)親しょう
9 褐色(10YR九)組しよう
10 縄色(10YR九)粗しよう
11 褐色(lOYR 'hj)粗しょう
12 にぶい賛褐色(lOYR九)やや放後
13 にぷい黄褐色(10YR%)やや綴密
14 褐色(10YR1'4)やや級密
15 褐i!':.(lOYR九)やや綴密
16 褐色(lOYR '!<j)やや綴密
17 褐色(10YR 1<j)やや綾密
※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは明黄褐色が主体の地UJ土に由来
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にぶい賞渇色(10YR'!';j)やや綴密
褐色(10YR九)やや綴密 H苦縄色土・ 2者褐色土混在
褐色(10YR九)やや綴密
褐色(10YR'!<;)やや綴密 日音褐色土・黄褐色土混干E
f話色(lOYR '~/6) やや綴密
褐色(10YR 1~) やや綴密
9 褐色(lOYR九)やや綴密
10 J1を褐色(10YR%)粗しょう
1] 暗褐色(10YR勾)粗しよう
12 Jl音褐色(10YR ~4) 殺しよう
13 にぷい裁褐色(10YR%)粧しょう
14 褐色(lOYR九)粗しよう
※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは明裁褐色・ tlt褐色が主体の地山土に由来

打1

第170図 第38号・第39号・第40号土坑
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第4章調査の記録

人 トーゴ

5 

7 

仁二フ

-4512ム

。
仁三〉

第171圏 第38号・第39号土坑内出土遺物

9は折損しているが、料片の末端にわずかに二次加工が施されるむ 10は背面側の末端にわずか

に微小剥離痕がある。

第40号土坑 (SK F 43) -第170図一

く位置・確認状況>J H21グリッド南東側、地山の明黄褐色土層面で暗褐色プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は円形を皇し、産径92cmである。底面は関口部に対し西に偏って広

がる。確認前から底面まで深さ 1m52cmである。
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第8… l節 K区の検出遺構と出土遺物

く埋土の状況>底面にうすく褐色士が堆積し、それを壁の崩落とみられる明黄褐色土が覆う。

その上位には、主として褐色土、黄褐色土、明黄褐色土が混在する。黄褐色・明褐色土の土質

も壁面に観察される地山とはやや異なり、人為的埋土の可能性がある。

く断面の形状>関口部が狭く、底部に向かつて広がる。く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。なお、思土下位に検出した炭化物を年代測定試料とした。

第41号土坑 (SK45)一第172・173図

く位置・確認状況>KD28グリッド南西側の困層暗褐色土中に遺物の集中を見つけ、その後地

山の明黄褐色土層面で黒褐色土プランを確認した。

<平面形・規模>関口部は不整円形を呈し、直後75cm前後で、ある。確認面から嵐面まで深さ

80cmである。

く埋土の状況>埋土下半は褐色土の単層であり、埋土上位には、遺物の集中が認められる。下

位層は、壁の崩壊土である壁側中位の層が落ち込む以前に堆積している点から人為的埋土の可

能性がある。上位の遺物の集中は、浅い凹地となっていた部分への遺物の廃棄と考えられる。

く断面の形状>関口部が狭く、長さ20cmほどの頚部が残存し、底面が広くなるいわゆるフラ

スコ状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。北端に径56cm、深さ15cmのピットがある。

く遺物・その他>遺物は、床面で土器片 1点とこぶし大の磯3個が出土したほか、埋土上位で

遺構プランの中央に集中しており、土器片113点、剥片 7点が出土した(第173図)0 土器片に

は細片が多いが8僧体は識別される。 5は半裁竹管によって縦位の沈線が51かれる。中期前葉

のものと考えられる。 2・3・6" 1・4は同一個体であり、いずれも沈線区商と磨消縄文で

文様を構成する口大木10式のものである。 7は折り返し口縁で、口縁部が肥厚する。体部に縦

位の結節が走る縄文が施される、 8~10は縄文のみが施文される。 8 ・ 9 は同一個体である。

7 ~10 も縄文中期後葉のものと考えられる。

第42号土坑 (SK46) -第172図-

く位置・確認状況>KD27グリッド北西側、地山の明黄褐急土層面で褐色土プランを確認した。

また、確認プランの東側に褐色土の張り出す部分が認められ、重複する第43号土坑と合わせて

確認した。埋土断酒の観察から本遺構が古い。

く平面形・規模>東側の一部が壊されているが、関口部はほぼ円形を呈したものと考えられる。

推定径 1m30cmで、確認面から底面まで深さ30cmで、ある口

く埋土の状況>炭化物をわずかに含む暗褐色土の単層である。
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第 172図 第41号・第42号・第43号・第44号土坑
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第 8 1節 K区の検出遺構と出土造物
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第173図 第41号・第43号・第44号土坑内出土遺物
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第4章調査の記録

く断面の形状〉関口部から底面にかけてゆるく丸みを帯びる。

く盛・底面の状況>底面はほぼ平坦である。く遺物・その他〉出土遺物はない。

第43号土坑 (SK48) -第172・173図-

く位置・確認状況>KD28グリッド北側で、重複する第42号土坑の検出時に確認した。

く平面形・規模>関口部は風化により不整な円形を呈しており、直径70cm前後で、ある。確認

面から底面まで深さ98cmで、ある。

く埋土の状況〉埋土下半は暗褐色土の単層であり、その後に褐色土の堆積が見られる。下位層

は第41号土坑に類似した堆積状況から、人為的埋土の可能性がある。

く断面の形状>フラスコ状を呈する。く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>遺物は床面で11の土器が出土し、他に埋土上位から土器6片(5個体)、機

片、フレーク 1点が出土した(第173図)0 11は櫛歯状工具による条線が縦位に施される鉢形土

器である。縄文後期のものと考えられる。 12は縄文の施文された口縁部破片である。なお、底

部で検出した炭化物を年代測定試料とした。

第44号土坑 (SK49) -第172. 173図-

く位置。確認状況>KD28グリッド北東側、地山の明黄褐色土層面で黒褐色プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は楕円形を呈する。ほほ南北方向に長軸があり、長径 1m40cmで、あ

る。確認面から底面まで深さ 1m25cmで、ある口

く埋土の状況>埋土下半は薄層が互層をなし自然堆積層と考えられる。埋土中位に地山土塊が

多く混入し、人為的埋土とみられる堆積層がある口

く断面の形状>関口部に対し、底面が外にはり出す。

く底面の状況>底面は平担であり、南西端に箆35cm、深さ15cmのピットがある。

く遺物・その他〉埋土上位から土器8片(51国体)、黒耀石の剥片 1点、埋土下位で操3個が

出土した(第173図)014は縄文土器底部。 15・16は確認面で出土したロクロ土師器護の口縁部

と体部の破片である。

第45号土坑 (SK51) -第174図

く位置・確認状況>KE27グリッド中央、地山明黄褐色土層面で暗褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は不整楕円形を呈する。東西に長く、長径 1m15cmで、ある口確認面

から底面まで深さ34cmで、ある。

く埋土の状況>全体に褐色土が堆積し、南半の上位を暗褐色土が覆う。
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第8 1節 K区の検出遺構とa't土遺物

く断面の形状>関口部が広く、丸みを帯びて底面に続く。

く底面の状況>底面はおおむね平坦で、ある G

く遺物・その他〉埋土上位より土器小片 2点が出土し、 1点を図示した。 1は縄文が施文され

た胸部破片である。胎土の砂粒がやや多く縄文中期後葉のものと考えられる。

第46号土坑 (SK 39)一第174図ー

く位置・確認状況>KH21グリッド中央、 E層の黒褐色土層面で、暗褐色土プランを確認した。

く平面形・規模>関口部は不整円形を主し、直径60cm前後、底面まで深さ15cmで、ある。

く埋土の状況〉第28号土坑に類似し、炭が充填されている。

く断面の形状>関口部から小さな底面にすほまる口

く底面の状況〉底面はやや丸くくぼむ口

く遺物・その飽>遺構確認時に 2点の縄文土器細片が出土したc 摩滅著しく図化できない。な

お、出土した炭化物を年代測定試料とした口

第47号土坑 (SK44) -第174図一

く位置・確認状況>LA25グリッド中央、 E層中の黒褐色土面で炭化物の広がりを確認した。

く平面形・規模>ほぼ円形を呈する。直径90cmで、確認酷から底面まで深さ5cmで、ある。

く埋土の状況>第28・46号土坑に類似し、炭が充填されている。

く断面の形状>浅い皿状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他>出土遺物はない。

第48号土坑 (SK50) -第174図

く位置・確認状況>KF31グリッド西側の急斜面にある白地山の明黄褐色土層面で、黒褐色土

プランを確認した口

〈平面形・規模>関口部はわずかに楕円形を 東西方向に長軸があり、長径90cm'短径

80cmで、確認面から底面まで深さ50cmで、ある。

く埋土の状況>土坑中央に黒褐色土が堆積し、接側には褐色土と地LU土塊をやや多く混入する

黒褐色土が堆積する。

く断面の形状>関口部より、底面がわずかに外にはり出す。

く康面の状況>底面はほぼ平坦であるが、地形にそって緩く傾斜し、北寄りに水平部分がある。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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1 f!i色(lOYR j;t)やや綴常炭化物混在
2 黒色(lOYR~) やや綴密 炭化物・焼土粒子混在
※いずれもシルト質土
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第45号・第46号・第47号・第48号・第49号・第50号土坑第 174国
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第 8-1節 K区の検出遺構と出土遺物

第符号ニ主坑 (SK 26) 第174図-

く位置・確認状況>J G14グリッド北西側、地山の明黄褐色土層面で黒褐色土プランを確認し

た口

く平面形・規模>関口部は楕円形を呈する。東西に長く長径1m20cmで、ある口確認面から底

面まで深さ28cmで、ある。

く埋土の状況>小枝大の炭、焼土、地山土が混在する。

く断面の形状>底部が丸味を帯び¥鍋底状を呈する。

く底面の状況>底面には少し凹凸がある。く遺物・その他〉出土遺物はない。

第50号土坑 (8K 34) -第174図一

く位置・確認状況>KB17グリッド南西側、理層上位の暗褐色土層面で、炭を多く含む黒褐色

土のプランを確認した口

く平面形・規模>不整楕円形を呈している。南北方向に長軸があり、長径44cm'短径25cmで、

ある。確認面から底面まで深さ5cmで、ある。

く埋土の状況>浅い掛り込み内に、炭が充填される口

く断面の形状〉浅い血状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。く遺物・その他>出土遺物はない。

第 1号焼土遺構 (8N02) -第169図一

く位置・確認状況>第35号土坑関口部の南東側の縁にあり、第35号土坑精査中に確認した。確

認状況では第35号土坑との明確な切り合いは確認できなかったが、同時期か古いと考えられる。

く平面形・規模>掘り込みはなく、地山面が焼土面である。半円形で、径20cm程に広がる。

く遺物ーその他>出主遺物はない。

第2号焼土遺構 (8N03) -第170間一

く位置・確認状況>第39号土坑関口部の西側の縁にあり、第39号土坑精査中に地山田で確認し

た。第35号土坑の西側に地山がわずかにくぼむ部分がある。この窪地は不正楕円形を呈し、

北2m50cm、東西1m50cmほどの広がりがあり、焼土はこのほぼ中央にあたる。住居跡の可

能性を考え、ピットの有無を精査したがピットは検出されず、ここでは焼土遺構として扱う。

第39号土坑との明確な切り合いは躍認できなかったが、同時期もしくは古い遺構と考えられる。

く平面形・規模>地山面が焼土面で掘り込みはない。長径18cm'短径15cmの楕円形を呈する。

く遺物・その他>出土遺物はない。
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第41号臨し穴遺構 (SK T 43) -第175図-

く位置・確認状況>丘陵患根にあたる KE17グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面で暗褐

色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝~.犬を呈している。関口部長軸幅 3 m61cm・短軸幅47cm、底部長軸

rjJ高3m92cm .短軸rp~ 5 cmで、ある。確認面から最も深い部分で;78cmで、ある。

く長軸方向>N-85
0

-Eを向き、地山面の等高線にほぼ平行する。

く埋土の状況>埋土は 2層に分けられる。上位は暗褐色土が覆い、下位には褐色土が充填して

いた。

く断面の形状〉長軸の断面形は、東側が関口部から斜め外方に直娘的に、西側がほぼ垂直に下

がる形状を呈する。短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は波打っている。

く遺物，その他>埋土中位から剥片 1点が出土している。

SA 

@ 
EA' 

EA 

55.9m 

SA.-H=56.1m -'SA' 

55.7 m 

EA EA' 
-.-H=56.1m 

1m 

第175図第41号絡し穴遺構
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第8-1節 KfXの検出遺構と出土遺物

第42号臨し穴遺構 (SK T 44) -第176図一

く位置・確認状況>丘陵尾根にあたるKD18グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層面で暗褐

色土の落ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長いj蒜;1犬を呈している。関口部長軸幅 3m45cm .短軸Ijfffi54cm、底部長軸

I1穏4m'短軸幅6-8 Cl1lを測る。確認面から最も深い部分で 1111である口

く長軸方向>N-88
0

-Wを向き、地山面の等高線に直交する。

く埋土の状況>埋土は大きく 7層に分けられる。底面に黒褐色土がうすく堆積した後に壁の崩

落土である褐色土・黄褐色土が、その上に暗褐色土・黒褐色土が自然堆積していったとみえる D

く断面の形状>長軸の断面形は、西側がS字に入り込み、東側は外方へ袋状に広がる形状を呈

する口短軸の断面形は、関口部から底商まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は大きく波打っている。

く遺物・その他>埋土中位から土器片 1点が出土した。刺突列で縄文部を区画するもので縄文

中期後葉のものであろう。

~s-y@ 
一一一一ーコ EA'

SA' 

SA'-H=56.6m -'SA' 

EA' 
EA-'-H口 56.7m

πl 

第176図第42号臨し穴遺構
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第43号陥し穴遺構 (SK T 42)…第177図

く位置・確認状況>丘陵尾根にあたる KD18グリッド南西側で、地山の明黄褐色土層面で黒褐

色土の落ち込みをみつけ確認、した。

く平面形・規模>I!f!iiiが広く楕円形に近い形状を呈する。関口部長軸I!i!iii3 m 45cm .短軸幅78cm、

底部長軸幅 3m56cm .短軸幅 9cmで、ある。確認面から最も深い部分で 1m25cmで、ある。

く長軸方向>N-89
0

-Wを向き 地山面の等高線に直交する。

く埋土の状況>埋土は 7層に分けられる。底面に精褐色土がうすく堆積した後に、壁の崩落で

ある褐色土・黄褐色土が覆い、そのよに暗褐色土・黒褐色土が自然に堆積していったとみえる。

く断面の形状〉長軸の断面形は、西側が関口部から底面にかけてほぼ垂直に下がり、東側は中

位から下が外方にふくらむ形状を呈する口短軸の断面形は、関口音防=ら底面まで一様に傾斜し、

V字状を呈する。

く底面の状況〉底面は弓なりにくぼんでいる口

く遺物，その他>埋土上位から微小剥離痕のある剥片が1点出土しているロ

EA一一

EA-'-H=56.8m 

同
門
川
U
U

A
川
川
恒
〈三三'" S =Yz 

黒掲色(lOYR九)粗しょう
u音褐色(lOYR与言)やや綴密
3 褐色(luYR'!/tI)粗しょう
4 褐色(lOYR'hlやや絞君主、
5 情僑色(lOYR与3)やや綴筏
※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは貧褐色の地山土

m 

SA' ~56.4m 

第177図第43号陥し穴遺構
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第8… l節 K区の検出遺構と出土遺物

第44号臨し穴遺構 (SK T 45) -第178図
く位置・確認状況〉丘陵北斜面KB22グリッド北側で、地山の明黄褐色土層面で、黒褐色土の落

ち込みをみつけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈しているが、東側の幅が広く、西側は狭い。関口部長軸i隔

3 m27cm、短軸i幅最大で、60cm.最小で、27cm、底部長軸幅3m45cm .短軸幅10-14cmで、ある。

確認面から最も深い部分で、92cmで、ある。

く長軸方向>N-84
0

-Wを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土はおおよそ 4層に分けられる。上位は暗褐色土が覆い、中位から下位には

黒褐色土が充填していた。最下位の黒褐色土に地山土塊が混在している。

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部及び壁の中位で、外方へ袋状に広がる形状を呈する口

短軸の断面形は、南壁の状況からみると関口部から中位が一様な傾斜をもち、下部が垂直なY

字状を呈する。

く底面の状況>底面は波打つている。

〈遺物・その他〉出土遺物はない。

E A -.-H =53.0m 

1m 

1 ij音褐色(lOYR九)
2 祭褐色(lOYR%)
3 議褐色(lOYR%J
4 黒褐色(lOYR号言)
※いずれもシ}vト質ニ仁

S A'-H=53.0m 

第178図第44号陥し穴遺構
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第45号絡し穴遺構 (SK T 46) 一第179図一

く位置・確認状況>KD24グリッド西側で、地山の明黄褐色土層面で黒褐色土の落ち込みをみ

つけ確認した。

く平面形・規模>細長い溝状を呈している。関口部長軸Ijf!j!j2 m 80crn .短軸幅31crn、底部長軸

幅2m58crn .短軸幅9crnを測る。確認面から最も深い部分で、97crnで、ある口

く長軸方向>N-63
0

-Eを向き、地111面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土は大きく 6層に分けられる。底面に黒色土が堆積したよに躍の明黄褐色土

がつまり暗褐色土、黒褐色土の}II買に自然堆積しているとみえる。

く断面の形状>長軸の断面形は、関口部から底部にかけてほほ垂直に下がる形状を呈する口短

軸の断面形は、関口部から底部まで一様に傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況>底面は平坦である。

く遺物・その他〉埋土上位において土器片 2点が出土した。 2点とも摩滅著しい。

文が施されている。縄文中期末葉から後期初頭のものである口

EA/ 

EA 

汀l

230 

1 黒褐色(lOYR 22)やや綴密
2 黒褐色(lOYR九)殺しよう
3 U昔褐色OOYR九}怒しょう
4 陪褐色(lOYR 3/4)組しょう
5 禁色(lOYR ~'î) *Jiしよう
※いずれもシルト質土

SA'-H=50.2m -.SA' 

5 
…一一一-"'¥_J一一一

※スクリーントーンは黄褐色の地ilJj二

第 179図 第45号臨し穴遺構
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第8-1節 K区の検出遺構と出土遺物

第46号臨し穴遺構 (SK T 47) -第180図一

く位置・確認状況>KD24グリッド北西側で、地山の明黄褐色土層部で黒褐色土の落ち込みを

みつけ確認した。

く平面形・規模>総長い溝状を呈している。関口部長軸幅 2m65cm .短軸幅34cm、底部長軸

幅2m43cm .短軸幅 6-12cmを測る。確認面から最も深い部分で、75cmで、ある口

く長軸方向>N-88
0

-Eを向き、地山面の等高線に平行する。

く埋土の状況>埋土は 6層に分けられる。底面に黒褐色土が一様に堆積した上に、壁の崩落土

とみられる地山土塊を含む褐色土がつまり、その後暗褐色土と黒褐色土が交互に自然堆積して

いる口

く断蔀の形状>長軸の断面形は、関口部から底部にかけて、内側にすぼまり逆台形状を呈する。

だだし東側中位はわずかに外にふくらみをもっD 短軸の断面形は、関口部から底部まで一様に

傾斜し、 V字状を呈する。

く底面の状況〉底面は平坦である口

く遺物・その他>埋土上位で土器片 2点が出土した。 2点共摩滅著しい。 1は弧状の沈線区画

があり、口縁部内面にも陵帯が付く。縄文中期末葉のものである口

SA' 

EA-一

~一一~SA

E A =.=1-1=50.0111 

1m 

SA'-H=50.1m -.SA' 

l 黒掲色(lOYR九)やや級密
2 暗褐色(lOYR%)級しょう
3 議褐色(lOYR~) 粗しょう
4 階褐色(lOYR%)犯しよう
5 黒褐色(lOYR匂)殺しよう
※いずれもシルト質土
※スクリーントーンは黄褐色の地山土

第 180図第46号縮し穴遺構

@ 

一-EA'

一.-EA'
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第4章調査の記録

第 8-2節 五区の遺構外出土遺物

出土した遺物には、縄文時代及び弥生時代・平安時代の土器 e石器などがあり、コンテナに

して38箱程である。縄文土器の量が多く、石器は10箱程である。南側丘陵南東側の斜面と南北

丘陵間の沢部からの出土が多い。

出土器- 帰属時期で分類し、器形ー部位、文様の特徴を説明し、最後に型式上の分類を付

記した。第181図~第190図まで実測図を掲載した。説明は通し番号で、行った。

[A :縄文時代前期の土器群]一第181図1.2-

1は深鉢の腕部破片である。胎土中に微量の繊維を含む。外面に斜縄文が施される口

2は円筒形の深鉢の口縁部である。 r揺の狭い口頭部に、平行する撚糸圧痕文が施される。

※ 1は前期前葉のもの、 2は円筒下層d式に比定される。

[B :縄文時代中期前葉の土器群] -第181図 3~第187図72-

3 -16は基本的に円筒深鉢形を呈し、口頚部がやや外傾する器形となる。多くは 4単位の大き

な突起を持つが、平縁のもの (15) もある。口縁上端は隆帯の鮎り付けや折り返し口縁風に把

厚するものが多い。突起下には垂下する隆帯 (3・12・13)や橋状把手(4・11・15・16)が

付く口口頚部文様帯には撚糸圧痕文・絡条体圧痕文が平行に(3 ~ 16)施される。文様帯の下

端は隆帯で区切られる口口縁端部・頚部の降帯には縄文が施されるもの (3・16)縦位の圧

痕が施されるもの (4~ 17)がある o 3の突起頂部は経帯の貼り付けにより肥厚させた上に、

さらに鉢巻状に隆帯を貼り付けている。 10は服部がやや張る器形となる。 16の胴部には横位の

縄文結節の回転が見られる。また、内面の腕部下半に炭化物の附着が著しい。

17~27の器形は 16に共通する。やはり 4 単位の突起をもつものと平縁 (22) のものがある。

18・23の突起は頂部が二股に分かれる o 23の突起先端部は内面側に厚くなっている。また17の

突起頂部は 3に類似して隆帯が巡らされ、その隆帯が内面側に厚く張り出す。 17の波頂部下に

は円形あるいは橋状の把手がついたようだが剥落している。口縁上端はiを帯によって肥厚する

ほか、 20-23のようにさらに縦位に短い粘土紐を貼るものもある口 17~27 とも口頭部の文様要

素として、爪形圧痕文が加えられる点が特徴である。口頚部文様帯には18 ・ 20~24のように鋸

歯状の隆帯の鮎り付けがあり、隆帯に沿って撚糸の圧痕も施される。 20の鋸歯状の文様が多段

になる点、あるいは24のように文様帝下端の隆帯に弧線が付加される点など文様帯の構成の複

雑化と文様帯が広くなる傾向がある。 25・27は器厚も薄く、小型のものであろう口

28は口縁部が直立気味で、胴部が丸くふくらみ円儒状の底部に続く器形である。口縁は波状口

縁となるものであろう。口縁端部は内面側に折り返し口縁風に肥厚し、外面は短沈線によって

刻まれる。口縁部下の平行沈線に挟まれる位置に粗い交互刺突文が巡る。

29は体部の膨らみは無く円筒状の器形になるものと考えられる。口縁部の隆帯は縦位の短沈線
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によって刻まれる。口縁部下に交互刺突文が施される。

30は小さい筒状の突起であり、撚糸圧痕が施される D 突起下の口縁端部から連続する陸帯は縦

位の圧痕が施されている。

31は平縁、広口の鉢で、口縁部は緩く外領し、胸部中央で強く屈曲する器形である。口縁部は

縦位の短いi登帯によって 4単位に区画され、この隆帯を挟んで口縁部下端を巡った隆帯が上方

に反転する。上方の隆帯は短く止まり、経帯間には撚糸庄痕文が施される。胴部は口縁部のIR

にあわせて波状の隆帯が垂下し、隆線間に半裁竹管により逆T字状の文様が描かれる。沈線

開には半裁竹管の刺突列が付される。

32は口縁部が外傾する深鉢の頚部から納部の被片である。口縁部に波状の隆帯が垂下しその下

に半裁竹管による台形状の文様が描かれる。

35は口縁部が外傾し、円筒状の胴部が中央でかすかにはる器形である。口頚部には鋸歯状のモ

チーフが描かれ、月間部は頚部から垂下する隆帯で区画され、隆帯に沿って沈線がヲ!かれる。口

縁上端と頚部ー胴部の!在帯上に半裁竹管の刺突列が付される口

33 ・ 34 ・ 36~39は深鉢の破片で、半載竹管による文様が描かれる。 34は口縁部下に円形の剥落

がある。地文の縄文が口唇部にも施される口内面及び断面には成形時の粘土帝の痕跡が顕著に

残り、波頂部下の内面では三角形に凹んでいる。 36・39は地文が撚糸文である。

40は浅鉢、 41は小型の鉢の破片で、 40では口縁部・胴部、 41では口縁部の平行沈線聞に半裁竹

管の刺突列が付される。

42~45は断面が三角形になる隆線によって文様が描かれたものである。 42は口頚部が緩く外傾

し胴部がややふくらむ深鉢である。口縁部に大きい鋸歯状に隆帝がめぐる。隆帯が口縁端部に

接する部分は円文となり口縁にかすかに高まりを作る口 43・44は臼縁部破片で、 43は小さな突

起部に降線を巡らせる。 44は内面に成形持の粘土紐の痕跡が顕著に残る。 45は円文の部分だけ

が突起状に付けられたものである。

46・47は浅鉢である。 46は波状口縁である。口縁端部の内外面が無文で肥厚し、装飾効果をだ

す。 47は口縁のかすかな高まりの下に菱形文があり、その頂部から陸線がのびる。 I登線は部分

的に波~犬になる口

48-58・60は撚糸圧痕により文様を描くものである。 54は体部上半に最大径のある深鉢である。

口縁部は横長の楕円形の隆帯で4単位に区画される。休部は口縁部の区画とはずれてY字状の

隆帯が 2 本一組で垂下する。[登帯に沿って撚糸圧痕が施される口 48~51 ・ 53 ・ 56は深鉢の口縁

部、 57・58は深鉢の胴部の破片である。 50・51・56・57は54と同様に経線に沿って撚糸在痕が

施されるが、隆線は54より細い。撚糸圧痕は口縁部に平行するもの (49)、弧状となるもの

(50・51・53・55)があり、また56では口縁部に渦巻文が描かれる。 57は飴土中に微量の金雲
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母が混入している。 55は波状口縁の突起部、 52は小型の鉢と考えられる。

59は器壌が薄く、小型の鉢の胴部と考えられる。斜行する沈線の屈曲部にはj貴れた粘土粒がつ

き、その部分に縄文結節が垂下する。

60は口縁部が強く外傾し、直線的な服部がやや鼓形に張る底部に続く器形である D 口縁部には

厚く大きい突起が付き、頚部には細い隆線と撚糸圧痕が巡る。口縁部・胴部とも撚糸庄痕によ

る弧線と渦巻の組み合わせで文様が描かれる。

61は口頭部が緩く外傾し、体部がゆるく張る器形である。口縁端部が内側に厚みをもっO また

屈曲部に癌状の貼付があるが、周聞と一様に縄文が施されている。

62は口縁部が直立する無文の鉢である D 器面に成形時の粘土紐の痕跡を残している口

63~67は地文のみの土器である。 63~65は口縁部が折り返し口縁となっている。

68は円筒状の器形である。口縁部は平縁と考えられるが、 2単位の突起が付く可能性もある。

頚部には 2単位に癌状の突起が付き、そのやや下方に半裁竹管の刺突列がめぐる。頚部の癌に

対応し体部文様も全体に 2単位である。垂下する沈線の接点はB字状に連絡する。沈線開の格

子日は先に縦方向 つづいて横方向の線がヲ!かれている。

69-71は68に類似する胴部破片である白

72は深鉢の腕部破片である。横位の沈線はやや太く、沈線の両側は地文の上に粘土の高まりが

被っている。また垂下する隆線には 2条の沈線が沿っている。

※ 3 ~16、 17-27は円筒系で前者が円筒上層 a 式、後者が円筒上層 b 式に比定される。 28-

60・72は大木系で、 28・31・32は大木7a式、 42・43は7b式に比定される。 33・34は半裁竹

管による文様表出技法の共通性で本群に含めたが、前期まで遡るかもしれない。 29は五領ヶ台

式との関係が考えられる。 60は器形的に古い特徴を示すが、体部文様は54のような区習を取り

除き横位に展開しており、大木7b式から 8a式にかけてのものととらえておく口 68-71はい

わゆる北陸系の土器で、新崎式との関係が強い土器である。

[C :縄文時代中期後葉~後期前葉の土器群]第187図73-第189図124一

73・74は深鉢で波状口縁を呈する。 3本一組の沈線あるいは隆沈線によって文様を構成する。

75は深鉢に付く突起部で、上面は隆帯で渦巻を表している o 76は深鉢の体部で沈線と充填縄文

による縦位の懸垂区画と楕円文がある。

77 -101は、沈線 (77・78・86・92-96) ・隆帯 (79-81 ・ 87 ・ 97~101)の区画と磨消縄文に

よって文様を構成するものである。 77-91は深鉢の口縁部破片であり、 83・86では口縁部内閣

にも陵線が巡る。 83は上下2段の円形の透かしとなっている。 85は器外面側として図化したが

内面となるかもしれない。 87で、は隆帯に沿って刺突が施される。 88-90は口縁部無文帯の下に

沈線がヲ|かれている。下部には縄文のみが施文される。胴部文様では、割付後に縄文・撚糸文
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の施文を行い、その後92-96では沈線により、 97-101では隆帯により区間され、縄文のはみ

出す部分が磨消される。 92・94-10Hま深鉢、 93は領きがやや大きく浅鉢の可能性もある。

102-107も沈線 (102-104・106・107) .隆帯(105)の区画によって文様を構成するもので

あるが、区画内に沈線により葉脈状文の施される土器である。いずれも深鉢で、 102は口縁部、

他は胴部の破片である。

108-111は深鉢の胴部で、 108では沈線聞に粗い刺突が付される口 109・110は地文上に沈線が

51かれ、 111は沈線が縄文部と無文部を区画している。いずれも細い沈線がヲiかれている。

112・113は深鉢の口縁部に近く、 114は胸部の破片である口前者では隆帯が疑似口縁状になっ

ている。 114の腕部の沈線区画は部分的な経帯が付く。

115は深鉢の口縁部で、波状口縁となる。口縁部下には刺突列の沿う隆帯が巡る。

116.117は撚糸文ょに沈線と磨消による文様が描かれるが、磨消が雑になっている口 117は口

唇にも沈線がヲiかれる。器面の文様は口縁から底部までに広がって描かれる。

118は深鉢の胸部である。 3条一組の縦位の沈線を地文とし、その上にさらに沈線によって曲

線的な文様が描かれている。

119は小形の鉢である。頚部に刺突列が巡り、胸部には磨消縄文手法により入組文が描かれる D

120は深鉢で、霊臣、部に撚糸圧痕が巡る。口縁部は無文、胴部に縄文が施される。

121-124は地文のみの土器で、いずれも深鉢である。 121は口縁部で、口縁がわずかに外傾す

る。 122は服部、 123は底部で、底面の縁がやや角張り、直線的に胴部に立ち上がっている。底

簡には雑な網代痕がある。

124は深鉢の胴部下半である。鯛部下端より一回り小さい底部から緩やかに胴部に立ち上がる。

底面はやや上げ底状である。器摩が厚く、 16-18mmの厚さがある。器面の半分は縄文が施さ

れ、残り半分には撚糸文が施されている。表面の下方は二次加熱により剥落した部分が多く、

内面には煤状炭化物が付着している。

※中期では73・74は大木8b式、 75・76は大木9式に比定される口 77・78は大木9・10中間式、

79-87・92-101は大木10式と考えられるが、網部破片では前者とすべきものが含まれるかも

しれない。 112・113は後期初頭の門前式に、 117・119は後期前葉の宮戸1b式に比定される。

102-107は近年県内での類似資料が蓄積されてきているものである口大由市の太田遺跡では文

様の全体がわかるものが確認され、後期初頭に位置づけられている。また、 115も秋田県内県

北地区で出土例があり、後期初頭の位置づけが検討されている。 121-124は後期初頭から前葉

の粗製の土器である。
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[D :弥生時代前半の土器群] -第190図125~127-

125は波状口縁を呈する浅鉢である。鋼部には変形工字文が描かれ、また口唇部・口縁部内面

にも沈線が引かれる。

126は鉢である。口縁部外面には 3本一組、口縁部内面には 2本の沈線が巡る D

127は婆の口縁部で、無文部下に 3本の沈線が巡っている。

※125は砂沢式に比定され 126・127はそれより新しい段階のものと考えられる。

[E :弥生時代後半の土器群] -第190図128~144-

128~ 130は鉢の口縁部、 131は嗣部である。 128は口縁部に沿って上向きの緩い弧線が引かれ、

その中は沈線によって刻まれる。下方には 3本一組で下向きの緩い弧線がヲ!かれている。 129

では沈線開に右方向からの円形の刺突が充填される。 130は口縁上端側に下向き、下方に上向

きの連弧文を配している。

132は深鉢の口縁部で、口縁部が内管する。器面には縄文上に、 2本一組の沈線により、変形

工字文が描かれる。内面には調整痕が顕著である。

133は肥厚する口縁端部が剥落した深鉢の口縁部と考えられる口縄文上に 2本一組の沈練が引

かれる D

134~ 143は附加条縄文あるいは撚糸文の施された胴部破片、 144は底部である口

※129・130は天王山式に比定され、 134-144も弥生後期のものである。 128・132はこれよりや

や古い段階のものと考えられる。

出土製品目一第189図145・146-

耳飾り 2点が出土した。ともに破片であるが、環状を呈したものであろう。外縁部は滑車状の

凹面となっている。 146では上下両国に、 145では残存する片面に二重に刺突列が巡る。

ロ石器- 出土した石器には石鍛・石匙・石箆・不定形剥片石器・石錘・磨製荷斧.Q:l]石・

-砥石などがある。いずれも縄文時代のものである。第191図~第202図に実測図を掲載し

たむ説明は挿図の通し番号で、行った。

[1 :打製石器]-第191図1-第197図63-

1-7は石鍛であり、 1-5は有茎のもの、 6・7は無茎で、基部が凹を呈するものである。

9は尖頭器である。小型で、両面を二次加工により整形している。

10-17・19は石匙である。基本的に縦長のもので、 10-13・15は背面全体に丁寧な押圧剥離が

加えられている。 19は基部と先端部を欠損している。

8・18・21は右箆である。小型で両面に二次加工が施されている。
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20は両面に了寧な二次加工が施されているが、欠損品で全体は不明である。

25は縦長の剥片を素材とし、背面の全局に二次加工が施されている。最終的な刃部と見られる

図の左上側の直線的な部分を除き、剥離面の陵線は摩耗が著しいD

22-24・26-39・41・43・45・47-49・52・57・59-61・63は二次加工のある剥片である。石

器の縁辺が鋭く直線的な部分を刃とみなした場合、二次加工によって刃部を作り出すもの

(22・23・28・30・31・33-37・39・43・48・59) と、刃部は素材剥片の鋭い縁辺にあり、刃

つぶし状に二次加工を施すもの (26・29・32・41・45・47・52・57・59-61・63)、二次加工

は施されているが刃部の不明瞭なもの (24・27. 38 . 49)がある口なお、 23では石器の片側全

体に漆が付着している。

40・42・44・46・50・51・53-56・58・62は微小剥離痕のある剥片である。いずれも、刃部と

見られる素材剥片の鋭い縁辺に微小剥離痕がみられる o 42・44・46・51・55・56・58・62は比

較的小さい剥片を素材としている。

[2 :磨製石器]-第197図64-68-

64-68は磨製石斧で、 66・67は完形、 64・65と68は基部側を欠損するが全体に小さい。 67は片

刃で、側辺に 3ヶ所づっの溝がある。 65-67では刃部の摩耗が著しい。

[3 :磯石器]-第198図69-第202図96-

72は打製襟石器で細長い亜角礁の一端に刃部が作られている。

71は偏平な燥の四方に打ち欠きが加えられた石錘であるが、図の下辺は半円状扇平打製石器状

となっている口

73-85・87・90は四石である。田部が1面のもの (82-84・87)、2面のもの (74・78-81・

90)、3面のもの (77・85)、4面のもの (73・75・76・41)がある。なお、 87・90では 2屈が

となっている。 90の片面は凹部が古いが、残りの面と87では磨面より山部が新しい。 75で

は部分的に線刻がある口

69・70はやや偏平な礁のrl屈の狭い側辺に、 88・89・91-95は手中にできる大きさの円礁の 100

(91-95)あるいは 2面 (88. 89) に磨面のある磨石である。また、 96は台石状の大きいもの

で広い暦面がある。

86は幅 1-0.5crnほどの溝状のくぼみが2条ある砥石である。

口金属製品-第190図-

寛永通宝が1点出土した。関の縮尺は 1/2である。
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第 8-2節 K区の遺構外出土遺物

※いずれも II-盟層堆積土内出土

15 
KG21 

KG22 

KH22 

第182図 K区の遺構外出土遺物一土器 (2) -
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J F 17 J I 19 
J G 16 J 121 
J G17 KH24 
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J 117 
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第8-2節 K区の遺構外出土遺物
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第8 2節 K区の遺構外出土遺物
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ζ 二二ユ 10 ζここ〉 11 

NO 出土地点3 総額分類 長(mm)相(mm)W(mm) ヱ立母(g) Ti 質

1 I KE21 鍛 a 34.2 1，1.5 5.0 1.4 ~ 石山

2 I K 128 行銭 a 26.9 10.4 5.0 1.1 頁 石

3 I J G28 石鍛 a 21.5 13.8 3.0 0.9 頁 石

<) I J G27 石銭 a 34.1 16.1 6.3 2.9 頁 ;p 

5 I K E21 石鉱 a 30.4 12.1 4.3 1.6 頁 石

G I L A21 石銭 E 29.4 18.2 4.0 2.t1 石

7 I KF21 石 量産 E 37.7 21.4 4.6 3.0 I J'i: モヨ

8 I KD18 T:i 箆 b 41.5 26，6 8.6 8.0 頁 石u. 

9 I J H17 尖 liJi ~~ 32，2 24.2 9.6 5.1 務取質

ζご〉 12 
10lKB23 石匙 a 86.4 31.2 6.1 11.8 頁 'g 

11 I K E22 "11 M主 a 80.0 32.6 8.0 13.1 頁 石，u 

※いずれも II-盟層堆積土内出土 12 I L A25 fi 1!主 a 73.2 30.9 6.5 1l.2 頁 石

第 191図 K区の遺構外出土濯物一石器(1 )一
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第8-2節 K区の遺構外出土造物

〈ここ〉
13 く二三

14 

16 

く二二〉
15 く二〉

間1日
乙二二). 19 

」γ
に二ご〉

17 

額一0習
く=> 20 

NO Ilト1:JIQ，t主 務種分類 長Imm)阪(mm)!京Imm)雪Z最(g) 11 質

13 KGZ1 ii 匙 a 82.D 30.5 16.9 頁 ‘;~コs 

14 KD23 石 是主 a 77.6 30.0 8.5 19.8 I j:( 石

くフ
15 I KG27 石匙 a 56.5 34.8 74.3 1Z. 9 頁 受玉

16 J A25 石匙 a 53.8 4l.6 10.6 15.8 I :W 6 

17 J 117 イj ~也 a 69.2 49.5 10.1 18.4 頁 ;日

18 

※いずれも II-田層堆積土内出土 18 KE21 イ{箆 b 48.7 39.3 14.5 20.7 I 石

19 K E24 石 匙 41.4 25.4 7.9 10.0 I 1'i 可Lヲ

5cm 20 K E20 ;出 18.6 22.0 8.0 2.8 頁 品一

第192図 K区の遺構外出土遺物一石器(2 )一
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第4章調査の記録

21 

ζ〉
乙二>

22 

〈ご〉
23 

i漆

25 

ζ二ご〉

~ 

てコ

ζ二ご〉
26 

※いずれも1I-盟層堆積土内出土

cm 

第 193図 K区の遺構外出土遺物一石器(3 ) 
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第8-2節 K区の遺構外出土遺物

U10 
ζここ〉

亡〉
28 

31 

てこ二二〉

30 

/一一一、

33 

ζここ〉
32 -~ e ζご〉

36 
く二二二コ

闘-~司
〈こご"'" 37 

34 

宍くご二〉 NO 出土地点 {，;1{重分類 長(mm)申日(mm)i手(mll1)Z立ttI:(g) 石 質

28 1 J H17 剥Ji':[j{，;1 49.5 54.3 23.6 56.4 頁 石

29 K D20 釧 l十イ'J. {f~ 30.0 23.1 5.7 39..1 取JI.品質

30 K C28 担l片石総 62.1 48.9 ]1.1 35.3 頁 白

:11 J F2G 利 J; 石器 55.6 11.0 6.1 12.0 頁 岩

32 J F26 事1) J~' :(，務 55.6 35.4 15.8 29.91 W 当主

dつdつ KH21 )~Ij J'j :[j (，~ 67.4 37.4 12.6 2ul:IT ti 

34 K B21 !f~) 片 Tj 絡 49.5 47.6 12.1 16.4 頁
石， .. 

35 KC19 がIjJ十イj r.~ 40.6 33.2 8.4 9.81 W 石

36 KD17 争IjJt lI器 31.0 23.7 4.0 3.31 ].1 石

37 K 121 約 J'" :(行器 18.2 12.5 3.2 0.91 J'l 石

第194国 K区の遺構外出土遺物一石器(4 ) 
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第4章調査の記録

38 

39 
//三

40 

〈二ブ

42 

く三入
〈ここ〉

一 -ij
く二二コ

〈二三〉

ど(づ
NO 出土地点 T.fr~Jl!分類 長(mm)。耳(mm) I~(mm) 主主景(日j :{J" !箆

38 I K 121 i3 十五 37.8 71.2 24.3 GG.4 頁 石

39 I K 1 18 石 十主 42.3 45.9 12.5 7.1 頁 ;μ日z 

ーとう-WC3
，10 K 122 絞 G1.0 38日 10.9 25.6 J;i 岩

，11 J G 17 石 校 44.2 D戸伺i.2 よ4 Ji .5 9.2 石山

42 KE21 引IJ !i-石ll.!! 4.1.8 31.5 9.2 6.7 頁 壬1

43 K B25 1'; 妓 43.7 59.7 20.3 46.5 w 三ιI

く二二三二コ
47 44 J G21 争リバー liT.fr 22.4 32.5 8.5 55.5 J;i 石山

45 J 126 争IJ 片石器 30.5 56.9 19.2 27.7 頁 4ヨ

※いずれも1I-困層堆積土内出土
46 J G16 剥!十石器 33.0 33.4 10.7 46.5 :区 石

cm 
47 KE21 最1)片手1探 23日 42.2 7.8 9.8 :区 石

第 195図 K区の遺構外出土漬物一石器(5 )一
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ζ 三二ここコ
48 

く三〉

ロてこ二二三』

ζ二三〉

50 

52 

54 

一息-U 56G 
〈二二コ
※いずれも II~ 困層堆積土内出土

cm 

第8 2節 K区の遺構外出土遺物

区
49 

~~ 
<二二フ

く二二二三コ
53 

くこ二〉

;、w Ilil二地点 務1重分tti 長(問問)qIM(mm) 厚(即日)i立:hi:(g) 有資|

48 I K 1 11 核 53.2 72.1 12.1 48.0 i'i 一行

19 I K C2J 行 校[1 34.0 52.4 20.4 47.4 11 g乞aコe 

SO I JくD2'i 核 64.2 48.9 20.8 45.4 I 石

51 I K li'21 全IjJ¥ー平i#号 28.7 38.4 日7 日4 資 石

52 I J H17 !f<i) J十石器 47.!i 42.7 11.6 15.4 :IT b μ2  

53 I K F20 制 J¥' :[i 日号 53.0 41.8 9.4 17.7 石

54 I K C20 剥}十行総 63.5 32.6 8.6 13.7 :IT 二臼

55 I J G27 争1) J十 117.;平 34.:l 41.0 6.3 8.0 'w E 

56 I K E20 争1)片:rir.号 23.6 ~土 I'W岩

第196図 K区の遺構外出土遺物一石器(6 )一
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伊(UV

品目白ι私{♂
と〉 ζ二> 63 

。 cm

lvu o 日

ζコ 4

自 己コ 67

。

第4章調査の記録

r 
d 

ご~一一一一九

1

札

mv
ハU
くコ

68 

ζ二〉 1'0 !I\-!:.J住l~ tiif磁分J'1i 長 (mm) 中日[岡田) )亨(mm) 7立琵 !g) 石笈

I K Ali 初刊行器 52.2 30.0 7.3 9.0 頁 守主

58 I K C]9 争tl}十 1; g~ 31.3 22.5 3.9 2.2 Eミ 石山

59 KH2] 剥 }r石器 30.4 7.1 28.9 頁 Eヨ

60 KE24 争IJ片 :1]器 35.4 4.5 18.4 ii 石

61 KIヨ 剥J¥ゃ行器 :12.日 34.8 日3 i.2 I ji[ 主山玉

戸り内u 封U:.tjl 字IJ)十平!総 31.J 25.6 9.5 5.7 頁 石

63 J 1'22 関製(，;斧 a 39.8 33.5 12.1 6.6 CJ 日

64 KC20 取，製石斧 a 58.2 33.6 14.7 55.3 i妓 J火器

65 KA26 If!i製石斧 b ;)5.;) 34.6 ]4.4 49.3 安 l幻岩

66 KC19 !記製石斧 b 54.5 29.1 ]3.7 31.7 凝灰岩

67 J 125 l廷製右子手 b 69.2 4，3.0 10.6 41.3 凝灰岩

68 J G28 !だ製石?手 a 53.6 39.2 26.7 41.3 安 UJ 狩

※いずれも E一回層堆積土内出土

第 197図 K区の瀧構外出土遺物一石器(7 )一
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70 

くコ

第8-2節 K区の遺構外出土遺物

69 

Jペ? --'=今トペ? 令 (-:~ーマFーで一弘、ヨ~、、

pつdてt会仁 、ーよー，\-:;-，-~ミ二Rごて~ _..;，.. 
k"'予さ7'ベ4'::'j)-;'"dr日占，，.，←~ふ-!"";"~i 白書吟.ç- "¥ 
、証円、と'=';)ペア η、ン〆 J中;-7-仏匂韮長~内々-.:~ー-.'

~\_二~てこL一二エ/

麿面

71 

※いずれも II~m層堆積土内出土

72 

第198図 K区の遺構外出土遺物一石器(8 ) 
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第4章調査の記録

亡コ 73 こコ
74 

75 

76 

77 に二〉
78 

1'0 出土地点 若手極分類 長(mm)中日 (mm)i手(mm)丞五r(g) D 'i'l 

73 KD23 l羽 {i I 96.4 60.3 3日l 19.1.2 凝灰お

74 KD24 凶 石 94.8 59.7 35.3 237.3 安山'6

75 KH23 問 I 150.0 48.3 50.0 433.5 凝灰岩質

※いずれも II-困層堆積土内出土 76 K E22 凹 1I I 68.9 54.7 43.6 123.3 凝灰岩!箆

lOcm 
77 ] G28 [I!! I 109.0 61.5 53.2 366.8 流紋岩

78 KG23 [I!! 石 98.5 82.6 14.1 457.7 安山岩

第 199罰 K区の遺構外出土遺物一石器(9 )ー
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第8-2節 K区の遺構外出土遺物

80 

くコ にコ

83 
81 

85 

NO 日'd二地点 古寺f草分生長 長(mm)iVLi(mm) iば(mm) ;[J質

79 J G27 凶 干 I109.5 門78.S 39.9 413.6 1E fffii 治

80 KGZ，j 回 石 84.6 75.8 46.3 348.~ 安 JJJ 岩

亡
81 J H17 山 Ti I 95.1 95.2 59.4 463.4 凝灰岩

。U“ヮ KB19 山 石 99.8 87.3 :;0.8 570.7 '1;: JIJ 岩

83 KC26 担l 石 107.2 55.9 30.2 200.7 i庖紋岩

84 KF24 [Ilj 干JI 61.5 63.1 48.5 224.2 I車紋岩
86 

※いずれも E一回穏堆積土内出土 日日 KE21 11IJ T:i I 94.6 54.2 54.4 248.5 安山岩

86 J G27 行 日目 129.2 54.2 59.2 2397.6 砂 {cゴ

第200図 K区の遺構外出土遺物…石器 (10)一
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第4章調査の記録

87 

コ
88 

89 
磨面

90 

※いずれも]J-ill層堆積土内出土

。 10cm 

第201図 K区の遺構外出土遺物一石器(11)ー
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第 8-2節 K区の遺構外出土遺物

/ーへ~

95 

ζ二コ
93 

96 

磨間

94 
:NO H1ーと地t!.i {f{f種。分類 長(mmi制Hmm)Jt::t(mmj 7烹素(日] 干1 質

91 KC24 fJ:き ~，í I 99.7 81.2 60.7 539.0 安山岩

92 K B23 1$~ 干iI 99.'1 86.6 52.4 667.7 r!i: 山 B

※いずれも II-困層堆積土内出土 9:3 K J 22 liJi I 79.1 67.9 26.0 199.0 流紋お

91 ~ KA25 w主 I 53.6 103.2 48.2 :149.7 花尚持

95 KC24 1"i JlJl I 90.3 124.4 30日 451.5 安山岩。
96 KH20 石 JlJl I 127.5 91.2 425.2 安 111 お

第202図 K区の遺構外出土遺物一石器 (12)一
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